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第一章　転生前







　渋しぶ谷やと原宿が滅ほろんでせいせいした。




　愛車に跨またがり、緩ゆるやかな斜しや面めんを下って行く。

　見み渡わたす限り一面の、大草原。

　遮しや蔽へい物など何もない。

　しかし、少年は不意にブレーキをかけ、前輪を垂直にまで持ち上げ後輪でたたらを踏ふんだり、する必要も無さそうな急カーブを切り、少年にしか見えない『何か』を、かわし続けている。

　ステレオのボリュームを上げる。

　テレビニュースの音声だけが、ノイズ混じりに聞こえてくる。

「ご覧いただけますでしょうか」

　リポーターの声に少年は、イエスとも、ノーとも応こたえることが出来た。

「渋谷、原宿と言えば、日本を代表する若者文化の発信地。それがこのような形で世界中の注目を集めることになるとは、誰だれが想像していたでしょう。一夜にして、渋谷と原宿が大草原へと変へん貌ぼうを遂とげてしまったあの夜から、既すでに三カ月。事件発生当時、建物の中などにいた人々は皆みな、下水道のホームレスまで口を揃そろえて、『何も分からない。気がつけば原っぱに投げ出だされていた』と証言しており、それ以上の有益な情報は、専門家チームの調査を含ふくめ、いまだ入ってきておりません」

　草くさ丈たけはぎりぎり車輪に絡からまないが、回転はやはり、多少なり殺されてしまう。

　この走り屋に厳しい道はいつ終わるのかと、閉じた瞳ひとみの中、距きよ離りを推算する。

　また、目的地に向けていたはずのハンドルを、直角に切り直す。

「しかしながらただ一つ、手て掛がかりを得られる場所があるとすれば、今我々の取材している、ここ以外はあり得ないでしょう。ＳＮＳのトレンドワードにも急きゆう上じよう昇しよう、そう、『神のプリクラ』です。消失区域内においては、ラフォーレ、渋谷１０９を初め、全すべての人造物が失われたとみられる中、つい先日、唯ゆい一いつの生き残りが衛星写真に写されました。ご覧下さい、大草原に野晒で佇たたずむ、こちらのプリクラ筺きよう体たい！　電源は入ってきていませんが、連日、ホームグラウンドを失った若者たちが、祈いのりを捧ささげに、長ちよう蛇だの列を作っております。有志による募ぼ金きん活動の結果、沖おきノ鳥とり島しまさながら、何故なぜかテトラポッドに取り囲まれており―――」

　参列者達たちを対象に、リポーターがインタビューを始める。

　この度たびの異常現象をどうお考えですか。また、生き残ったプリクラを見て、どのようなことを思われましたか。

「思い出の場所がぁ、全部無くなったのはぁ、辛つらいけどぉ……ここを中心にして、竹下通りとか、新しく作り直してほしいって、思います。反社会的勢力を排はい除じよした街にしてほしいです。ナンパ師とか、強ごう引いんなショップ店員とか」

「東京が歳としをとったのかも。でも、私らの街に十円ハゲが出来るなんてサイアク。育毛のＣＭ見る度に、もうおじさん達のこと笑うのはやめるよ」

　舌打ちとともに、ステレオをオフにする。

　瞼まぶたの裏に、会ったこともないはずの回答者達の姿が、ありありと浮うかんできて不快だったからだ。

　本来の艶あでやかさを殺した、金色の髪かみ。工業製品の人形のように飾かざり立たてた、顔面。

　やつらはファッションを自じ己こ表現だと訴うつたえる。だが、その『自己表現』とやらは全て、すれ違ちがう他者一人一人にしかけられる、独りよがりのゲームに過ぎないことを、少年は知っている。『自己表現』を疎おろそかにしているものを心の中でおとしめ、優ゆう越えつ感かんを抱いだくためだけに、やつらは着き飾かざっているのだと、少年は信じて疑っていない。インタビューに応えていたような女達は、心の中で付けた点数が、自分の中だけでなく、広い世界の中でも意味のある点数付けだと信じ込んでいるのだ。

　つくづく。つくづく、この自分が滅ぼさねばならない害悪どもだと、使命感をたぎらせる。

　瞳を、開ける。

　走り始めは、眼がん前ぜんに草原しか広がっていなかった。

　しかし今は、直線距離で二分もかからない位の遠くに、行列と、テトラポッドに囲まれたプリクラが見えている。










　俺おれは、ここまで乗ってきた愛車の二輪から降り、押おして歩き始める。

　本日の、標的へ。

『神のプリクラ』。

　近年主流になりつつある、撮さつ影えいスペースと画像加工スペースの部屋に分かれた筺体であり、その姿は大きかった。

　筺体を守るみたいに、テトラポッドが囲んでいる。

　テトラポッドの円は、一部分が途と切ぎれていた。参拝者達はそこから列になって、筺体の中にお参りする順番を待っている。

　二百人近い参拝者は殆ほとんど、若い女達だ。

　男達の姿もちらほらと見受けられるが、圧あつ倒とう的てきに少ない。

　ここに集っている者達のほぼ全員が、いわゆるギャルだ。

　友達と肩かたなど叩たたきながら笑い声を上げ、時折スマートフォンをいじっている。

　浮かない顔をした者達もいるにはいるが、目をこらさねば見つからない。渋谷、原宿が消失したばかりの頃ころは、メディアに取り上げられるのは、沈ちん痛つうな面おも持もちの者たちばかりだったというのに。

　染められた髪に、過か剰じように施ほどこされたメイクは、都会に突とつ如じよ生まれた大自然、緑の草原に余りにも相応ふさわしくない。

　渋谷、原宿はもうお前らの街では無いのだ。




『敵は幾億　草ゆかば

　天地容いれざる有う象ぞう無む象ぞう

　大たい砲ほう手入れの涙なみだが滲にじむ

　決死の桜　ああ勇ましく』




　突如、天から響ひびいた歌声に、ギャルの群れが驚おどろく。

　軍歌であった。

　先さき程ほどまでステレオから聞こえていたニュース番組のリポーター達だけが冷静だった。

　カメラマンが、肩に担かついだカメラを天に向け、闇やみ雲くもに振ふりまわしているのが見える。

　彼かれらの元に近寄ったのは、たまたま、俺の進路に重なっていたからだ。

　俺は行列を無視して、神のプリクラの元へ辿たどりつこうとしていた。

　リポーター達は、隣となりを通り過ぎようとしている俺に気が付く様子も無く、揃って空を見み詰つめていた。

「なんでしょうか！　突如、歌声が！　軍歌のようです！　性質たちの悪いイタズラでしょうか、一体だれが、どこから……」

「ここだ」

　俺が答えると、テレビカメラとリポーターのマイクが即そく座ざにこちらを向いた。

　黒装束を着た俺の姿が、カメラのレンズに反射して映る。

　俺は今、バツ印の入った飾りが目の位置にとりつけられ、口元にギザギザの線が描えがかれた漆しつ黒こくのマスクを身につけている。

　首から下も、ブレザーをよりタイトにした、これまた黒一色のコスチュームを纏まとっていた。

　喪も服ふくもびっくりである。

　背には、細く黒い筒つつを背せ負おっている。

　傍かたわらにはママチャリ。

　カゴの中には、レトロなラジカセがボディを縦にして、乱暴に突っ込まれていた。

　俺の全身に溢あふれる闘気に当てられながら、リポーターが恐おそる恐る尋たずねてくる。

「……インテリ街宣右う翼よくの方で」

「違う。何だその珍ちん奇きな人種の括くくりは」

　リポーターからの間ま抜ぬけな問いに、俺の気き迫はくが一いつ瞬しゆんだけ緩んだ。

　そして俺としたことが、興奮の余り周りの見えていない状態に陥おちいっていたのだと、気がつかされた。

　初めて、空に響く歌声の内容が、耳に入って来る。

　俺はブレザーの胸ポケットから、先日買ったばかりの、新入り秘密兵器を慌あわてて取り出した。

「iPod nanoの操作にはいまだ慣れない。……俺がジョブズだったら、もっと直感で操作が出来る商品を開発していたな」

　取とり繕つくろい、出来るだけ横おう柄へいに、マイクに向かって胸を張った。

　リポーターは、俺の指元をじっと凝ぎよう視ししていた。静電気感知式パネル対応の革グローブが、そんなに珍めずらしいだろうか。

　軍歌が止やみ、『ワルキューレの騎行』が流れ始める。

　シチュエーションは整った。

　ギャル達は皆、不安げに空を見詰めていたが、かといってそれに乗じ、神のプリクラへと潜もぐり込むために行列を割ればたちまち注目の的になるだろうと思い至る。

　俺は、テトラポッドの山を乗のり越こえていく道を選んだ。

　難なく、神のプリクラの裏側、列を作っているギャル達から見て死角になっている位置に、着地する。

　俺が神のプリクラを見ていると、後ろで、何人分かのぎこちない着地音が響いた。

　テレビクルー達だった。

　律りち儀ぎにも、俺の通った道に続いて来てくれたらしい。

　不ふ審しん人物である所の俺が何をしでかすのか興味があるのと同時に、近づきすぎると俺に何かされるのではないかと、距離を取って怯おびえているようだった。

　渡わたりに、船。

　利用しない手はないと、俺は、クルー中唯一の男性であったカメラマンを手招きする。

　女性リポーターの肘ひじ打ちをくらい、しぶしぶ人柱になりに来た彼に、お願いをする。

　神のプリクラの屋根を見詰めながら、地面を指差し、言った。

「馬に……なってくれまいか」

　中年カメラマンは、驚きの表情を浮かべた。

　カメラマンは、僅わずかに腰こしを曲げ、カメラを抱かかえていない方の腕うでを地面に着くジェスチャーをした。馬って、まさかこの馬か、と、俺に確かく認にんを取っているようだ。

　ほかに、何があると言うのだろう。

「無論、俺の膝ひざのバネなら、飛び乗る位訳ない。だが、ここは憎にくき敵共の本丸。獣けものたちに不必要な警けい戒かい心しんを抱かせるような真似まねは、したくない」

　カメラマンはカメラを、ＡＤと思おぼしき女性の一人に大事そうに手て渡わたすと、柔やわらかい草原に、両手をついた。

　俺はカメラマンの背に遠えん慮りよなく足の裏を乗せ、体重をかけ、神のプリクラの上に飛び乗った。

　眼下において、カメラマンが背中を払はらいながら、ゆっくりと起きあがるのが見えた。

　視し聴ちよう率りつのために体を張る姿。労ねぎらいの言葉でもかけねばならないだろうかと言う心持にさせられる。

　草で手は切りませんでしたか、というのはいささか、黒衣を纏いし今の自分のキャラでは無い気がしたので、そこに僅かに辛しん辣らつさを含ませた台詞せりふを、ぶつけるのだった。

「ローアングル代は、サービスにしておく」

　反応は、確かめなかった。

　神のプリクラの上で、俺は仁に王おう立だちを決める。

　３６０度の景色を高みから見渡せた。

　つい数カ月前までの原宿でなら、こんな小台に登ったところで、パノラマは手に入らなかったはずなのに。

　胸を一いつ杯ぱいにし、俺は咆ほう哮こうをあげる。

「無様だな！　ギャル共よ！」

　と、同時に、ワルキューレを停止させる。

　神のプリクラの直近にいた者達は、既に何名か俺の登場に気が付いていたようだったが、これにて晴れて俺は、草原のアリーナに詰つめかけた二百人からの注目を、一心に浴びることとなった。

「この度の天変地異の原因なんぞ、分かりきっている！　ノリと空気しか大事に出来ないお前らのような生き物に、メディアを通じて若者代表面されたせいで、理り不ふ尽じんなバイアスに晒さらされて生きねばならなくなった健全な若人わこうど達たちのタタリ！　あるいは純じゆん粋すいなる神しん罰ばつであろう！　神は、渋谷と書いてソドムと読み、原宿と書いてゴモラと読んだ！　そして、この俺の長きにわたる宿願は叶かなえられた……強しいて不満をあげるなら、粛しゆく清せいの全てを俺に委ゆだねてくださらなかったことくらいか……」

　平時には、やたらとピーチクパーチクなギャル達だが、今はどいつもこいつも、威い厳げんある俺の姿に、声さえ漏もらせない始末の様だ。

　ギャル達からの視線。四百の目から放たれるそれらが、俺の全身に突つき刺ささるのを感じる。

　しかし、恥はずかしくはない。

　このコスチュームは言わば、ギャルへの憎しみが布の形をとったもの。

　コスチュームを着てさえいれば、何も恐れることは無い。

　神のプリクラの裏でカメラマンに声をかけた時とはうってかわった攻こう撃げき口調で、ギャル共に語っていく。

「しかし！　神もショートケーキの苺いちご位は、俺にお与あたえ下さるらしい。昨日俺に、文字化けした差出人不明のアドレスから、こんなメールが届いた」

　俺は胸ポケットに手を突っ込んで、携けい帯たい電話（メタルブラックのガラケー）を取り出した。

　画面を覗のぞきこみ、その文面を読み上げる。

「『明日原宿で合コンなんだけど、男の子サイドがどうしても一人足りないらしいの。急なんだけど、来れないかなぁ？』」

　ケータイを胸ポケットに仕し舞まい、俺は両手を大きく広げた。

　叫さけぶ。

「タフか！」

　叫び続ける。

「やっとる場合か！　仮に人数が集まったとして、いいとこピクニックにしかならんだろうが！　……アドレスがどこから漏ろう洩えいしたのかは知らん。しかし、どうせここにいるお前らの内の何者かによるイタズラだろうことは分かっている。目的は、この俺に対する、無礼、挑ちよう発はつ、挑ちよう戦せんだ。……送り主、名乗り出ろ！　渋谷と原宿の滅めつ亡ぼうでもって、俺の使命は全て終しゆう了りようしたと安あん堵どしていたが、甘あまかった」

　俺は即座に息を整えた。

　これもいわゆる一つの、職業倫りん理りと言うやつだろうか。

　名乗りバンクは毎度、きまったテンションで行わなければならないと言う暗あん黙もくのルール。

「俺の名はギャルスレイヤー！　人呼んで、原宿の権けん威い的てきな父！　くしけずってくれるわ！」

　決まった、という実感があった。

　ルーティーンは俺にとって、何物にも代えがたい快感であった。

　後は、メールを送ったギャルが名乗り出てくるのを待つだけ。

　ギャルスレイヤーＶＳギャルの戦いの火ぶたが切られる―――。

　はずだった。

　しかし、現実に広がっていたのは、ギャル達による変わらない沈ちん黙もくだった。

　誰も、名乗りでなかった。

　どうしよう。

　このまま名乗り出る者がいなかった場合、面子メンツにかけても、尻尾しつぽを巻いて逃にげるわけにはいかないのだけれど。

　とりあえず、無差別に手て当あたり次し第だい、襲しゆう撃げきをかまして見るべきかと思案する。

　後ろの方で、リポーターが口を開くのが聞こえた。

「お見」

　まさかまさか、「お見苦しい物をお見せして、お茶の間の皆さん申し訳ありません」と言いかけたわけではなかっただろうが。

　もしそうだとすれば、リポーターは見けん当とう違ちがいの謝罪をせずに済んだ、ということになる。

　リポーターの謝罪を遮さえぎったもの。

　それは、熱ねつ狂きようだった。

　詰めかけたギャル達二百人が一いつ斉せいに歓かん喜きの声をあげ、神のプリクラへ、ギャルスレイヤーの足元へ、押し寄よせてきたのである。

「うっそ、ギャルスレイヤーじゃん！」「ヤバい、めっちゃファンなんだけど！」「渋谷と原宿が無くなったから、もう活動やめちゃったのかと思ってた」「うちらの危機にぃ、駆かけつけてきてくれたんだね！」「ギャリィ！　ギャリィ！　ギャリィ！　ギャリィ！」

　歓かん声せい。

　呆あつ気けにとられたのは、リポーターだった。
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　狂きよう乱らんに揉もまれる最中、リポーターが一人のギャルを捕つかまえ質問する。

「何者なんですか？」

「知んないの!?　この間まで原宿って言ったら、ギャリィかキュリー・パミャパミャってなもんだったんだよ！」

　リポーターは、にわかに信じがたいと言う風に首を傾かしげた。

　日ひ頃ごろ、なまじ情報を発信する立場にある人間だけに、これだけの人間が認にん知ちしている情報を自分が知らないのだという事態が、不可解に思えてならないらしい。

「代々木公園で女の子に太たい極きよく拳けん教えたり、暴走した最新オートカラーリングマシーンに乗っ取られて、首まで脱だつ色しよくしかかってた女の子を火事場の美容室から救いだしたり、大雪の日に、表参道にコラーゲンを撒まき散ちらして凍とう結けつを防いだりしてるんだよ！　ほら、動画サイトにも活動を投とう稿こうしてるの。……ほら、初はつ投とう稿こうで二百万再生、二回目で、三百万再生……最後のは三千万再生。すごいよね。この半年で、六千万円は貰もらってるはずだよ」

「残念だが、俺に実入りはない」

　俺が、ギャルの波に揺ゆれる筺体の上で小さくつぶやいた言葉に、リポーターとそのギャルは、正確に反応した。

　彼かの女じよ達たちの頭の横に、エイを思わせる扁へん平ぺいな、黒い物体が浮かんでいる。

　俺の秘密道具の中でも比ひ較かく的てき古株である、超ちよう圧あつ縮しゆくガス式ドローン。

　彼女達には俺の声が、ドローンのステレオから聞こえているはずだった。

　先程まで天空からサウンドをばらまいていたのも、こいつの仕し業わざだ。

「撮とってアップロードしているのは、今ここにいるスマートフォンを掲かかげた連中の内の誰かだ」

　俺は、革グローブの上から全ての指に指輪を嵌はめている。うち、右手薬指のリングが、今飛ばしているドローンの操作を司つかさどる機能を持っているのだった。

　俺が右手を引くと、糸に引っ張られるように近寄って来て、肩に止まる。

　今、ギャル達は皆、ギャルスレイヤーたる俺のことを見詰めている。

　俺だけが、空を茫ぼう然ぜんと仰あおいでいる。

「うんざりだ！　お前らギャル共の声せい援えんなど反吐へどが出る！」

　張り上げた声は、足元に押し寄せるギャル達の好意に、何一つ影えい響きようを与えなかった。

「俺の憎しみは本物だ！　俺の青春は、お前らが散々もてはやし今となっては誰だれ一人ひとり話題にしなくなったカリスマギャルに、全部奪うばわれたんだ！　……ギャルへの復ふく讐しゆうを誓ちかい、この半年、渋谷、原宿と暗あん躍やくを続けてきたが、今日にいたるまで、俺の害意の一ひと欠片かけらさえ、お前らは真ま面じ目めに受け取ろうとはしなかった。挙句、人を勝手にユーチューバーにしやがって！」

　自然と、涙なみだ声ごえになってしまう。

　なぜに、俺はいつの間に、ギャル達に祭り上げられる存在になってしまったのだろう。

　腹立たしいったらない。

　この俺が、ギャルスレイヤーとして行ってきた活動の全ては本来、ギャルを凄せい惨さんな目に合わせる為ためのものだったはずだ。

　それが何の因果か不運に恵めぐまれ、最終的にはいつも、ギャルを助ける行いをしたと、受け取られてしまうのだった。

　だが、今日の俺は一味違う。

「ここに来た二つ目の目的！　今日こそは、俺がギャル文化にとって不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵であることを叩きこんでやる！」

　俺は、背中に括りつけていた筒を抜ぬき取る。

　袖そで口ぐちに仕込んでいたマッチを一本取り出し、革ベルトに擦すり付つけ、点火。

　筒の片方に空いた口に、放ほうりこむ。

　曲芸師がロングバレルの拳けん銃じゆうを扱あつかうように、背中と腰を回転させながら一周させる。

　プリクラの屋根の淵ふちに、身長の高いギャルが、指の力でぶら下がっていた。

　踏まないようにと、僅かによろめきながらも、しっかりと最後のポーズを決め、足元に向けて構える。

「三号玉だ。日本国内で合法的に銃じゆう火か器きを扱えないかと腐ふ心しんし、花火師の元で学んだ経験が生きた。こいつは小ぶりの花だが、それでも、俺の足元を吹ふき飛とばす程度の威い力りよくはある」

　口もとに、なるべく陰いん惨さんに見える笑えみを作る。マスクに描かれたギザギザの笑みに、オリジナルスマイルがシンクロする。

「死にたくなけりゃあ、離はなれてろ！　……いや、やっぱり密集しろ、まとめて消し飛ばしてやる！」

　俺は、神のプリクラから飛び降りる。

　流石さすがに俺おれの説明が効いたのか、ダイブは、ギャル一人にさえ受け止められることはなく、草原に叩きつけられそうになった所を受け身することとなった。

　花火にマッチの火が移るまでの時間を意識しつつ、俺は、積まれたテトラポッドに再びよじ登り、自分が爆ばく発はつに巻き込まれない位置から、神のプリクラに筒の狙ねらいを定める。

　これで本当に終わりだ、と思った。

　神のプリクラ。

　渋谷と原宿の復活を願う者達の希望の象しよう徴ちようを、ギャルスレイヤーが破は壊かいし、ついでにギャルも何人か巻まき添ぞえにしてやる。

　発射の予よ震しんか、震ふるえる筒を改めて握にぎりこむ。

　残り三秒と、いったところだったろうか。

　ギャル達は何故か皆みな揃そろって、安心して、はしゃいでいた。

　死が間近に迫せまっているというのに。

　威い嚇かくのつもりで俺は叫んだ。

「特大の煙草たばこを吸わせてやるぜえええええええええ！」

　そこで、重大なミスに気がつく。

　構えた筒の俺側に穴が開いていて、その中で、火花が暴れ回っているのが視界に入った。

　なんと発射口が、自分に向いていたのである。

　なぜこんなことに。

　絶望が、背筋を駆け巡めぐる。

　今日の作戦は、登場からフィニッシュまで、何度も動きを頭の中でシミュレートしたはずなのに。

　原因に、思い至る。

　神のプリクラの上で、確かギャルの手をよけようと、一度よろめいた時があったような。

　恐らくはあの時、銃じゆう身しんの回転を一回分、多くしたか少なくしたかしてしまったのだろう。

　もう、遅おそかった。

　筒から勢いよく飛び出た花火が俺を襲おそう。

　爆散する。

　病院、棺かん桶おけ、モルヒネ、天国、ブラジルのコーヒー農園。脳内を駆け巡るのが、物ぶつ騒そうな情景から牧歌的イメージに移り変わった時。

　俺の命は絶えた。







第二章　或ある憎きカリスマについて







　ギャルスレイヤー。

　正体はこの俺、奈な々な倉くら瑠る衣い。十六歳の男である。

　七歳差の姉がいた。

　奈々倉丸まる子こという名だ。

　一言で言えば、『「ゥチの入る前に風ふ呂ろ使わないで、きもいから」などと口走る姉』。

　二言目を許されるならば、『「ゥチの入った後、お風呂使うの禁止。何やってんのかぐらい、音で、わかるんだからね」などとあらぬ疑いをかけて、俺にシャワーしか使わせてくれなかった姉』。

　三言目まで聞いて下さる心の広い方には、さらにこんな説明もオマケ出来る。

『俺に対し、シャワーを浴びながら用を足しているのではと、これまたあらぬ疑いをかけた次の日の朝、寝ねている俺の陰いん茎けいを切り落としにかかって来た姉』。その際丸子は「アロマ・ディフューザーが欲ほしかったんだもん……！」と、父に泣きながら意味不明の弁明をし、そして、許された。

　父はとにかく、姉に甘かった。

　というのも、俺が小学生の時分、丸子は高校生でありながら、既にほとんど自立していたのである。海外を飛び回る仕事に熱中し、家を空けることの多かった父のことである。世間一いつ般ぱんの高校生に期待される水準を超こえ、家を守る大人としての役割を果たしてくれていた丸子に、親として与えることのできる追加報ほう酬しゆうが、寛かん容ようさ以外に無かったのだろう。

　おバカタレント枠わくで、芸能人デビューしていた。

　芸能界デビューへの道筋はまさに、ティーンガールの夢見る典型的なシンデレラストーリーだと言っていいだろう。

　原宿で三度のスカウトに会い、一度目と二度目はそれぞれ、空気清せい浄じよう機きと自宅カラオケセットを買わされ帰ってきただけだったが、三度目にして、あの女はとうとう当たり籤くじを引き当てやがったのである。

　読者モデルから、事務所所属までが一年。テレビに出始めて、熱湯風呂までが半年。

　芸能事務所所属になってからも、専属モデルという形は取らなくなったものの、ファッションモデルの仕事も続けていた。

　と言うより、止めたいと言っても、止めさせてもらえなかっただろう。

　贔屓ひいき目めかやっかみかと言われると返答に困るが、俺の口から、姉の、女としての美しさを正確に伝えることは不可能なのだと思う。

　しかし、社会が彼かの女じよに付けたコピーなら、幾いくらでも諳そらんじることが出来る。

　曰いわく、『百年に一度のギャル』だと。

　百年前にギャル文化はなかったろうに。

　大おお仰ぎようなコピーである。

　確かに才能の片へん鱗りんについては、弟として、俺にも心当たりはあったのだ。

　姉の中学時代、小学生に成り立ての俺の目から見ても、姉は中学校で浮いている方だった……と思う。

　きっかけは、姉の身体がその他の女子に比べ、成熟していたことだった。

　といっても、トランジスタグラマーなどという男受けする体型ではなく、この年とし頃ごろの女子にしては珍しく、大たい抵ていの女子を尻しり目めに、足の方が圧倒的に胴どう体たいより長かった、というだけである。

　たったそれだけで、姉の中にある何かが（弟として、その『何か』が遺伝子であるとは信じたくないけれど）目覚めてしまったらしい。

　中一の夏休み明け。姉は、制服のスカートに、腰までのスリットを入れて登校した。切れ目にレースを入れてはいたものの、当然、かなりの物議を醸かもしたらしい。父が海外勤めで、母が丁度入院していた為、保護者を呼び寄せることの出来ない学校側は、ならば保護者から学校に乗り込まれることもあるまいと逆手にとり、丸子は全校集会で吊つるしあげられることとなった。

　以来、丸子はクラスでの立場どころか、学校内での立場さえ、危あやぶまれることとなってしまった。どうも、三年通して手て酷ひどく嫌きらわれ続けたらしく、姉が卒業まで愛用していた英単語帳は、最高学年を迎むかえる頃には放送禁止用語帳になっていた。

　嘘うそだろう、と、今なら言いたくなる。

　丸子は全校集会で何かしら、一丁前に言い返していたというが、翌日からきちっと、スリットは縫ぬい合あわせてから登校していた。

　ここまでで話が終わったなら、記き憶おくの持ち主を深夜にのたうちまわらせる類たぐいの若気の至りで済んでいただろう。

　しかし、丸子の本領はここからだった。

　思うに丸子は、自分の及およぼした影えい響きようを、持ち前の二十になるまで失われなかった子どもの直感、あるいはもっと残ざん酷こくな感性でもって、予見していたのだと思う。

　丸子自体は、何もしなかった。

　しかし、秋が深まり、肌はだ寒さむさを意識し始める十月。

　丸子の通っていた中学では、スカートにスリットを入れるのが、流行していた。

　念のため注ちゆう釈しやくしておくが、当時、全国の中学生女子達にたまたま広く流行していたと言うわけではなく、丸子の通っていた中学のみにおける、流行である。

　ただし、完全なる丸子の模も倣ほうというわけではなく、スリットの深さそのものは、スカートの中ほどまでだったのであるが。

　恐らく、丸子の通う中学の女子達は、あからさまに丸子の後追いをしていると、真似をしていると思われかねない時期が過ぎ去るのを、待っていたのだろうと思う。カースト下位とされている丸子に影響を受けたのだと言うことを、誰しもが認めたがらなかったのだ。

　嘘だろう、と、今なら言いたくなる。

　そして丸子は、そんな同年代の少女たちを嘲あざ笑わらうように、クリスマスシーズン、うなじから頬ほおにかけて、細いタトゥーシールを張って登校を始めたのである。

　周囲の女子達は何を思っただろうか。

　まさかまた私達は、この女のとんでもない格好を、日を追うごとに真似したくなってしまうのだろうかと、怯えただろうか。

　だとしても、逃げようはなかったのだけれど。

　丸子は、表面上は、奇き特とくな格好、発言、振る舞まいの三さん拍びよう子しを備えた腫はれものとして、三年間を送った。だが、ガラパゴス化を続ける姉の通う中学を外から見ていた他の中学の生徒達は、姿形の見えない流行の発信源を、密ひそかに都市伝説に祭り上げていた。

『第三中のファッション・フィクサー』

　丸子は高校も続けて、似たような生き方を貫つらぬこうとしていたのかもしれない。

　まるで、女子たちに天てん啓けいを与え導く、超ちよう常じよう的な存在のように。決して日とはならず、影かげに徹てつして。

　しかし、芸能界の重力は、奈々倉丸子の質量を逃のがさなかった。

　そこからはとんとん拍子に、丸子は出世してしまった。

　常人なら、人の子に生まれ、芸能界へ召めしあげられるものだろうが、丸子の場合はどこか、元いた世界に帰って行ってしまったかのようだった。

　実を言うと、俺は丸子のそんな生き方が、あまり好きでは無かった。

　すっぴんで過ごすことを許された季節さえ、姉はメイクの特訓に捧げていた。

　元の顔も、どう考えたって悪くないのだからそのままの姉さんでいてと、幼い俺は何度か懇こん願がんした。髪を染め着飾ろうとする姉が、自分の知らない人間に成りたがっているみたいに思えて、恐こわかったのである。丸子に、チャラついた人間達との付き合いが増えるにつれ、そんな不安は加速した。

　しかし、姉は止まってくれなかった。

　その時感じた一いち抹まつの寂さびしさが、丁度ギャングエイジと重なったせいで、俺は丸子に、どこかツンとした態度を取り始めることになる。

　丸子も丸子で、それくらいの時期から、俺のことを明確に嫌けん悪おし始めた。

　ギャルであった丸子に反はん抗こうしていた俺は意図して、服装に全く気を遣つかわなかった。

　才能を開花させていく丸子が俺を遠ざけ始めることは、摂せつ理りであった。

　姉の進しん撃げきは止まらず、芸能活動に時間を取られるようになってなお、モデルとしての躍やく進しんも続けていた。

　ガーリーだろうがレディだろうがストリートだろうが、あらゆる服が、丸子に着られたがった。

　着せられた服により、別人に見えるような変わり様は見せない。しかし、奈々倉丸子は奈々倉丸子のまま、筋肉の癖くせから変化して、衣服を体の一部に見せ、まるでその服を着て生まれ、今まで育ってきたような風格を醸しだすのである。

　あるバラエティ番組で、「奈々倉丸子、身長変動説」という企き画かくがあった。奈々倉丸子が、着ている服により、あまりにも雰ふん囲い気きが変わることから取り上げられた、冗じよう談だん交じりの企画であった。結果、放送されることはなかった。冗談では済まなかったのだ。実際、ロリータ系のファッションに身を包つつんだ丸子の身長は、七センチ縮んでいたのである。

　ここまでくれば、もはや伝説。

　ということで、雑誌の付けた二つ名が、『ファッショニスタ・ネイティヴ』。

　飛ぶ鳥落とす勢いにして、右に出るもの無しな丸子。

　だが、そんな丸子のギャルとしての破は滅めつは、突とつ然ぜんだった。

　丸子が、二十歳はたちの誕生日を迎えてしばらくたった時。

　シンプルだ。家出したのだ。

　そしてそのまま、失しつ踪そうした。

　渡る世間に疲つかれた母親なら、「ちょっとスーパーに買い物に行って来る」と言い残し帰って来ないのが定番だ。

　ギャルである丸子の場合は、「ちょっと原宿に買い物に行って来る」だった。

　かくして、俺のその後の人生は、無む茶ちや苦く茶ちやを強いられることになるのである。










　俺おれは死んだんだろう。

　若すぎるのがいけなかったのか、走そう馬ま灯とうは人生のダイジェストではなく、何気ない日常のワンシーンだった。

　小学五年生の時の誕生日だ。

　自室にて、型落ちのテレビで、アニメを見ていた。

　擬ぎ人じん化かもとうとうここまで来てしまったのかと、悲鳴を堪こらえている。

　主人公格の少女達たちの元ネタは何と、「料理のさしすせそ」である。

　砂糖ポジションをブラウンシュガー設定にしたせいで、みそガールと薄うす口くちしょうゆガールもあわせ、五人中三人が茶系統という、悲劇。

　しょうゆガールが、サッカー部のキャプテンに向けて、赤らめた顔で言い放つ。

「これからも私を、色んな食材にかけつづけてっ…………私にも、何だってかけてくれていいんだよ……」

　俺は跪ひざまずいた。心境は、荒あれ果はてた母国に絶望した、亡国の王子。

「プリキュアの後あと釜がまが、まさかこんなことになるとは……」

　日曜八時半のことであった。

　その後、何とか立ち上がるも、けだるさから、朝の歯は磨みがきすら躊躇ためらってしまう。ワンクール前なら、プリキュアに会う前に歯を磨みがこうという意欲があったというのに。つくづく良いアニメは青少年を健すこやかに育てるものだと、もう二度と会うことのできない少女達に想おもいを馳はせながら、感じ入るのだった。

　二階の自室のドアを出て、一階のダイニングへ向かう。

　テーブルに、四人分の食器が揃そろえられているのを見て、胸が跳はね上あがった。

　一気に、八つ当たりじみたアニメ擁よう護ごなど、頭の中から吹き飛んでしまう。

　父は海外、母は少々体調を崩くずし、検査入院中のはずだった。

　にも拘かかわらず、四人分の食事が用意されようとしているということは、両親が帰って来ている、ということである。

　久しぶりに家族全員で食事をとれるというのなら、何にも勝まさるプレゼントになるなぁと、感動していた。

　キッチンに目を向ける。エプロンを付け、料理にいそしむ女の影があった。

「フレンチトースト、もうすぐ出来あがるからね！　バニラアイスとシナモンも乗っけようよ！」

　台詞は一言一句、小学生の心を奪うものに違ちがいなかった。

　しかし、俺が奪われたのは、身体の自由であった。

　ショックに硬こう直ちよくした唇くちびるを動かし、なんとか疑問を投げかける。

「……え、誰だれ？」

　そこにいたのは、俺の姉、奈々倉丸子では無かったのである。

　全く知らない、ギャルであった。リゾート系のフラワー柄がらにベージュのエプロンが、何ともミスマッチである。

　呆気に取られていると。

　階段の上、二階、俺の部屋の隣となりのドアが開く気配がした。

　途と端たん、家に一瞬だけ、爆ばく音おんが吹き抜ける。

　俺は何事か、と階段を駆け上がり、丸子の部屋へと向かう。

　ドアを開ける。

　カラオケセットで熱唱している丸子と、目があった。丸子の歌声に合わせ、タンバリンを器用に腰や肩かたに打ちつけフィーバータイムを演出していた、丸子の友達であろう、俺の見知らぬギャル二人も、手を止めた。丸子の声はもう掠かすれきっていて、それは、姉の部屋で催もよおされていたであろう宴うたげが、夜通しのものであることを証明していた。

　そっと、ドアを閉じる。

　しかし、バネ細工をしっかり押おしこまずにビックリ箱の蓋ふたを閉めた時のように、俺がドアに背を向ける間も無く、丸子の顔がドアの隙すき間まから、飛び出してきた。抗こう議ぎの視線を、俺に向けていた。

　しかたなく、丸子に声をかける。

「いつの間に……完全防音にしたの……その、姉さんの部屋」

「お姉ちゃんのコトゎ、姉さんじゃなくて、姉貴でしょ？」

「……姉貴の部屋」

　最近になって丸子の強要し始めた風習である。

　丸子は、舌っ足らずに姉貴と呼ぶ俺を見て、何を満たされているのか、得意げな様子である。

　姉の部屋から、カラオケセットの電源も切らぬまま、ギャル二人も、のっそりと出てきた。

　階下から、調理に一段落をつかせたらしい先さき程ほどのギャルも、こちらに向かってくる。フレンチトーストの匂においを漂ただよわせながら。

「この子、誰？」

「ななまるの子？」

「そんなわけない。弟……」

　丸子の友人達は俺にではなく、丸子に対し、俺が何者であるのかを尋たずねている。それが、俺に対し何とも無ぶ遠えん慮りよな事のように思えて、顔をしかめてしまう。

　丸子も丸子で、あからさまに、俺を紹しよう介かいしたくなさそうな態度を取っている。

「カーワイー！」

　フレンチトーストの彼女から、頭をくしゃくしゃにされる。

「紹介してくれればよかったのに！」

「でもぉ、邪じや魔まじゃない？」

　俺はたちまち、三人のギャルに取り囲まれ、逃げ場ばをなくしてしまう。

　彼女達の腰こし元もと程ほどまでしか背の無い俺にとって、三者三様の金きん髪ぱつは、丁度手を伸のばしてじゃれつきたくなるような、絶ぜつ妙みような高さに位置していた。

　自分の意図しない所で、じゃらしとみれば飛びつく猫ねこにされてしまった気がして、バツの悪かった俺は、助けを求めて丸子を振ふり返かえる。

　丸子は、階段の傍そばで中空を見み詰つめていた。呆ほうけているようでもあったし、人の目に映らない何かを注視しているかのようでもあった。一つ確かなことは、俺よりよほど堂に入った猫っぷりだったということである。

「午前二時からならよくなかった？」
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「そうだね、午前二時からなら、むしろ来てもらうべきだったね～！」

　午前二時に何があったというのだろうか。内心、気になどしつつ。

　五人揃って、階段を下って行く。

　昨夜の内にでも朝食の相談を済ませていたのか、俺以外の四人は、スムーズに椅い子すを引いて座すわった。

　そして、着席した丸子達の視線は、一斉に俺に向かった。

　ここはファミレスでは無い。メニューはおろか椅子まで、気軽に追加で用意されるべくもない。

　勿もち論ろん、「年上のお姉さん」達に、俺から何かを言いだせるはずもなく。

　だが、丸子達は丸子達で、膠こう着ちやく状態に陥おちいっていた。

『家の人間である丸子が、俺の椅子を用意してやるなりしないのか』と、カラオケギャル二人は、丸子に視線を送っている。四人分のフレンチトーストを作り上げた、着き崩くずしフレンチスタイルの彼女は、自分がもう一食用意しようと切り出すべきかと、落ちつかない様子だ。

　三人の内心は、簡単に推おし計れた。「人道的には、この小学生をテーブルに誘さそうべきであることは分かっているし、別段構わないが、率そつ先せんしてそのことを提案して、前夜から計画していた、『四人で過ごす』朝食の楽しみを台無しにする役は買いたくない」。

　肝かん心じんの丸子は、何も言わない。「弟には、姉である自分の皿から分けるよ」も、「ちょっと邪魔だから姉ちゃんの友達が帰るまで部屋に引っ込んでな」も。

　分かりやすい言葉を何も与えないことが最も酷ひどい仕打ちだと、当時の俺には思われたのである。

　俺はダイニングから、走って逃げた。

　部屋に飛び込み、ベッドにもぐりこみ、声を押し殺ころして泣いた。

　暗転したテレビの画面を、毛布の隙間から見詰め続ける。

　戦うヒロインが自分のことを救ってくれる時間は終わったのだという実感が、ようやく訪おとずれた。

　ちなみに。

　お詫わびのつもりか、丸子はその後、ハンバーガー屋に連れていってくれた。

　席を二つも離して座られてしまったが。

　百円のハンバーガーに、何故なぜかピクルスが二枚入っていた。

　丸子に、今日が俺の誕生日であることを覚えているかどうか、問とい質ただそうか迷った。

　結局何も言えず、俺は覚えたてのライトノベルのページをめくり、丸子は、当時もう絶滅寸前だったケータイ小説の画面を、スクロールしていた。

　他ほかの客達が忙せわしなく入いれ替かわる中で、姉と弟の無言だけが、永遠に続いていく。

　俺は、走馬灯の上映時間が終わってしまっていることに気付く。

　場内に明かりが徐じよ々じよに戻もどる数秒の間に。

　もう一度丸子に会えたら、俺はどんなことを口走るだろうか、などということに思いを馳せる。

　二席分の空白が、俺と姉さんを他人に見せていたと、思いますか。

　あの時俺がどんな気持ちだったか、分かりますか。

　そして、眠ねむりに就つくように目を覚ます。







第三章　ギャルスレイヤーの召しよう喚かん







　気分と身体は、これまで感じたことが無いくらいに、柔やわらかい心地ここちだった。

　しかし、自重を支える地面は、冷たい。きっと、白くて固い床ゆかだ。目を開くことすらせずに、確信する。身体の一部が、床と同じ材質で出来ているのであろう壁かべに接せつ触しよくしている。風の淀よどみ方から、狭せまい部屋に転がされているのだと言うことまで、分かった。

　ここは卵の殻からの内で、俺はドロドロに溶とけてしまったのだろうか。

　次の生まれ変わりは、目玉焼きかスクランブルエッグに、決定されようとしているのか。

「うー、全然目を覚ましてくれないよ！　あの女め神がみ、『ちゃんとした、美味おいしいお酒を出すお店を用意しておかないと、男の子も盛り上がらない』とか言ってたけど、こういうことだったの？　だから眠ったままなの？　せっかくここまで何とかなったのに、どうしよう。飾かざっても飾っても、こんなとこ、お店らしくするなんて出来ないよ！」

　ようやく、瞼まぶたに力が入る。

　霞かすむ視界の端はしで捉とらえた自分の肉体が、相変わらず奈な々な倉くら瑠る衣いの形を保っていることに、安あん堵どする。

　俺の他に、もう一人の人間がいた。

　二畳じようも無いスペースを必死に動き回り、元は無機質な白い部屋を、何やら必死に装そう飾しよくして回っているようだった。

　寝ている俺の隣には、布ふ団とん程ほどの大きさの金きん箔ぱく紙が広げられている。それを少女が、銀食器を思わせるデザインをしたハサミでもって、器用に音を立てず、切きり裂さいていく。断だん片ぺんとなった金箔紙は、リボンとなり、あるいは不格好なハートマークの切り絵となり、壁へき面めんに張りつけられていくのだった。

　売れっ子デザイナー顔負けの、熱意のこもったハサミ捌さばきに、白一色だった部屋の中はたちまち……少女の髪かみと同じ色に、染め上げられていく。

　俺は、自分が意識不明だった理由を、正確に思い出した。

　そうだ、またしてもギャル共の巧こう妙みような策略にはめられ、自分に向けて花火を発射してしまったのだった。

　少女の全身を、認にん識しきする。

　俺は、自分の両頬を、指で掻かき毟むしる。

　視線を落とす。

　ベルトも通していない履はき古ふるしのブルージーンズに、赤と緑のチェックシャツの柄が見える。

　顔がマスクに覆おおわれていないことを悟さとるや否いなや、目の前の少女に向かって、悲鳴を上げた。

「ギャルだああああああああっ！」

「きゃ！」

　俺の声は確かに線が細かったろうが、急な雄お叫たけびだった。にもかかわらず、対する少女の悲鳴は、何故か最小限に抑おさえられていた。

「へ、へいらっしゃい、妾わらわいっちょう！」

　少女は、呑のんだ悲鳴を要領を得ない台詞せりふに変へん換かんし、再び吐はき出した。

　俺は、少女の驚おどろきを、強い喜色がすぐに上うわ塗ぬりしたのを感じ取った。俺の目が覚めるのを、心待ちにしていたかのような態度。俺に対する返答も、意味はよく分からなかったものの、どこか、俺が目覚めた際の第一声として予あらかじめ準備されていたような用よう意い周しゆう到とうさを感じさせる口調だった。

「メニューは一つしかないけど、居酒屋だよ……？」

　おずおずと、少女が俺の顔色を窺うかがう。

　とりあえず強気になった方がイニシアチブを取れる場面であると気付き、俺は何とか、正面切って少女を見詰め返すことが出来た。

　ただ者ではない、と思った。

　俺がそう感じる、ということは、ギャルだった、と言うことである。

　学校帰りだろうか、という疑問と、私服なのだろうか、という疑問を同時に呼び起こさせる格好をしている。

　一見、街中でよく見かける女子高生の制服姿に見える。

　しかし、シャツのボタンやローファーに取り付けられた金具は大ぶりの金細工であり、年代を感じさせる枯かれた輝かがやきを放っていて、それが、少女自体の放つ若々しさとは余りにもミスマッチだった。

　少女の背景とはどうあがいても符ふ合ごうしないはずの金色だが、何故か、少女が肩かた口ぐちまで垂らしている金髪とだけは、抜ばつ群ぐんの相あい性しようを主張していた。

　少女の髪が染せん髪ぱつされているものであることは、疑いようがない。

　その、人工の発色の限界点と、少女の身に纏まとうアンティークの歴史ある威い厳げんが、少女の身体を交差点にして、重なり合っている。

　ブラシにより彩いろどられた目もと、頬に盛られたチークによる美しくも不自然な血色は、少女が明らかにギャルであることを示していたが、これまで俺が出会ってきたどのギャルとも違う、ある種の統一感を備えているように見えた。
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　少女のメイクをどうしても、メイク落としで落としてやれる気がしない。

「いやぁ、優やさしそうな女性だ。それに……良い店だ」

　猫ねこ撫なで声ごえで、俺は少女に語りかける。

　俺にとってギャルは、常に得体の知れない連中であったが、目の前の少女は特別、どこかおかしいように見えると警けい戒かいしてのことである。

　状じよう況きようはいまだに、よく飲み込めていない。

　俺は死んだんじゃなかったのか。死んだんじゃないにしても、何なに故ゆえに無傷なのか。ここはどこなのか。このギャルは何故、この狭い部屋を無心に飾りつけているのか、加えて、まるでそれを俺のためにしたことであるように言うのか。居酒屋ってなんだ。

　しかし、少女がギャルで、俺が俺である以上、解決方法は非常にイージーである。

　飲み込めないのなら、吐き出せばいいのだ。

「まず断っておきますが……俺は、民間人です。ギャルスレイヤーなるものでは、断じてありません。ですから、俺には直接関係の無い話なのですが……理由なく無む性しように気になってしまったので、お伺いします。……ただ今の貴女あなたの発言は、『この店はギャルスレイヤー一頭買い専門店。これからお前が唯ゆい一いつのメニューになるんだよ』という意味では、ありませんよね？」

　ギャルとは言え、この少女が、俺を自じ爆ばくさせたギャルの一味であるという可能性は低いだろう。反応を見ていれば自おのずと読み取れたことだが、まず一応の確かく認にんを、と言うやつである。

「ぎゃ、ぎゃる、すれいやー…………？」

　俺に店の内装を褒ほめられた際には得意げに胸を張っていた少女が、急にしどろもどろになりはじめる。

「ぎゃるすれいやー……よ、よく、かき揚あげに入れたりするってやつ、だよね。……でもこのお店は、そういうのは、ちょっと……」

「かき揚げ!?」

　俺は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。

　少女の真意を、考察する。

　もしや、ギャルスレイヤーである俺の正体は一部のギャル共にとっくにバレていて、住所も特定されているとしたら。切った爪つめが、ゴミ袋ぶくろから回収されていたりするのだとしたら、どうだろうか。爪の垢あかを煎せんじて飲むという言い回しには、以前から上級者の香かおりを感じていたが、その上をいく勤勉さを持つギャルなど、この世に存在するのだろうか。

　俺が黙だまり込んだのは落ちつき故ゆえだと判断されたらしく、少女は遠えん慮りよなく、言葉を続けてくる。

「でも、よかったぁ。ちゃんと目を覚ましてくれて。えへへ、さすが妾わらわ。ギャルの中のギャル。妾わらわの女らしさあってこその、召喚成功。妾わらわは、やっぱり女子力に愛されてるんだね！」

　一いち人にん称しようが、何と妾わらわであった。きょうび我わが輩はいと同じ位聞かない言葉に、思わず目を向いてしまう。

「お祝いしよーよ！　この出会いと、妾わらわの人生で一番うれしい瞬しゆん間かんのために。人数は二人。しかもたった一つしかない、座り心地の悪い椅子をテーブルにしちゃったから、主しゆ賓ひんがどっちも座れないパーティーだけど」

　二人の間に、二人掛がけの背もたれの無い、安っぽい椅子が置かれていることに気が付いた。

　その上を、大き目の銀の皿が占せん領りようしている。皿の上には銀の蓋が被かぶせられており、『唯一のメニュー』とやらの正体は、隠かくされた状態である。

　皿の両横に、ラベルの貼はられていない瓶びんボトルとグラスが二脚きやく、用意されている。グラスの種類とボトル内の気き泡ほうからして、シャンパンであると推測される。

「未成年飲酒……？」

「ん？」

「いえ、何も言っていません」

　すんでの所で、自制する。

　危うく、うっかりギャルスレイヤーのコスチュームを衝しよう動どう的てきに、身に纏ってしまう所だった。

　それにしても先程は、このギャルはこれまで出会ってきたギャルとはどこか違うのではないかと身構えたが、所しよ詮せんはやはり、ギャルであった。我が慢まんの効かない、肝かん臓ぞうの発達を待ち切れない奴やつらの一員なのである。

　こんな人間と、後一秒も一いつ緒しよにいてはいけないと、本能が鳴る。

「生あい憎にくですが、チャージを払はらう金も無いので、俺はこれで。ギャルスレイヤー以外へのご健勝をお祈いのりします。それでは」

「ちょ、ちょっと！　ちょっと待ってよ！」

　小部屋の両サイドには、ビニール製の幕で仕切られた出入り口が一つずつあった。

　向かって右から出ていこうとした俺の左手を、後ろから少女が掴つかんだ。

「意味分かんない！　妾わらわの呼び出しに応こたえて、来てくれたんでしょ？　なのに帰っちゃうなんて、酷いよっ！」

「呼び出し？」

「これ見て、来てくれたんじゃないの？」

　何一つ明らかになりそうもない、少女と自分に纏まつわるこのシチュエーションの原因を解明することを、俺は半ば諦あきらめていたのだった。

　この時までは。

　少女が取りだしたスマートフォンの画面を覗のぞきこんだ瞬間、俺の背筋に、電流が走った。

『明日原宿で合コンなんだけど、男の子サイドがどうしても一人足りないらしいの。急なんだけど、来れないかなぁ？』

　少女は、悲しげに肩を落とす。

「いつでも、どんな場所からでも男の子を呼び出せる、女神の言ってた伝説の呪じゆ文もん。でもやっぱり、居酒屋が急ごしらえだから、盛り下がっちゃったのかな……。ご、ごめんね？　でも妾わらわも、男の子にテンション上げて欲しくて、色々、本当に、頑がん張ばったんだよ……？」

　呪文に、女神。非現実的言葉の羅ら列れつに意識を裂いている暇ひまなど無かった。

　少女のスマートフォンに表示された文面だけが、価値あるリアルだった。

　そこにあったのは他ならぬ、俺を、ギャルスレイヤーを、原宿へとおびき寄せた、合コンのお誘いメールだったのである。

　目の前の少女が、ギャルスレイヤーを自爆させた連中の首しゆ魁かいだという、何よりの証しよう拠こだった。

　この期ごに及んで挑ちよう発はつか、俺がギャルスレイヤーであることを知らないふりしたのも、俺に精神的打だ撃げきを与あたえる為ためだったのか。

　狭い場所は不利だと、ビニールの暖簾のれんをくぐって外に飛び出そうとした俺を縫いとめたのは、少女の視線だった。

　瞳ひとみに涙なみだを湛たたえているのを見て、俺の足は動かなくなってしまうのだった。

「それにもう、親友の誓ちかいだって、済ませちゃったもん！　寝ねてる間に、悪いとは思ったけど、わ、妾わらわだって、初めてだったし、それも相手が男の子になるだなんて思ってなかったからすごく緊きん張ちようしたし、その、あのね……」

　少女が、自身の右頬を恥はずかしそうに撫なでた。

　すると、チークの赤みしかなかったはずの頬に、一枚のプリクラが浮うかび上がって来るのだった。

　満面の笑えみを浮かべる少女と、その隣で椅子に腰こしかけて、燃もえ尽つきたプロボクサーのようにうなだれたまま肩を抱だかれている、俺。ハートマークに、「ズッ友だょ」の文字。

「もう観念して妾わらわと、愛し愛され生きていこーよ！」

　俺はとっくに、何かしらに巻き込まれてしまっているのだと、ようやく理解する。

「お前は……誰だ。目的は、何なんだ」

「サヴァンギャルドの姫ひめ、ミサ・ファインハーヴ」

　少女は、笑う。

「まず何よりあんたには、この世界の女神をぶっ殺してほしいの」










　この世界、とミサは言った。

　まさかここは、俺のいた国ですらないのかという問いが頭をよぎるも、質問する意欲は湧わかなかった。

　というのも、それ以上のこちらの意気を削そぐ要素が、ミサの口にした言葉に含ふくまれていたからだった。

　ぶっ殺してほしい。

　ミサの言葉は、わざわざとりあうにもチープだった。

　にもかかわらず、不快感を抑えられない。

　ミサとは初対面である。しかし、彼かの女じよの言葉の与える印象は、俺の良く知っていた人物の放つそれと酷こく似じしていた。自分勝手な都合を迎げい合ごうしてくれる空気のみを、重んじる習性。

　俺は思わず、顔をしかめる。

　脳のう裏りに、小学五年生の誕生日、苦い思い出が過ったからだった。

「マジで、最悪の女なの！」

　椅子に手をつき、こちらに身を乗り出すミサは無む邪じや気きで、どこか鳴き声をあげているかのようでもあった。

「妾わらわに万が一のことがあれば国が滅ほろぶからって、お城から一歩も出してくれないんだよ？」

　ミサは今、人と会話しているのではないのだろう。

　人に話をしているだけで。

　さらに言えば、内容の理解さえ、求めていないのかもしれない。

　話の断片をかき集めるに、どうやら死んだと思われていた俺は、少なくとも日本では無い場所で目を覚ましたらしい。

　少女の言を真に受けるならば、『妾わらわが呼んだ』。

　にもかかわらず、依い頼らい相談風の形式をとっていてなお、相そう互ごの文化差による理解の齟そ齬ごに配はい慮りよする気配を、一向に見せないのである。

「妾わらわの呼びだした男の子だもん。妾わらわのこと、助けてくれるよね」

　俺が命令を拒こばむなどと、ミサは夢にも思っていない。

　かといって、高圧的、というのでもない。命令を出すことすら必要としていない暮らしをしている人間の言い草だった。

「正直に言うが……俺には今、何がどうなっているのか見当がつかないし、お前が誰なのかもさっぱり分からない」

　ミサは、俺が彼女のお願いに素す直なおに頷うなずかなかったことが、不快なようだった。

　やはり、共感をまず求めるタイプのようである。きっとミサは、俺が快く彼女の言葉に同意した後に、事情説明と称しようして、同じ話を二度する心算つもりだったに違いない。

「今、俺にとって確かなのは、お前の態度と、口にすることだけだ。だから、お前の言うことには従えない。話を聞く限り、その女神様とやらも、そこまでお前にとって悪い人間ではないように思える……何が、殺してほしいだ」

　今、自分がただならぬ状況に置かれている事は理解している。

　しかし、ミサの態度を気に喰くわないと思う気持ちが、話の通じる相手にとりあえず縋すがりつこうという短たん絡らくさや、大人しく話だけでも聞いてみようという気持ちを、俺から取り去ってしまっていたのだ。

　途端に、二人の間にある他人行ぎよう儀ぎに近い空気が、消え去った気がした。

　ミサが苦笑いと共に、悪びれた様子も無く言う。

「本気に、受け取りすぎだよ……妾わらわだって、本気で殺してって、言ってるんじゃないからね？　一発シメて欲しいくらいの、意味だったんだけど」

　カースト上位の人間が、下位の人間をあしらう際の口調だった。

　ここ数カ月、俺の身の周りで起こった異常現象……渋しぶ谷や、原宿消失に、死亡、からの復活劇、ミサの後ろに見みえ隠れする巨きよ大だいな世界の背景。

　しかし、肝心なミサは最も早はや、俺の中で謎なぞの少女ではなく、クラスで席を並べる少女にまで、スケールダウンしている。

　にわかに、ドラマティックな展開は失うせ、隣の席同士で完結する、ミニマムな学園アニメでも始まった気分にさせられる。

「理り屈くつは意味不明だが……さっき、俺を、友達だと言ったな。これまでそんなことを俺に言う人間がいなかったせいで気付かなかったが……俺はどうやら、言こと葉ば遣づかいが汚きたない人間を、友達にしたくないようだ」

　神のプリクラに登り、叫さけんでいた時とは違う。

　台本などない、俺の素の喋しやべりは、久しぶりのことにも拘わらず、口からするすると引きだされていく。

　ミサは俺の言葉に、強いショックを受けたようだった。

「……普ふ通つうの女の子らしく、過ごしたかっただけだもん」

　泣きそうなことを隠すために、拗すねて見せている様子だった。

　ギャルの癖に、妙みようにひたむきに見えるしなを作りやがってと憤いきどおりかけるが、口に出すことは出来なかった。

「妾わらわ、女子力タンクじゃないもん……ギャルだもん。お城にある燭しよく台だいの数を数えたり、お堀ほりで泳いでばかりして、生きてはいられないんだもん……」

　クラスメイトの幻げん影えいは去り、姫が戻ってきた。

　俺は迂う闊かつにも、申し訳ない気持ちになってしまった。

　ミサに言った。

「城から出たいだけなら、手伝ってやらんでもない」

「本当？」

「ただし条件がある」

「何？」

　二言三言で、ミサは俺にあっけなく、信しん頼らいを持ち直してしまったようだった。

　その気持ちを、裏切らないように。

「ギャルを、やめろ」

　努めてなんでも無いことのように、俺は言った。

　しかし俺の気き遣づかいは無む駄だになった。ミサは、先程スマートフォンの画面を見せつけられたばかりの俺と、同じリアクションをしていた。

「そんなチャラついた格好をしているから、心と言葉遣いが乱れる。お前がギャルさえやめたなら……写真に撮とった通りの仲になれる」

　心臓の高鳴りを感じる。

　ミサは俺から後ずさり、壁にぶつかってしまう。

　俺は椅子に片手をつき、身を翻ひるがえし飛とび越こえると、ミサの元へ迫せまった。

「何それ、意味分かんない」

　役職が人間を作る。ならば、高い立場にいる人間は足場同様、本当は揺ゆれやすいものなのではないか。

　そういう理屈から見れば、ミサが本当に姫だということだけは、今の内に真に受けておいた方が良いのかも知れなかった。

　ミサの声は震ふるえていた。

「……ファッションは個性。自分に勇気や、自信を与えたりするために、絶対必要なものだよ」

　間近の俺から、目を逸そらさず、自分の意見を突つきつけようとする。

「チェックシャツに踵かかと側の裾すそが破れたジーンズ……パジャマに無駄毛の生えたような格好してるから、そんな考え方しかできなくなるんだよ！」

「お前の言う通り」

　何一つ、俺は焦あせらない。

　身体の表面が熱を持つ。変身の予兆を感じ取った俺は、ミサのもたれる壁、ミサの顔のすぐ横に、勢いよく手の平を付きだし、彼女の動きを制限する。

「そして俺は、こう答えるしかない。『よく分かってるじゃないか』―――」

　体の表面に、目には見えない程ほどの細かい活火山が隆りゆう起きするような、感覚。

　一いつ斉せいに、噴ふん火かする。

　黒の溶よう岩がんは俺おれの身体を覆い尽くし、一いつ瞬しゆんだけ、黒いゴム製マネキンのような姿を取らせた後、慣れた姿に変化する。

　スレイヤー・スーツ。

　ギャルスレイヤーは、異能力バトルアクションの主人公では無い。

　なぜなら、異能を使って戦わないから。

　しかし、戦いには用いないにしても、その変身の過程にだけは、俺の持つ唯一の異能が用いられている。

　俺がギャルに対し強い感情を持つと、身体の内側から何処どこからともなくコスチュームが湧き出でてくる、という能力である。

　原因は不明だが、三年前、丸まる子こが家出したのと同時期に発現した。

　コスチューム自体は、ちょっと隠しポケットが多いくらいで、パワードスーツであるとか、そういった特典はなく、只ただの衣服。

　常人なら、何の役に立つのか、と言ったところだろうが、俺がギャルスレイヤーを名乗るきっかけを与えてくれたのは、まぎれも無いこの能力なのである。

　着ると、不思議と羞しゆう恥ちが消え、何でも出来そうな気になるのだ。

　気持ちの問題であることは間ま違ちがいないだろうが。

　しかし裏を返せば、俺はそういった『気持ちの問題』と、誰よりも付き合いのある人間だ、と言うことである。

　そして今、議論のテーマとなっているのは、他ならぬそんな『気持ちの問題』についてなのだ。

「服装で人格が変わるというのがどういうことか、俺以上に自覚している人間もいないだろう。己おのれの表現したい内面に従って、服を選んだとしても……世間の抱く印象は、その服装のジャンルに与えられるステレオタイプの感想止まり。一部のファッションオタクどもから絶賛されたところで、個性を最後に侵しん食しよくするのは、マジョリティからの評価だ」

　喉のどが自然に開き、マスクを被かぶっているにも拘わらず、声はより鋭するどく、低く響ひびく。

　様変わりした俺を、ミサは唖あ然ぜんと見詰めている。

　俺が今述べたのは無論、ギャルの敵として生きたかったにも拘わらず、結局ギャル達たちからおちょくられるしかなかった、ギャルスレイヤーとしての体験を元にした人生観である。

　このコスチュームを纏まとってしか自分を出せないにも拘わらず、このコスチュームを着たままでは、最早ギャル達からはもてはやされ続けるしかないという、悲劇。

「俺の名は、ギャルスレイヤー」

　俺は、ギャルに敵対する者としてのイメージをこのコスチュームに植え付けることに、渋谷と原宿では失敗し続けた。

　だが、ミサはギャルスレイヤーのことを、本当に全く知らないようなのだ。

　だから俺は、ギャルスレイヤーは。

　今、初めて名乗りを上げられたと、深く感動したのだった。

「安心して任せろ。俺はプロだ。天てん井じようの染しみを数えている間に、お前を黒くろ髪かみロングメガネ委員長属性に改造してやる」

　ミサは俺のマスクを見詰めていた。

　ミサが全身を恐きよう怖ふに震わせているのだとしても、ギャルスレイヤーとして容よう赦しやしてはならない……自分にそう、言い聞かせる。

　俺はミサの、金髪に手を触ふれようとする。ミサの胸むな元もとのボタン、枯れた金色と目があった気がする。

　そしてとうとう俺は、認めたくないことを、認めなくてはならなくなる。

「ギャルの、敵なの……？」

　ミサがはっきりと、質問する。

　俺の気き迫はくに慄おののいているが故の問いでは無かった。俺自身の口にした俺の正体に戸と惑まどい、疑問を差し込んでいるのだ。

　震えているのは、ギャルスレイヤーの方だった。

　俺は何としても、ミサの口からさらに続く言葉を聞きたくなかった。少しでも身体を遠ざけようと、後ずさりする。

　椅子に衝しよう突とつする。

　銀の皿が落下し、シャンパンのボトルとグラスが、音を立てて割れる。

　キャッチすることも不可能ではないはずだったのに、俺は棒立ちしていることしか出来なかった。

　蓋ふたが外れ、潰つぶれたホールケーキが姿を現す。生クリームが、白く固い床へと広がる。

　点火されていない、太いローソクが一本、突き刺ささっていた。

　割れてしまったチョコプレートに書かれている文字は、日本語でも英語でも無かったが、なんとなく、「ハッピーバースデー」と書かれている気がした。

　自分の心に、申し訳ないという気持ちの入りこむ余地が残されていることが、信じられなかった。コスチュームの気密性は、思ったよりアテにならないようである。

「先さき程ほどの、言葉遣い云うん々ぬんの話だが……」

　俺はミサに言う。謝罪の代だい償しように。

　もしくは、己の内心により表出した肉体の動どう揺よう、ミサに認められた一部始終を、誤魔化して消すように。

「実は俺自身にも、身につまされる話ではあったのだ。お前にはもう二度と会いたくはないが……これからはお互たがい、乱暴な態度はどんな場合にもよそうと、約束しないか？　お互い、紳しん士し淑しゆく女じよ協定に違い反はんしそうになったら、約束した相手がどう思うだろうかと、自制をかけるんだ。俺のことをまだ……少しでも友達だと思ってくれるなら、だが。……良く知らないが友達とは、そういう関係なのだろう？」

　特例中の特例だ。

　自分にそう言い聞かせる。

　ミサが、安堵のはにかみを見せ、小指を差しだしてきた。

　銀の皿は台無しにしてしまったものの、毒を食くらわば皿までである。

　俺は小指を差し出す。

　と、その時、俺は差し出された爪に、マニキュアが塗ぬられていることに気が付いた。ギャルがマニキュアを塗っていることだけに関してなら、普通のことである。しかし、ミサの爪は、差し出された小指の先せん端たんにしか、塗られていなかったのだ。しかも、塗り方かたも何とも荒あらく、赤と黒をベースにしているのだが、いっそ血豆の一種であるかのように潰れた色どりなのである。まるで、練習中の失敗作。

　小指の先端が、僅わずかに触れ合あう。

　しかし、絡からみ合うことはなかった。

　部屋の外からいきなり、強い光が差し込んで来たのだ。

　二人して、驚いて外に飛び出てみる。

　注目すべき対象が二つあった。

　まず、ミサの用意した居酒屋の正体。俺とミサが今まで言い争あらそっていた白い部屋はなんと、神のプリクラだったのである。

　筺きよう体たいの外観は、俺が己に花火を炸さく裂れつさせる前に見ていた外観と何も変わらない。だが、プリクラの外の様子はまるで違ちがい、見み渡わたす限りの大草原ではなくなっていた。

　ミサが、城から出してもらえない、と言っていた。だとすればここは城内とやらの一角なのだろう。

　天井から差し込む光を反射しているのは、石壁だった。

　そして、光の発生原である天井の中心に、一人の女がいた。

「サヴァンギャルド初の、男の子……」

　スレイヤー・スーツに感謝である。マスクのお陰かげでそれほど目が眩くらまない。

　光の中の女は、背中から純白の羽を生やし、逆光の中にあってなお一段と黒いイブニングドレスを着た、お団子ヘアーであった。

　その姿に、俺は見覚えがあった。

「もうマヂ無理。ゥチがビッグバン起こして世界作ってから、こんな困ったコト、いままでないよ。王族のお姫さまがサヴァンギャルドに、男を呼びだしちゃうなんて……」
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　人をイラつかせる、独特の発音。

「なんで、こんなことするのぉ……ブラックホールまで行って投げ戻して来るのゎ、ゥチの仕事になるんだよ……？」

　段々と、俺とミサの元に降りてくるにつれ、光が弱まっていく。

　お陰ではっきりした。

「てめええええぶっ殺してやらああああああああああああ！」

　俺は叫んでいた。

　間違いなく。

　三年前に家出した我わが姉、奈な々な倉くら丸まる子こその人であった。







第四章　ギャルサーの神に向かって撃うて







　羽が生えていようが、光と共に空から降りてこようが、そんな情報は枝葉末節。

　大事なのは、一生逃にがしたと思っていたはずの憎にくき敵が目の前に現れた、そのことのみである。

　気が付けば勝手に、身体が動いていた。

　丸まる子この元に掴みかかろうとした俺の腰に、しがみついて止める者がいた。

　ミサだった。

「なんでっ、どうしたの！　紳士淑女協定はっ!?」

「指切りが済むまで登場を待てなかった、あの女が悪い！　クソッタレ、なんで羽なんて生やしてやがんだ！」

「あんた、女神の知りあいなの？」

　ミサの質問を無視し、引きずり、丸子にメンチを切りながら向かって行く。

　丸子は、俺がどう飛びあがっても足を掴まれないだろうという位置にまで退たい避ひして、首を傾かしげる。

「だぁれ……？」

「ギャルに正体を明かせるか！　お前の弟だ！」

「どっちなの!?　自分で教えちゃってるよ！　…………え、弟？」

　ミサが俺の腰から手を離はなし、何やら考え込み始める。

　好機とばかりに、俺は威い勢せいよく天井付近の丸子を指差し、声を張った。

「ここで会ったが三年目！　積年の恨うらみ、一いつ括かつ払ばらいで償つぐなって貰もらうぞ！」

　丸子は、俺の顔をまじまじと見み詰つめながら、こっくりこっくりと、小刻みに首を揺らしている。

　煽あおっているようでもあり、俺の登場のインパクトに耐たえきれず、首が取れかかっているかのようでもあった。

　いつまでも言葉を発する気配のない丸子に代わり、場を纏め始めたのは、ミサであった。

「ねえ……多分、勘かん違ちがいだと思うよ」

「否いや、見た目から言って間違いない。その上、あの喋り方。保険証と公共料金の払はらい込こみ書しよを同時に見せられたようなものだ」

「今、三年目って言ったよね？　でも、あの女め神がみは千年前にこの世界にやってきて、サヴァンギャルドを包みこむ宇宙を作り出したんだよ？」

「何？」

　丸子を見詰める。

　ミサの言うことを鵜う呑のみにするとして。確かに、丸子が家出したのは三年前だ。今、天井付近を飛んでいる女が本当に女神であり、この世界に来たのが千年前だと言うのなら、時期が合わないどころの話では無い。

　それにこの女は、三年前に家出した時の丸子と瓜うり二ふたつなのだということに気付く。

　どんな事情があれ、少なくとも三歳さい分の歳は取ってくれてなければ、説明がつかないと言うのに。

「お前は、奈な々な倉くら丸子ではないのか」

「ナ、ナ……クラ……？」

　ＳＦロボットが、友達という言葉を覚えるときの発音であった。

　やはりミサの言う通り、この女はただの姉もどきだったのだろうか、と、俺は冷静になりつつあった。

　考えれば考えるほど、姉に翼つばさが生えて女神だなどと呼ばれている状況に、合理的な説明が付けられなくなる。

　女は言った。

「チガゥ……ゥチゎ女神……ガブリエル・マルコ」

「羽もぎ取ったろうかワレェ!!」

　俺の爆ばく走そう、ミサのロデオが再開する。

「絶対姉貴だろてめえ！　観念しろ！」

「愛と流行、メイク落としを司つかさどる、サヴァンギャルドの唯一神……」

「今日の唯一のメニューはてめえだ！　手て羽ば煮ににしたらぁ！　カリスマギャル一頭買いじゃあああ！」

　石いし壁かべの室内を飛び回る姉の下、ミサを引きずったまま、付つかず離れず追いまわした。

　俺は、合理的な説明云々について考えていた自分を馬ば鹿からしく思った。

　ファッションに合わせて身長を七センチ縮める姉である。イグアナの姿で現れたって、私は丸子ですと自じ己こ紹しよう介かいしかねない。

　あくまでしらばっくれ続ける丸子に業ごうを煮やした俺は、ある名案を思いつく。

「ごめん、降りてきてよ、姉さ」

「お姉ちゃんのコトゎ、姉さんじゃなくて、姉貴でしょ？」

　ガブリエル・マルコが、手て拍びよう子しで返した後。

　己の過失に女神が気付くまで、数秒の胡う散さん臭くさい沈ちん黙もくが必要だった。

　しかし、俺の視線から現実逃とう避ひし、唇くちびるを引き結び、しぶとく逃げの一手を思案し続けていた女が観念したのは、突とつ然ぜんだった。

　これまでの格かく闘とうが嘘うそのように、俺のすぐ傍そばにまで降りてきた。

「バレてしまってゎ、仕方ない……ゥチゎたしかに、三年前に家出した、ルイ君のお姉ちゃんだよ……」

　近くで見れば見るほど、奈々倉丸子だった。

　それに、この態度。そうだ、俺の知る姉はこう言うやつだった。

　常時全開の人間は、一々開き直ったりなどと言うことはしないのである。

　丸子は、挙きよ動どう不ふ審しんだった。まず一度、俺にまで半歩の距きよ離りに近づいて両手を広げ、抱きしめようとするようなしぐさを見せた。しかし、何もせず後ずさると、じっとこちらを見つめている。

「…………よもや、感動の再会になると思ってはいまいな」

　姉の行動は、この際無視。

　再会したなら思い知らせてやろうと、修練に修練を重ねた三年間である。

　闘気が体中に満ちて、スレイヤー・スーツのフィルターをすり抜け、立ち昇のぼっているのを感じる、気力十分、どこからでもかかってこい、だ。

　丸子も、俺の態度に感化されたか、顔を紅潮させ、緊張した面おも持もちをとった。

　良いだろう、正直、まだこの世界とやらが何なのか、そこの女神がどれほどのものか、なぜ姉がそこで女神をやっているのか等、積もる話もあるものの、それはそう遠くない、どちらかの今いま際わの際きわにでも話し合えばいいことだ。

　丸子の手が動く。

　先に何かしかけられるかと思ったが、丸子の取ったのは、防ぼう御ぎよであった。

　胸元を、両りよう腕うでで庇かばっているように見える。

　想像外のやり方で、卑ひ劣れつ漢に仕立て上げられようとしていることに気付いたのは、しばし時間のたった後だった。

「ほら。男ゎ皆みな、けだもの。……ミサ。自分がどれだけの間違いを犯おかしたか、わかった？」

「待て待て待て！　誤解だ！　ふざけんな！　どこをどうとっても、性欲に思われる気なんか出してねーよ！」

「さっき手て篭ごめにするって、言った」

「言ってねえ！　手羽煮にするっつったんだよ！」

「もういいよ。悪い子に育っちゃって、お姉ちゃんゎ悲しい」

　丸子は、それだけ言いきると、何とそっぽを向いてしまった。

　まさか、こんなんで復ふく讐しゆうが流れてしまうのかと、愕がく然ぜんと膝ひざをつく。

「二人は、本当に姉妹……ううん、姉弟きようだい、ってやつなんだね……」

　ミサが、言った。『きょうだい』という言葉に物もの珍めずらしさを感じているかのような言い草だった。

「うん。ゥチもね、ミサが男の子の召しよう喚かんに成功したって気付いた時、有り得無いって思ったけど……こういう理由だったんだね。ミサの持つ、サヴァンギャルド王族歴代一位の女子力。この世界を作った女神であるゥチと、同じ遺伝子を持つ弟。二つ揃そろっての、奇き跡せき……」

　ミサと丸子は、俺に分からない理論でもって、勝手に納なつ得とくを深めている。

「もういい。俺をブラックホールに投げ込みたいなら、さっさとそうしろ」

　俺の中に、いじけ心が芽生えていた。ギャルスレイヤーに変身しているにしては、我ながら女め々めしい心境である。

　丸子が、気の違った人を見る目で、俺を見詰めている。

　俺は、丸子に質問する。

「？　ブラックホールから、地球に送り返せるんだろう？　さっきはそんなことを」

「ううん。ブラックホールゎブラックホールだよ。ぐちゃっと、なるだけ」

　俺はどうやら盛大に誤解していたらしい。丸子はあの時、ただただ男を、跡あと形かたもなく確実に葬ほうむりさりたいが為に、あんなことを口にしていたのだ。おかげで、世界一奇き特とくな自殺志願者みたいになってしまった。

「ああ、そういえばさっきのゎ、ゥチと闘たたかいたがってたんだね」

「なぜこのタイミングで理解する！　……まあいい。だが俺を容易たやすく捻ひねれると思ったら大おお間ま違ちがいだぞ……小学生のころの俺とは違う！　俺の百八のユニークスキルが火を噴ふくぞ！」

　俺は拳こぶしを構える。

　丸子が、言葉の上であれファイティングポーズらしきものを取ってくれたことで、いじけていた心に、もう一度火が付いた。

「お前がいなかったせいで……俺が、どれだけ……」

　拳の向こうに、一瞬、丸子の顔が隠かくれる。

「ダメ！」

　間に、ミサが割って入る。

「こんなのダメだよ！　妾わらわ許さない！　折せつ角かく世界を超こえて、再会したのに、憎み合うなんて……！」

　神のプリクラの中で、愛し愛され生きていこうよと、ミサは言っていた。

　ならば今のこの剣けん幕まくは、あの時の笑え顔がおの、そのまま反転なのだろうなと思った。

　部外者が、と切り捨てたかったが、言葉は喉で詰つまる。

　この場で言葉を発する権利を持つ者以外を、ミサの瞳の強さが律している。

　俺の舌先の神経が、どうやったらその権利を掴つかめるのかを、どうしても見つけられないでいるうちに。

「分かったよ」

　姉は難なく、呟つぶやいた。

「家出して、千年間戻もどらなかったゥチが、悪かった」

　敗北宣言が聞きたいわけじゃないと、怒ど鳴なりつけてやろうと思った。

　しかし、何故なぜか、言えなかった。

　丸子の言葉を聞いて。

　ミサの瞳の権能に支配されていてよかったと、安心してしまっている自分がいた。

「これゎ、ゥチの問題。地球の忘れ形見に、千年越ごしに向き合う日が来たんだね」

　天井を見詰め、丸子は言った。

「ちょうど、時間」

　勇ましく羽を広げる。

　中空に飛びあがり、翼を使って二段ジャンプを決め、俺を飛び越し、背後に回り込んだ。

　嫌いやに慣れた手て際ぎわに、俺の目をもってしても、丸子の姿が一瞬、見えなくなるほどだった。気付いた時にはもう、背中から羽は交がい締じめにされていた。

　生せい殺さつ与よ奪だつの権利を握にぎられたと気付いた時にはもう、暴れる間も無く、周囲の景色が、一瞬で様変わりしていた。

　空の中であった。

　夜間飛行だ。黒のドレスを纏まとった丸子に抱きかかえられた黒衣のギャルスレイヤー。

　唐とう突とつに、爆ばく撃げき機きのミサイルにでもされたかのようで、悲鳴を堪こらえることに必死だった。

　いつ、丸子の一存で遥はるか眼がん下かに落とされるか分かったものではない緊張感の中、平静を装よそおい、質問する。

「どうやって、あの部屋から連れだした。どこに行くつもりだ。俺をどうするつもりだ」

「弟の、心の隙すき間まを、埋うめてあげる」

　弟から繰くり出される矢や継つぎ早ばやの質問に対し、丸子は悠ゆう々ゆうと、最後の質問にだけ答えてみせた。

「ごめんね」

　丸子は、小さく謝あやまった。

「忘れたコトなんてなかった。本当だよ。この世界と地球のある次元ゎ、今、宇宙どうしが最接近してる時期。ゥチも時々、チャンスがあったら、宇宙の端はしまで飛んで、地球のコト観察してた。ルイ君のことも、時々、見てたんだよ」

　首下を、指でなぞられる感かん触しよくがした。ギャルスレイヤーのコスチュームには、継つぎ目めなどありはしない。しかし、丸子に触れられた端から、切りとり線が入ったかのような錯さつ覚かくを受ける。

「このコスチューム、ずっと着てくれてるんだね」

「？　何を……」

　言葉の意味を咀そ嚼しやくする。

　その過程で、俺が人生において目もく撃げきした異能に関する疑問が、一本の線に繋つながる。

　そもそも、ギャルスレイヤーのコスチュームは、何処から来たのか。

　一瞬で、人の姿を変えてしまう黒衣。ファッションのためなら、身長を縮め、筋肉の厚みさえ変化させる、丸子。異世界。俺の、召喚。ミサの見せた、頬ほおに浮うかぶ謎のプリクラ。この世界に蔓まん延えんしているであろうことが予想される、魔ま法ほうじみた力。

　まさか。

「ゥチからのプレゼント、気に入ってくれたみたいだね」

「スレイヤー・スーツは、お前が俺に与あたえたものだったと言うのか!?」

　もはや、衝しよう撃げきと呼べるレベルでは収まらない。

　じゃあ何か？　これまで俺は、ギャルからの、それも憎き姉からのほどこしを身に纏い、闘っていたと言うのか。

「本当ゎ、女神の特権、万ばん能のうの女子力を、プレゼントしたはずなんだけど……そんな衣装にしか活いかしてくれなかったなんて、実ゎちょっと、ショック。神様のルールを破って、せっかく地球に届けたのに。仕送りをギャンブルに溶とかされた、ママの気分だよ」

「じょ、女子力だと？」

　聞きなれた言葉だ。ただし同じ言葉でも、丸子の口にした単語からは、明らかに違った意味合いを感じる。

「大だい丈じよう夫ぶ。今日のルイ君を見て、ゥチ、わかった。お姉ちゃんが地球にいる間にギャルの魅み力りよくを伝えてあげられなかったせいで、これっぽちのコトにしか、女子力を使えなかったんだ。つまり、ギャルの良さを教えてあげれば、ミサの言う通りに、お姉ちゃんとも仲良く出来る。女子力も扱あつかえるようになる。一石二鳥。まさに、今のゥチ達のように」

　俺おれ達たちはこの後、投石を受けるのか。

　突っ込みが心をよぎった、その時だった。

　重力から、自由になった。

　丸子が、手を離したのだ。

　夜空全体を雨雲とするなら、まさに今ギャルスレイヤーは、一いつ滴てきの黒い雨あま粒つぶであった。

　落下していく。眼下に、暗い大地が見える。

　闇やみから落とされ、闇に叩たたきつけられようとしている。

　流石さすがにこの高度からでは何の対策もとることはできない。焦りかけるが、二度目の死には、至らなかった。

　地面に衝突する寸前、紐ひもが、俺の身体を捉とらえた。

　ペンダントなどを通す、革かわ製せいの細いスエード紐に似ていた。

　そのまま、バンジージャンプの勢いで地面から引ひき剥はがされ、再び中空に。

　きりもみになるなか、視界の端はし々ばしで、丸子が高速に飛びまわっていることが確かく認にんできた。

　不意に、俺の身体の動きが停止する。

　自分の状じよう況きようを客観的に認にん識しきする。

　地面との距離から計って、三階建て程度の高さに、俺は吊つるされていた。

　背後には煙えん突とつがあり、その頂上に、スエード紐は括くくりつけられ、ぶら下がった俺の体重を支えている。

　ギャルスレイヤーは今、ペンダントトップスとなり、巨大な煙突の飾かざり付けに使われている状態だった。

　もがくが、一向に抜ぬけ出せる気配はない。

「それでゎ、夜の集会を、始めるよ」

　頭上から、丸子の声がする。煙突の頂上に、丸子が腰こし掛かけていた。

　一見すると、夜闇に向かって言葉を投げかけているように見えるが、そうでは無かった。

　眼下の、暗くら闇やみ。その中で、何かが蠢うごめいていた。

「今日ゎ皆に、大事なお知らせがあるよ」

　人ひと影かげであることだけは、浮かぶ輪りん郭かくから読み取れたが、尋じん常じような数では無い。

　丸子は、『夜の集会』と言っていた。『そろそろ時間だ』とも。

　つまり今、丸子がこの場所で定期的に開かい催さいしているイベントに、俺はゲストとして強制的に招かれた、と言うことだろうか。

　丸子が、思い出したようなタイミングで人権を無視する姉であることは、よく知っている。

　かつて丸子が、雑誌のインタビューでこんな質問をされていたのを思い出す。『中学時代のエピソードを聞く限り、お辛つらいこともあったのではないかと思うのですが』。丸子は答えた。『生まれてくる所が、ちょっとずれちゃったかなとゎ、思ったよ』。ピントのずれた回答。

　丸子にとって、地球は、現実では無かったのかもしれなかった。

　だからか、他者の痛みや内面に、驚おどろくほど関心を持たないのだった。

　嫌が応にも周囲に影えい響きようを及およぼす人物であるにも拘わらず、いかなる影響を与えるか、影響を与えられた他者がどんなふうに変わってしまうかと言うことに、地球での丸子は終始、無関心だった。

　無論、それは弟である俺に対しても。

　そんな丸子が作り上げた世界が、俺の目の前、暗闇の中で波打っている。

　流石に空まで飛ばれては信じないわけにもいかず、俺は自分が今、丸子が作り出した世界にいるのだと言うことを、とっくに受け入れていた。

「女神ゎ一日目に半身浴をし、二日目に口紅を塗った。三日目にマニキュアを塗って、四日目に身体を拭ふいて、五日目に全身をコーディネート。六日目に、世界を作って、七日目ゎ休んだ。そして……」

　週六で休んでやがる。

　しかもさらっと、四日目までは全ぜん裸らで過ごしてやがる。

「八日目に、弟を呼んだ」

　心臓が、跳はねあがった。

　闇に潜ひそむ視線達が全すべて、自分に向けられたのが分かったからだ。

「ゥチゎ、素す敵てきな一週間にしたい……でも、そうゎ問屋がおろさない……可か哀わいそうな子なの。斜ななめ上うえのひねくれ方をしちゃったせいで、全身黒のコーディネートしか着れなくなっちゃった。皆の力で、ギャルを愛いとしく思う、ピュアな気持ちを、思い出させてあげて欲ほしい」

「こ、こら！　どういうつもりだ！」

　俺の傍まで舞まい降おりてきた丸子が、俺の首から、何やらプレートをぶら下げたのである。「ＦＲＥＥ ＨＵＧ」と、英語で記されていた。

「世界誕生のきっかけゎ、ゥチのプチ家出。ダムに小さな罅ひびが入ると、一気に大きな傷に広がって、山々を水びたしにするよね。ゥチのギャル愛に傷心が罅を入れて、他次元をビシャビシャにして生まれたのが、この世界。宇宙と宇宙どうしでゎ、時間の流れがチガゥ。地球時間における三年前に、まだ人間だったゥチが家出した瞬しゆん間かん、千年前のこの宇宙に、ビッグバンが起きたってコト」

　堅かた苦くるしい時間は終わりだとばかりに、丸子が指を鳴らす。すると夜空の果てから、ゆっくりと飛来する光があらわれた。

　接近にともない、周囲が明るさを増していく。

　初めは、月でも落ちてきたのかと思った。

　続いて、ＵＦＯの類たぐいでも呼んだかと身構えた。

　丸子の一挙手一投足ごとに、何が起こるかと想像力を巡めぐらせるのは、随ずい分ぶん久しぶりの経験だった。

　そうだ。そうして大体、俺の予想はいつも外れることになる。

　やってきたのは、巨きよ大だいなミラーボールだった。大きさから言って、某ぼうテレビ局きよくビルの中腹に収まっていそうなくらいのサイズである。

「ここゎ不老の乙女おとめの次元、サヴァンギャルド。住人ゎ全員……」

　ミラーボールの乱射する白銀のレーザービームが、暗闇をみじん切りにしていく。

「愛すべきギャル」

　俺の眼前に姿を現したのは、予想を遥かに上回る人数の、ギャル達であった。

　気力を一瞬で叩き折られてさえいなければ、「フェスか！」と突っ込みを入れていたであろう。

　野外ライブ会場を思わせる広さの、円形をした、石いし畳だたみの広場だった。

　俺と丸子が位置しているのは、その中央。

　煙突だと思っていたのは何と、丸子の姿を模した石像であり、ギャルスレイヤーは今、正しよう真しん正しよう銘めい、丸子スタチューを飾り立たてる首くび飾かざりの、ペンダントトップスになっているのである。

　耐えがたい屈くつ辱じよくだった。

　石像の丸子の表情は、やたらとむかつく泣き顔だった。少なくとも、女神にふさわしい、世界を憂うれいている顔では決してない。これは、あれだ。隣となりのクラスの地味な男子が死んだ時の、女子の顔だ。

「まずゎ、ゥチの弟にふさわしい、味のある男にしてあげる。一夜干しで、うまみを、凝ぎよう縮しゆくだよ」

　どうやら俺は丸子から、今夜唯ゆい一いつのメニューにされかけているらしい。

　俺と丸子を中心に、眼下には、ギャルの海が広がっている。

　異世界に来たと言う実感は余りなく、どちらかと言えば、性質の悪いテーマパークに放ほうり込まれたような、嫌いや味みな現実感。

　男は、一人だっていない。

　黒髪の女も、見渡す限り、一人も見当たらない。

　皆、金か茶系統に染せん髪ぱつしている。

　広場の石畳の質感、丸子像の完成度から見て、広場の外周を囲む街並みは中世ヨーロッパ風であることが期待されるが、この場にいる少女達の中に、天然のブロンドは見当たらなそうである。

　ここで、広場に詰めかけているのが、ギャルスレイヤーとして見慣れた「ＨＡＲＡＪＵＫＵ ＧＩＲＬ」達であったなら、俺おれは丸子に、「ここって本当に、異世界なのか」と詰め寄よっていた所だったろう。

　そう、この空気の中に存在する者の内、最も、地球外文化を鮮せん烈れつに身に纏っているのは、他ならぬ少女達なのだった。

　鎧よろいをまとった、騎き士し風の少女がいる。軽装に、二本の短たん剣けんを携たずさえた盗とう賊ぞく風の少女がいる。山やま高たか帽ぼうに、長い杖つえを手にした少女もいる。

　日本とは異なる生活様式を感じさせるファッションに身を包つつんだ少女達の姿が、この世界……サヴァンギャルドにおいては、日本社会での常識が通用しないのだと言うことを、雄ゆう弁べんに物語っている。

　一方で、だ。

　問題は、そのような格好をしている少女達たちを何故、この俺が一目でギャルであると感じたのか、と言うことである。

　例として、騎士風の少女の背せ負おう大たい剣けんに注目してみる。すると、大剣の腹に浮かぶ波は紋もんが、マリンルック・ボーダーだったりすることが分かる。盗賊風少女の腰こしに下がった、むき出だしの片かた刃はの短剣。その背には、ショートケーキの縁ふちを思わせる、ホイップされたクリームの装そう飾しよくが施ほどこされている。刃はを一いち枚まい刃ばとして削けずり出す際からの、意い匠しようなのだろう。山高帽の少女が手にする長杖に、節くれだった太い枝の名残なごりは、微み塵じんも無い。磨みがき上あげられた上で彩さい色しきされた、オレンジ色のボディをしており、先端部分に、フォント染みたブランドロゴが大きく入っている様は、さながらメガネのツルの様でもある。いかにも魔ま女じよらしき古典的な黒ローブと山高帽に、差し色として取り入れられていることは明白であった。

　そう、華か美びなのだ。

　この世界の水準における日常を送るにあたって、さしたる意味を持たぬだろう華美を、ここにいる全ての少女達が意識しているのである。

　流行だ。

　そう。彼かの女じよ達たちの間には、流行が漂ただよっている。流行と踊おどり、流行に踊らされている者達独特の空気が立ち込めている。

　それが俺の鼻先を刺し激げきし、少女達を一いつ瞬しゆんの内に、ギャルだと断じさせたのである。

「天上の染しみを数え終わるまでの間にゎ、ギャル大好きな、理想のゥチの弟だよ」

　俺ははっとして、真下を見み遣やる。

　ギャル達の内何名かが、俺を引きずり降ろそうと、画策している。

「その時にゎ、世界の半分くらい、あげてもいーかもね」

　遠くに、ミラーボールの輝かがやきをより一層強く反射する一点が見えた。

　巨大なハサミだった。ライブ会場に飛び込んだアーティストを頭上で運ぶ要領で、段々とこちらに近づいてきている。

　縛しばる紐からギャルスレイヤーを切り落とし、コスチュームを剥ぐための処しよ刑けい人であった。

　決して、丸子に命いのち乞ごいだけはしないようにしようと、心を固める。

　渋しぶ谷やと原宿が滅ほろんだ時には、ギャルスレイヤーの完全勝利に終わったと無む邪じや気きに喜んでいたものだが、こんな展開だって、予想していてしかるべきだったのだ。

　人気のヒーロー物にはすぐ、続編制作の声がかかるものである。

　これから始まるのは、言わば、「ギャルスレイヤー２」とも呼ぶべき物語だ。

　前作を上回る予算をかけて、俺も全力で当たらねばならないと固く誓ちかう。

　金属音。

　陶とう酔すいで自分を誤ご魔ま化かしている間に、いつの間にかハサミが頭上で開かれていることに、気付かなかった。

　まずは第一幕。

　一晩耐たい久きゆうフリーハグ祭りの火ひ蓋ぶたが、短く可愛かわいい悲鳴でもって、切られた。







第五章　スカート・エスコート・クライシス







　扉とびらを叩く音が聞こえる。

「出てきてよ！　妾わらわをお外に連れていくために、お外に出てきてよ！」

　紛まぎらわしい事この上ない言い回しでもって、ミサ・ファインハーヴが、朝からずっと喚わめき立てている。

　俺はというと、朝からベッドに横たわり続けている。

　丸まる子こ……否、女神マルコの手により、サメの海ならぬギャルの海に吊るされてから、二日が経過した朝だった。

　フリーハグ明けの朝。迎むかえに来たマルコは、石像の傍で微び動どうだにせず、全裸で体育座ずわりをしていた俺を発見した。

「ゥチゎ女神……世界を見守ることしか許されない。ちょっとやり過ぎかなと思っても、一いつ旦たん世界で起こった事件に、直接首ゎ、突っ込めない……歴史ゎ、ギャル一人一人の手で、作られるもの……」

　そして何と、満足げにほくそえみやがったのである。

「結果、おーらい」

　男が珍めずらしいのか、それとも、女神の弟というアイドル性によるものか。

　ギャル共は、俺の服を剥はいで持ち帰ることに躊ちゆう躇ちよが無かった。

　スレイヤー・スーツは、どんなに裂さかれようが俺の心の内に仕し舞まわれるものであるので、被ひ害がいはない。

　だが、心の表層一歩外側からは、かっぴかぴだ。

　マルコの目もく論ろ見み通り、まんまと干ひ物ものにされてしまったわけである。

　せめて、マルコが俺を縛りつけていた紐さえなければと思うと、悔くやしさが膨ふくれ上がる。

　マルコが迎えに来るまで、俺の身体にまとわりつき続けていたのだが、あれさえなければ、本当に、あの紐さえなければ、スーパーグラフィックのギャル無む双そうを、この世界に見せつけてやれたと言うのに。

　ドアの外で、ミサがうるさい。

「ズッ友料払はらうからっ！」

　プリクラの中でプライスレスになりつつあった関係も、今ではこの通りである。

　なぜ、こんなことになっているのかというと、マルコがミサに、条件付きで外出許可を出したらしい。

　そしてその条件というのが、俺の同行だと言うわけである。

　マルコは、自分のせいで塞ふさぎこんだ俺を外に連れ出す役に、ミサを体ていよく選んだのだろうか。

　いや、そんな気の利きく姉では無い。きっと本気で、フリーハグの影響で俺の態度が良い具合に軟なん化かしていることを疑っていないから、ミサを試ためしにけしかけたのだろう。

　しかし分からないのは、ミサの話では、マルコは随分とミサの外出を渋しぶっていたはずである。これまでミサの方から、護衛をつけるから外出させてくれというお願いが無かったはずもない。

　それなのにどうして今になって、女子力とやらも碌ろくに使えない俺が同行しただけで、オッケーとなるのだろうか。

「何なら遊ぶ場所、一から作ったげてもいいし。妾わらわ、姫ひめだもんっ！　カジノとかどうかな」

　興味無かったので、無視を継けい続ぞくする。

「ディーゼル車も規制するからぁっ」

「都知事か！　ていうか走ってねーだろディーゼル車！」

　中世ヨーロッパ風の街並みだバカタレが、手前が姫やってる国だろうが。

　と、俺は慌あわてて自分の口を塞ぐ。突っ込みたい衝しよう動どうに耐えきれず、つい本日初、ミサに返答してしまっていた。

　ミサはそれを、一応の成果とみたらしい。

「わかった。今日はあきらめる。でも、覚えておいてね。妾わらわはルイの事、まだ友達だと思ってる。妾わらわをただ一人自由にしてくれる、大切な人。もっと言えば、利用価値があると思ってる。どんな願いでも叶かなえてあげるもん……明日からもズッ友料、ドアの前に置いとくからね。そのためには心を鬼おににして、民たみ草くさから税金を絞しぼりとるもん……」

　俺はベッドから這はいずり出て、マルコから貸かし与えられている、バスローブのような寝ね巻まきを正した。

　ドアを、そっと開けて窺うかがう。

　視線を落とすと、チョコレートスコーンがドミノになって、長い廊ろう下かの向こうまで続いているのが見えた。

　曲がり角に、ザルと突つっかけ棒の古典的なトラップが仕し掛かけられている。

　俺は、足元のスコーンを一つ拾い上げ齧かじりつく。

　曲がり角の向こうから僅わずかにはみ出ている、金きん髪ぱつに向かって声をかける。

「この世界って、コーヒーあるか」










　かくして、サヴァンギャルドの姫、ミサ・ファインハーヴの外出は正式に認められた。

　城門前。マルコから簡単な世界の説明を聞き終えた俺は一人で、城じよう壁へきに沿って掘ほられたお堀ほりの水を見み詰つめながらミサを待っていた。

　ミサが、城門から出てきた。

　てっきり、気取ったおめかしでもして来るかと思ったが、出会った時と変わらない、女子高生然とした出いで立ちのままだった。

「良く似合ってるよ、ルイ！」

　ミサは、俺の格好を見てご満まん悦えつだった。この世界に着てきた服は、先日、ギャル達に剥ぎとられてしまっていた為ため、ミサのコーディネートである。

　サヴァンギャルドには若い女性しか生息していないらしい。そんな中、何とかマルコと相談しながら、男なる生き物にも着ることの出来る服を見み繕つくろってくれた。

　のだが。

　俺はと言えば、不平たらたらであった。

　ミサは言う。

「大丈夫。昨日よりずっとカワイーから。あんな格好してたら、お洒落しやれマフィアに襲おそわれちゃうよ」

「そんな人種がいるのなら、インテリ街宣右う翼よくとして、ぜひ勝負してみたいものだが……」

　俺は、首と袖そで先に巻き付く、ピエロじみた装飾を引っ張る。

「こんなものを着てるやつは気が知れない。なんでこの服、首にアコーディオンが巻き付いてるんだ」

「お洒落は我が慢まんだよっ！」

「羞しゆう恥ち心しんまで我慢しなきゃいけないとは、知らなかった」

　まあ。

　地球基準で考えれば、鎧も武具も、ナンセンスなアクセサリーであることに変わり無いわけで。

　現地人であるミサからお墨すみ付つきを貰もらえるのなら、恥はずかしい思いをすることも無いのだろうけれど。

　それじゃあさっそく出発しますかと切り出そうとすると、ミサが意図の分からない行動に出た。

　ミサが突然、自らの太ふと股ももを、叩いた。

　膝ひざ枕まくらを勧すすめる動きに似ていたが、いかんせん俺達は今、立って向かい合っている状態なのである。

　ミサは俺を完全に、今日一日、要領の悪い侍じ従じゆう扱あつかいすることに決めたらしく、人差し指を立てて叱しつ責せきした。

「スカートの端っこ、押おさえてて」

　俺はしぶしぶ、ミサに従ってみる。

　ミサのスカートは、かなり短く折り込まれている。指で押さえるとなると、彼かの女じよのむき出しの太股に触ふれないよう、かなり気を遣つかうこととなった。

　後ろから、彼女のスカートの両りよう端たんを、さすがに遠えん慮りよがちにつまむ。

　何か特別な事でも起こるのかと思っていると、ミサは何とそのまま、街に向かって歩き出した。

　俺は驚きの声をあげる。

「まさか、今日一日中ずっと!?」

「少し風があるんだもん」

「裾すそをもっと長くすれば……それか、お洒落は羞恥心まで我慢じゃなかったのか」

「長くできないんだもん……」

「え」

「妾わらわの女子力が高すぎて……どんな丈たけの長いスカートも、ここまでせり上がって来ちゃうんだもん……」

「パンツルックにすれば」

「この格好が、正装だから」

　言い返すミサの言葉から感じられる羞しゆう恥ちは、どんどん大きなものへとなっていく。

「王宮では、貴人のスカートをメイドが押さえるのは、古式ゆかしき作法なんだから、心配無いの。誰だれも気にする人なんかいないよ！」

　これ以上怒おこらせると、何やら面めん倒どうくさいことになりそうだと、俺は渋しぶ々しぶ、ミサのスカートの裾に、再び手を伸のばすのだった。

　平安時代の貴族が困った時、十じゆう二に単ひとえの裾を侍じ女じよに持たせていたようなものだろうと、無理に納得する。

　王城は、街外れの小高い丘おかの上にある。

　ミサはきっと、日々、バルコニーから下々の暮らす街を見詰め、憧あこがれを抱いだき続けていたのであろうと思う。
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　きっとそれは、ありふれたプリンセスの憂ゆう鬱うつとはまた違ちがった感情なのだろうと、推測する。

『普ふ通つうの女の子になりたい』

　人前に姿を晒さらさない生活を送っていたミサでも、根はギャルということなのだろう。

　生の流行が生まれる場所に身を浸ひたしたいと願うのも、当然の感情なのかもしれない。

　俺には、全く理解できないが。










　郷ごうに入りては郷に従えという。しかし、女子高生然とした雰ふん囲い気きから忘れがちになるが、そういえばミサは第一村人ではなく、姫なのだということを思い出す。元いた地球では、大統領候補だって地下鉄の乗り方を知らなかったのだ。

　街を歩く俺とミサを、通りすがるギャル達が、しげしげと見詰めてくる。

　何が怖こわいって、一体、何に好こう奇き心しんを向けられているのか、さっぱりわからないことだ。

　男である俺が浮いているのか。やっぱりアコーディオンがださいのか、それとも、スカートを押さえているのが、変なのか。スカートを押さえられているミサが変なのか。

　人ひと混ごみの中に一人でも、スカートの裾を押さえさせているカップルがいやしないかと、目を凝こらしながら歩いていたせいで、気が気では無かった。

　マルコから受けた説明通り、すれ違うギャル達は皆みな若い。最高齢で三十歳さいくらいの女性しか、見つけることが出来なかった。

　なんで歳をとらないのか、という質問に対して、マルコはこう答えた。

『ギャルゎ戦せん闘とう民族だから、若い時間が長いんだよ』

　胸を張っての回答だったが、すぐに顔を赤くして、弁明を始めた。

『いまのゎ、ゥチの考えたオリジナルフレーズ。オタッキーなパロじゃないよ。夜な夜なルイ君の部屋にもぐり込んでマンガ読んだりなんて、ゥチしたことないからね』

『千年も生きてると、引用元も自然と古典になるんだな』

『名作を古典っていうヤツ大だい嫌きらい！』

『語るに即そく落ち二コマ……』

　仲睦むつまじく会話しているように見えるかもしれないが、俺は決してマルコから先日サバトの生いけ贄にえにされた恨うらみを、忘れたわけではない。勿もち論ろん、地球において、マルコが俺に与えた仕打ちについても。

　寝ね首くびを掻かく機会は、今後いくらでも狙ねらっていくつもりだが、結果を急せいて勢いだけで行動できるフェイズが自分の中で終わってしまっていることも、実感していた。

　故ゆえに、ミサの城下への外出に付つき添そうのも、威い力りよく偵てい察さつだと割り切れば、そこまで嫌な仕事だとは思わなかった。

　と、言うのに。

「随分、賑にぎわっているな」

「この辺り、有名な通りだし……」

　二人揃そろって、気き後おくれしている。

　ミサは、城で籠かごの鳥生活。俺はご存じ、地球から転生してきた身。

　共に、初めての街なのだ。

　台風の目にいる人と、台風の外側にいる人が　暴風とは無関係であるのと同じ構図である。

　住宅通りは、中世パリに、現代デザイナーズ建築の理念が持ち込まれていたら、と言った風ふ情ぜい。

　最新製品とアンティークの融ゆう合ごうをテーマとした、芸術作品のようだった。

　街の外観自体はともかく、その印象には、どこか既き視し感かんがあった。俺はミサを見詰める。

　後ろ姿からでも分かる。俺にスカートの裾から手を離はなさせるべきかを、逡しゆん巡じゆんしているのだ。

　今、このタイミングで、ここは君の国でしょうと話しかけるのはサービスが過ぎる気がして、俺は黙だまり込んだ。










　ミサが俺に、スカートから手を離すように命じたのは、ビショップ・リリーという店に辿たどり着ついた時だった。

　目的地の一つだったらしい。

　ミサはなんと、「妾わらわ、ちょっと一人で見てきたいから」と気まずそうに言い放って、どこかに行ってしまった。

　ここまで従順に命令に従い、スカートの中身を風から守ってきた俺を、見捨てやがったのである。

　ミサとは、二日前に出会ったばかりの関係だ。

　加えて、ギャルである。

　故に、多少の無礼を働かれたとしても、傷付けられる間あいだ柄がらでは、ないはずだった。なぜなら、俺がミサに、何かを期待するはずも無いからである。

　裏切られた、と感じるには、まず強い期待が必要なはず。だから俺がこの程度の扱いを受けたからと言って、いかなる小さな憎にくしみさえミサに抱く可能性はない、というわけである。

　いっそ自由行動の時間を得られて良かった。

　これを機に、サヴァンギャルドの庶しよ民みんギャル達の生活をじっくり観察させてもらおうと思い、だだっ広いビショップ・リリーを練り歩いて行く。

　かなりの繁はん盛じようを見せており、店内は込み合っていた。

　店の雰囲気から、セレクトショップ系の店であることが分かる。

　教会建築風に見える建物と、外の庭で構成された店内。

　ラインナップとしては、衣類とアクセサリーが半々、と言ったところだろうか。

　何着か手に取り、縫ほう製せいの具合等確かめてみるが、日本で流通しているプチプラブランドと遜そん色しよくない仕上がりに見える。

　木箱の中に、ロザリオが山積みにされているのを発見する。木箱に張られたラベルには、「お買い得！　三個で、１０００Ｇギヤールド」と書かれていた。

　読めてしまった自分に、驚かされてしまう。

　なぜならラベルは、当然日本語でなく、未知の言語で記されていたからだ。

　だが、原因はすぐに分かった。

　文字、一語一語の形態が、ひらがなをさらに崩くずしたものであったからだ。ギャル文字強化版、のような。

　マルコが作った世界だからだろうか。

　そういえば今いま更さらながら、話し言葉も日本語であることに気が付く。

　花はな咲さく庭園に積まれた木箱に群がる少女達。

　先日のマルコによるサバトの際には、多種多様なこの世界のギャル達が集っていたが、ビショップ・リリーは、かなりファッションジャンルに偏かたよった売り方をしている店らしく、客層も統一されていた。

　大たい概がいのギャル達が、シスター服……修道着を着き崩くずしたような格好をしていた。

　広場に出された椅い子すに腰かけ、ギャル達を眺ながめていると、ふと、自分が溶け込んだかのような気分になる。

　もしかすると、現実の渋谷、原宿も、シラフで歩いてみればこんなものだったのかもしれない、と思う。

　いつもいつも、ギャルスレイヤーの格好でばかり歩いていたので、奈な々な倉くら瑠る衣いとしてあの二つの街に溶とけ込む自分と言うのを、全く想像できていなかったけれど。

　座っている俺の側に、近寄る二つの影かげがあった。

「お姉さん、もっとファッション遊ぼーよ！　プチコルネの作り方教えるから、あっちの銀盆ぼんにお布ふ施せして」

「裾上げにプラスしてぇ、今なら聖別も無料で良いよ。油マシマシでいっちゃおーよ」

　俺は度ど肝ぎもを抜かれた。

　お姉さん、などと話しかけられた事からも分かるように、パステルピンクと、イエローの修道服に身を包んだショップ店員二人には、俺が女に見えているらしい。

　目が腐くさってるのか、と思いきや、生まれつきこの世界に生きている人間にとっては、自然な反応なのかもしれないと、すぐに気付く。

　ゲイやレズビアン等は、地球において存在を広く認にん知ちされているが、初対面の相手に対し、常にマイノリティであるかないかを気にかけるストレートが、どれだけいたことだろう。

　まして俺は、この世界においてオンリーワン。

　女でないのではないかと勘かん繰ぐられた方が、逆に不自然というものだろう。

　と納なつ得とくした所で。しかし俺が咄とつ嗟さに、女としての反応を店員達に返せるはずもなく。

　マシンガントークを遮さえぎる隙すきを見み出いだせず、気まずく黙り込み、どうしたものかと思案していると。

「水のやり過ぎよ。花が枯かれてしまうわ」

　その人物は、現れた。

　二人の店員シスターと、同系統の風ふう貌ぼうをした女。

　されども、似た風貌と評する気には欠片かけらもさせてくれない程ほどに、その女の纏まとう雰囲気は、特別なものだった。

「シェリリー・シュシュよ」誰かのそんな声が、聞こえてくる。買い物客達の視線が、集まって来ているのを感じる。

　俺に絡からんでいた店員二人は、頬ほおを染めて去って行った。

　雑ざつ踏とうに自じ己こ紹しよう介かいを代理させた女、シェリリー・シュシュは、俺の隣に空いていた椅子に、優ゆう雅がに座りこんだ。

「貴女あなた、素敵だわ。『もちろん私のことはご存知よね』って、声をかけさせて頂いてもいいかしら？」

　自分が隣に座ることが、先さき程ほどの店員二人分の迷めい惑わく料りようぐらいにはなるだろうと、確信しているようだった。
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「あ、ああ」

　シェリリー・シュシュは当然、サヴァンギャルドの住人であり、つまりはやはり、ギャルなのであった。

　にもかかわらず、気け圧おされ、しどろもどろになっている自分に対し、心理反射の鞭むちが振ふるわれることは無かった。

　脳内を占しめるのは、こんな美しい女がいるのかという、感激だった。

　ミサよりずっと、明るい金の髪かみをしている。大ぶりの白布で纏めこまれた一ひと房ふさを、頭の横からゴージャスに垂らしている。瞳ひとみは僅かに青く、ぎりぎり欧おう米べい人じんに成りきらない、日本原産原宿ガールとしての飽ほう和わ点てんに位置している。

　チュニックのようなボリュームのある服を、ワンピースのようにして着こなしている。細い紐ひもで出来た輪の対極に、それぞれ小さな銀の金属プレートが一つずつ取りつけられたアクセサリーを、ベルトのようにして、何重にも腰こし元もとに巻きつけている。それが何とも器用に、タイトなシルエットを作り出しているのだった。足元は、当然のように、ヒール。十五センチはあろうかと言う高さだった。

　先程のショップ・シスター二人の同どう僚りようだろうか。

「物もの憂うげな様子ね」

「……こういう場所に、慣れていない」

　連れに置いて行かれまして、などと不必要なことを口走りそうになったが、何とか耐たえる。

　ギャルに対する意地で、仏ぶつ頂ちよう面づらを貫つらぬこうとした。

「あら、そういうこと」

　何をどう得心いったというのか。

　シェリリーの俺を見る目が、にわかに見慣れた物を見る目に変わった。

　シェリリーが、屋外、教会の壁かべに沿って並んだ個室の群れを指差して、言う。服を抱かかえた客のギャル達が、ひっきりなしに出入りしている場所である。

「あそこに並んでいるのは、何？」

「試着室、か」

「オーケー、正解よ。でも最初から、女の子に夢を与あたえる為の部屋じゃなかった。教会らしく、どれも懺ざん悔げ室だった。けれど今、告解のために残された部屋は、一番端はしだけ。月に一人も利用しないわ」

　退たい廃はいの極きわみであった。

　俺の内心の呆あきれに目を向けることなく、シェリリーは続ける。

「貴女は世界の端を選ぶ？　それとも、明るく輝く世界の中心を、しっかり歩いて行くのかしら」

　いきなり、シェリリーの細い指が、俺の頬を突いた。

　驚おどろきの声が、しゃっくりになって、喉のどの奥おくでくしゃくしゃになり、咳せき込みを起こさせない異物となって、俺の息を詰つまらせる。

「瑞みず々みずしい。けれど少し強こわ張ばってもいるのが分かる。それじゃ、どんなに青々としていても、イモムシにしかなれない。けれど試着室に入れば、少女は皆サナギ」

　俺の手を引く。そんなに強い力でないのに、合気の力にやられたように、俺は連れさられるがまま。

　いつの間にか、周囲のギャル達の視線が、俺おれ達たちに集まっている。

　俺達、だ。

　シェリリーだけにではなく、俺にも。

　シェリリー・シュシュという女が、セレクトショップ『ビショップ・リリー』において、どれほどのブランド力を持っているのかは分からない。

　だが、『彼女が選ぶほどの人間が、果たして何者であるのか』という種類の関心を向けられているのは、明白だった。

「思うままに、羽を広げさせてあげるわ。私の蝶ちよう々ちよう」










　ミサ・ファインハーヴは、申し訳なさで胸を一いつ杯ぱいにしながら、ビショップ・リリーの人混みの中を歩き回っている。

　念願の城下への外出であるが、ミサの注意は、修道服を纏ったマネキンや、同年代の少女達の会話に向けられてはいなかった。

　奈々倉瑠衣の姿を、探し続けていた。

　二人揃って、サヴァンギャルドの世間の空気というものに慣れていない気まずさからいたたまれず、思わず一人にしてくれと言ってしまったが、すぐに後こう悔かいした。

　自分が、もう少しリードしてやるべきだったのではないか。

　確かに、自分だって街は初めてだったが、ルイにとってはそれどころでなく、初めての世界なのだから。

　ふと、パイプオルガンの音色が流れてくる。

　誰かが結けつ婚こん式しきでも挙げているのかと思ったが、そうでは無かった。

　大勢のギャル達が一つの試着室を囲み、拍はく手しゆでもって、一人の人間がそこから登場するのを、温かく出で迎むかえているようだった。

　試着室のカーテンが、落とされる。

　そこにいたのは、探し人だった。

　しかし、ミサの求めていた姿では無かった。

　奈々倉瑠衣は、今朝がたミサの用意していたコーディネートを着てはいなかった。

　ルイの側についている、美しい女が、目に入る。

　ついさっきまで、ミサがいたはずの場所。

　嫉しつ妬とに包まれる。

　妾わらわのズッ友のはずなのに、どうして妾わらわのコーデを脱ぬぎ捨すてて、勝手に余所よその女の見繕っった服など着ているのか。










　この世界のギャルどもの一いつ般ぱん常識に触れる為、ミサの外出に付き合うことにしたはずだった。

　つまりは、ただの偵てい察さつのつもりだった。

　なのになぜ、マルコ主しゆ催さいのサバト以上の屈くつ辱じよくを、俺おれは味わっているのか。

　あの時に比べれば流石さすがに、俺を注視する視線は少ない。

　しかし、格好が格好である。

　スカート丈の短い、ギリシャ神話の女め神がみみたいな服を着せられている。首下から腿ももにかけて、明るいブルーからのグラデーションになっている。ワンピースタイプでもツーピースタイプでも無く、一枚布を身体に巻きつけられ、クリスタルで出来た安全ピンで要所要所を止められただけの、非常に防ぼう御ぎよ力りよくの低い、女装。

　身体の内で、表に出ようと暴れ回っているスレイヤー・スーツの昂たかぶりを抑おさえるのに必死だった。

　サヴァンギャルド初夜のフリーハグでさえ、泣かなかった俺である。

　だが今、滂ぼう沱だの涙なみだは頬を伝い落ち、むき出しの太股に音を立てて着地している。

　ギャラリーのギャル達は、俺が、自分の変わりように感激を抑えきれないんだと、信じて疑っていないようだ。

　俺の隣となりにいるシェリリーも、先程から執しつ拗ように、自分の髪を掻きあげている。

「……何やってるの、ルイ」

　俺の変身っぷりに感激するばかりのギャル達たちの群れの中に、ミサがいた。

　安心を覚えたのは、他ほかのギャル達と違う、不快そうな表情をミサが浮うかべていたからである。決して、知った顔を見て安心したからではないと、心中のギャルスレイヤーが言いわけをした途と端たんに、口がプライドをかなぐり捨て、泣きついていた。

「なんにもかんにも……考えている余よ裕ゆうなんて、ありませんでしたぁ……。き、気が付いたら、こ、こんなことに……。俺、流されるしか、できなくて……」

　太ももと太ももの間を固く閉じ、直立のまま微動だにせず、訴うつたえる。

「毛まで……毛まで剃そられたんだ、毛まで……！　タライに、ぬるま湯、張られて……つ、強く、断る勇気が、無くてぇっ……」

「マスクが無かったら、本当にだめだめなんだね……」

　ミサの言葉が、胸に突き刺ささる。

　しかし、ミサの表情に軽けい蔑べつはなく、そこにあったのは、同情だった。

　同情するならギャル止めろと、勢いのまま口走りそうになったが、その前にミサが口を開く。

　俺から声をかけられたことで、ミサにも注目が集まっている中。

「ルイに、元の服を返してあげて」

　ミサの台詞せりふは、店内に小さくない衝しよう撃げきを与えた。

　シェリリーが俺の側を離れ、ミサの元へと歩み寄って行く。

　ギャル達が自然と道を開ける。人混みという筋張った肉を切きり裂く、この世でもっとも鋭えい利りなナイフ。

　ゆったりとした足取りながら、俺が予想したよりずっと早くに、ミサの元へと辿りついてしまう。

「申し訳ないけれど、出来かねるわ」

「なんでっ？」

　威い勢せい良く言い返すミサを、周囲の女子達は、信じられないものを見る目で見詰めていた。

　返答するシェリリーは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの様子。店の空気を味方につけているからと言うわけではなさそうな所が、恐おそろしかった。

「この店から出ていく女子は皆、私の蝶々。野花に雌め蕊しべを背そむけられるような娘むすめに、改めて仕立てちゃ名折れだわ。姫系の流行は、とっくにもう死んでる。この娘が首と両足に、楽器を巻き付けているのを見た時の私の気持ち、おわかりになって？」

「ルイをバカにしないで！　ルイの元いた世界じゃ、少しセンスが違うんだから！」

「服に関しては、修道服着たファッションリーダーと、最初から同意見だぞ！」

「この子が、貴女の何だというの？」

　品の良い挑ちよう発はつを含ふくんだ声で、シェリリーがミサに言った。親指を立て、振り返かえらずに後ろの俺を指す。そんな仕草さえ、シェリリーを欠片も男前に見せることは無かった。

「ルイは……妾わらわの、友達」

「嘘うそよ。かすみ草でしょう？　確かに貴女は美しく着き飾かざっているけれど、ならなぜ貴女はお友達に、毛の処理の大切さを教えてあげなかったのかしら。そんなだから髪だって、黒のままじゃない。女の子には誰だって、大輪を咲さかせる権利がある。雲を払い、日に当てましょう」

　シェリリーが、のっけからミサにどこか冷たい態度を取っていたのは、どうやら今彼女が述べたような事情を、俺とミサの間に推測したからのようだ。

「ねえ……『ルイ』」

　シェリリーが、俺に目配せをする。

　ウィンクで人を抱き寄よせられるなら、俺は今いま頃ごろ、シェリリーの腕うでの中だったろう。

　ギャルに対する嫌けん悪おという翼つばさでは抗あらがえない重力を、シェリリーは放っていた。

「だめっ！」

　ミサが叫さけぶ。

「ルイはまだ、ギャルに慣れてないのっ！　女神の弟で、昨日、この世界に来たばっかりなのっ！　丁てい寧ねいに扱あつかわないと、爆ばく発はつしちゃうんだからねっ！」

　何とも素すっ頓とん狂きような脅きよう迫はくはさておき。

　ミサの口走った情報に、ビショップ・リリーの店内は、これまでとは違ったざわめきを見せ始めた。

　ここまで余裕を保っていたシェリリーさえ、殆ほとんど動どう揺ようした様子で、俺に向き直った。

「女神の、弟……じゃあアナタが、今朝から噂うわさになっている神話の存在、サヴァンギャルド初の、男……？」

　俺は、そうだ、と頷うなずいた。

　この世界で、女神の弟である所の俺がどのように扱われるのか、いまだ正確に把は握あくできているとは言い難がたい。

　だが、望まぬ虎とらの威いとは言え、俺にこんな格好をさせたシェリリーが少しでも怯ひるんでくれればいいと期待することを、抑えられなかった。

　仮にもこの店が教会で、ギャルとは言え、店員達が修道女だと言うのなら、女神の後光で退けられるのではないかと思ったのである。

「ならなおさら、女の風上にもおけない人に、任せておけない」

　だが、逆効果だったようだ。

　俺に向けて、離れて行った時と同じ、泰たい然ぜんとした様子で近づいて来る彼女の表情には、覚えがあった。成長期に他者より長い足を手に入れた時の姉の顔、あるいは、ギャルスレイヤーのコスチュームを手に入れた際の、俺の顔。自分なりの確固たる使命を得た人間の顔つきだ。

　シェリリーは俺の隣に並ぶと、肩かたを抱いてきた。

「ねえ、アナタ、私の修道女……いえ、なんて言えばいいのかしら。修道人……に、ならない？」

　周囲のギャル達が、揃ってどよめく。シェリリー様が直にスカウトなさる所なんて初めて見たと、色めき立っている。

「新しい世界には、新しい物語が必要だわ。私以上に相応ふさわしい相手はいないと思うのだけれど。美しく磨みがき上あげてあげる。……彼女にそれができて？」

　煽あおられたミサが呟つぶやく。

「妾わらわが、苦労して呼びだしたんだもん……ルイは、妾わらわの、特別な……」

　どちらかと言えば、シェリリーにではなく俺に向けて言われた言葉だったからか。

　気に留とどめた者もまた、俺しかいないようだった。

「聞く耳持たないようね」

　ならば、と。

　シェリリーはミサに言う。

「いいわ。じゃあギャルらしく、勝負してみましょうか？　私が勝ったら、ルイは私のもの。マネキンよりも着せかえてあげる」

「分かったよ……でも約束して。妾わらわが勝ったら、毛以外は元に戻もどしてあげるって」

「せめて一番重要な部分のために争あらそってくれや！　……逆に言えば、何故なぜか服装は、こっちの方が恥ずかしくないような……」

　異世界に来たら、女の子二人が俺を取り合い争うことになった。

　一人が俺に女装を望み、一人がそれを拒こばんだ。けれど俺が何より望んでいるのは、すね毛なのである。

　どんな心情になればいい。







第六章　ビショップ・リリー・スナップ







「勝負って、本当にお互たがいの命を削けずり合うのか？　服のタグを見せ合うとかじゃなく？」

「当たり前だよっ。……大だい丈じよう夫ぶ。ルイをこの世界に呼び出だした、サヴァンギャルド一の女子力を信じて」

　教会の庭には、大きくスペースが開けられていた。

　商品を庭の端へと寄せるシスター達の手て際ぎわは、慣れていた。さっきまでショップの客だったはずの大勢のギャル達も、何一つ戸と惑まどうことなく、庭の外周に陣じん取どり、これは面白おもしろい事になってきたといった風情。

　どうやら、この世界のギャル達にとって、ストリートファイトは日にち常じよう茶さ飯はん事じの様である。

　かといって、籠の姫ひめであったはずのミサに実戦経験があるとも思えなかったが、妙みように自信満々な様子だ。

　俺は努めて冷静に、これからこの世界中のギャルを敵に回すに当たり、こいつらの戦せん闘とうとやらを見せて貰ういい機会を得たと、落ちつこうとした。

　私のために争わないでなどと冗じよう談だんでも口にすれば、惨みじめさに押しつぶされるだろうことは、分かりきっていた。

　即そく席せき闘とう技ぎ場じようと化した庭。

　その中央に、ミサに先んじて対戦相手が躍おどり出でると、激しい歓かん声せいが上がった。

「『マイ・フェア・ギャル』を邪じや魔まするなら、容よう赦しやしない。女の追加合格試験は厳しいわよ。並ぶ者なく、サヴァンギャルドの流行をリードするセレクト修道院、『ビショップ・リリー』のエルダーシスター、シェリリー・シュシュが、花屋の店先に並ぶ権利を問うてあげる」

　シェリリーは腕を持ち上げ、全すべての指先を突つき出し、声を張り上げた。

「アイアム、ナンバーワン……ビコーズ、ユーアーナンバートゥー!!」

　どうやら呪じゆ文もんか何かを唱えたようだった。

　文句自体の意味はさっぱり分からなかったものの、効果は劇的だった。

　十本の指。その先せん端たん、形の良い爪つめ達たちが、色付き始めたのである。

　シェリリーの周囲の大気が、様々な色をした靄もやに色付けされ始める。シェリリーの指先へと収束し、爪つめを彩さい色しきしていく。

　虹にじのなだれ込みが終わった後、シェリリーの十本の爪は、ラインストーンとパステルカラーによる、明るくも上品なマニキュアが施ほどこされていた。

　シェリリーが観客達に向け、手の甲こうを向け披ひ露ろうしてみせると、再び歓声が沸わいた。

　俺が置いてけぼりをくらっていることを察したミサが、解説を加えてくれる。

「サヴァンギャルドの空気の内、七十五パーセントは、女子力が占めてる」

「え、窒ちつ素そは？」

「妾わらわ達たちギャルは、それを自在に操あやつって、お湯を沸かしたり、電気を作ったりする。そして、時々こうして、ギャルのプライドを守るため闘たたかう時には、特に強力な女子力が求められる。……ツメ、一枚一枚に違った魔ま法ほうを込めて、一いつ瞬しゆんで引き出せるように、準備を整えたの。攻こう撃げき力りよく重視の魔法で十本の指を固めて、あっと言う間に決着をつけるのか、相手の魔法を逸そらしながら戦って、相手の女子力が切れた所に、重い一いち撃げきを叩たたきこむのか、特別な魔法をコンボするのか……マニキュアを塗ぬり始めた時から、ギャルの戦いは始まってるの」

　効果の違う魔法の弾だん丸がんを五発込めたリボルバーを、両手に握にぎっているようなものか、と、俺は解かい釈しやくした。

　ミサは、碌ろくな武む者しや震ぶるいも見せないまま、シェリリーに対たい峙じすべく、リングの中央へと向かって行った。

　今度はミサが腰こしに下げた拳けん銃じゆうを披露する番のようだ。

　先程のシェリリーと同じように、手の甲を上にして突き出す。

　シェリリーの唱えていたような呪文は、必ひつ須すと言うわけではないのか、ミサは対照的に黙って目を閉じ、集中を高めていた。

　歓声も詠えい唱しようもない静けさ。

　だが、驚くべきことに、シェリリーのパフォーマンスよりずっと劇的な事態が巻き起こる。

　庭の端に寄せられていた、数百着は下らないビショップ・リリーの在庫達が、宙にふわふわと浮き始めたのである。

　圧巻の一言であり、シェリリーを賞賛していたはずのギャル達も、息を飲んでいる。

　俺はと言うと、何故かミサの発する力場に、俺の着ている服まで巻き込まれてしまっており（シェリリーから一方的に着せられたものであるため、会計を済ませてないせいだろうか）、スカートの裾と背中のピンを押おさえるのに、必死になっていた。

　シェリリーは、好敵手を見る目でミサを見ていた。

『見せ場を作るのはこれくらいにして、早くあなたも、爪にその力を収束させなさい』

　瞳で、挑発している。

　しかし。

「ごほっ……ほん……むは、はああああっ！」

　ミサの口からだった。

　ギャルどころか、よほど女らしくない咳き込み。

　その瞬しゆん間かん。

　中空に漂ただよい、日の光さえ斑まだらに遮っていたビショップ・リリーの膨ぼう大だいな在庫達が、衣類、アクセサリー類分わけ隔へだて無く。

　爆散した。

　皆、呆あつ気けに取られていた。

　やり過ぎではないかと非難する目で、ミサを見ていた。

　誰だれも、シェリリーの顔を見ることが出来なかった。

　滑なめらかな額に浮かぶ、ゴムチューブの如き青筋と、誰も目を合わせたくないと思っているようだった。

　俺の服の裾すそだけが変わらず、何故か力場に支配され続け、空を目指そうとしている。

　マリリン・モンローになりながら、俺はミサのことを少しだけ見直していた。

　こんな派手な挑ちよう発はつ行こう為いを出来る女だとは思っていなかったのである。

　かこつけて店に被ひ害がいをもたらす手しゆ腕わんは、ギャルスレイヤーとしても感心できるものである。

　だが。

　当のミサはというと。

　口を半開きにしている。「やっちゃったどうしよう」と、表情が物語っているのだった。

　思い直したように表情を引ひき締しめ、シェリリーに向かって繰くり出した初撃は、なんと突とつ撃げきだった。

「ノブレス・オブリージュ・パアアアアアアンチっ！」

　何の考えもなしに拳こぶしを振りかぶり、襲おそい掛かかっただけだった。

　向かってきたミサの頬を、シェリリーはなんなく平手で打ち、対処する。

　渇かわいた、良い音がする。

　ミサは、たまらず地面に両りよう膝ひざをつき、乙おと女め座すわり。

　もはや、女子力だの魔法だのが何一つ関係ない、昼ドラの絵面であった。

「期待はずれだわ」

　シェリリーが言った。

「器にそぐわぬ女子力は災わざわいを引き起こす……貴女、女子力の大きさはたいしたものだけれど、てんで自由に扱うことが出来ていないじゃない。きっと心に、芯しんの通った強い思いが、無いのね」

　シェリリーが右人差し指を立てて振ると、座すわりこんだミサとの間に、一枚のドアが現れた。

　クリスタル製。直立した水面のようであり、カットされた表面による銀色の反射が、さざ波のようだった。

「ランウェイのスケジュールを守れない女は、後ろから蹴けり落おとされても文句は言えないわ！」

　シェリリーが、ヒールを履はいた足で、器用に身を翻ひるがえす。

　回転をフルに加えた後ろ蹴げりの構え。

　ドアを蹴け破やぶろうとしているように見えたが、そうではない。

　蹴りを放つ寸前、シェリリーが、ドアに向かって吸い込まれる。

「『シフォン地ショートトゥニカ。ゆる敬けい虔けんテイストなレギンスを添えて』」

　ドアが弾はじけ飛とび、シェリリーが、光に包まれる。

　ミサの身体が吹ふき飛ばされる。

　光の掻かき消えた後、そこにいたシェリリーの姿は、様変わりしていた。

　膝ひざ丈たけまでの長さのあるトップス。レギンスに描えがかれた、祈いのりの形に組まれた手が鎖くさりに繋つなぎがれたようになっているワンポイント柄がら。

　蹴りを放ったままの体勢で静止している姿は、バレリーナの様だった。

　シェリリーから遠く離れた場所に倒たおれ込んだミサは、それでも何と無事だった。転がりまわった挙句の停止だったはずだが、立ち上がった制服姿にさえ、皺しわ一つついていない。

　一撃で決まると思っていたらしきシェリリーは、少し意外そうな顔をする。

　この店に足を踏ふみ入いれた際と変わらぬ風貌に見えるミサだが、唯ゆい一いつ違ちがう点がある。

　表情だ。

　恐こわい目にあった直後の怯おびえが、刻まれている。

「気をつけろ、ミサ！」

　気が付けば、叫んでいた。

「相手はお前の考えているよりずっと手て強ごわい！　やっと分かった……その女の纏う、十じつ把ぱ一ひと絡からげのギャルにあるまじき、ただならぬ気配……ブスが着れば悪い冗談にしかならない着合わせを、己おのれの顔面ありきで、着崩しだと主張する人類の敵、モデルだ！」

　自分の言葉ではないようだった。

　先程、シェリリーの指に頬を突かれた際に詰まっていた勢いが、一気に転がり出てきた気がした。

「仰おつしやる通り。降参する？」

　シェリリーは、俺に色っぽい頬ほほ笑えみを向けた後、ミサに言った。

　俺の台詞はギャルスレイヤー的価値観から出てきたもので、一いつ般ぱん的てき地球人からすれば意味の分からないものだっただろうと思うが、何故かこの世界の価値観にはピッタリ嵌はまってしまったらしく、ミサも、シェリリーに対する警けい戒かいの色を強めていた。

　警戒。即すなわち、まだ戦えますというファイティングポーズ。

　クリスタルの扉とびらが現れる。今度は、ミサとシェリリー、それぞれの眼がん前ぜんに一枚ずつ。

「『マキシ丈たけギンガムスカプラリオと三種のビジュー』」

　シェリリーが、ベーゴマと、バレエのシェネを足して二で割った動きでターンし、自分の目の前に在る扉に飛び込んでいく。

　すると、光に包まれたシェリリーが、ミサの目の前に設置されたドアの前に現れた。

　再び、シェリリーの姿が切り替かわる。足首にまで垂れる、貫かん頭とう衣い服ふくがはためく。その隙すき間まから、三枚の花弁を模した三色……青、赤、緑の硝がら子す細工が覗のぞく。

　上段の一ひと蹴けり。

　シェリリー・シュシュは、同じ過あやまちを犯おかさなかった。

　ミサの周囲を特別な力が守っていることを、先の一撃で把握したシェリリー。

　このまま爪つま先さきをこめかみに打ち込もうとしても、反発する磁石のようにミサが弾はじかれるだけだと、理解していた。

　ミサの反発する力の間合いは、見切られていた。

　その勢せい力りよく圏けんから紙一枚挟はさんだ場所……ミサの頭部から、さらに腕の長さを伸のばした程度の位置で、シェリリーは爪先を制止させる。

　慣性の法則に従うように、爪先の三色ガラス細工から、光が飛び出て、奔はしる。

　赤がミサの頭上から、青が後ろにカーブを切って回り込み、緑は細かく分かれて、ミサを前面からまんべんなく襲う。

　ミサの身体がどれほど強力なバリアを張っていようが、いずれの方向にも弾け飛ばされることを許さない、全方位からの攻こう撃げき。

　しかし、シェリリーの放った光はまんべんなくミサの周りで散ってしまい、届くことは無かった。

　ミサから散った光が、火の粉となり、シェリリーに降ふりかかる。

　ミサにすら予想外のカウンターだったようだが、

「『ベールトップスとレースのレイヤード。季節のフェロモン重ねがけ』」

　シェリリーは、難なく回かい避ひする。

　後方に出現させたドアにバックステップで飛びこみ、帽ぼう子しとアウターがうなじで一繋つなぎになっている姿に、変化。

　軽く頭を垂れると、シェリリーを中心にゆったりと光の渦うずが巻き、シェリリーを跳弾から防ぎきる。

　シェリリーの戦闘は、煌きらびやかの一言に尽つきた。

　衣装をこれでもかと変化させる意味についてだが、恐らく、この世界での衣服にはゲームで言う所の装備品的な機能が備わっているのだろう、と解釈する。

　相手を貫きたい時には、より攻撃力の高いヒールに。身を守りたい時には、いわゆる「防御力の高い」服装にチェンジしているのではないか。

「次で終わらせてあげる。貴女を照らすスポットライトが、欠伸あくびしているもの」

　相手の技わざを多く見ることができたのはミサのはずだったが、ＫＯ宣言は、やはりシェリリーからだった。

「シェリリー・シュシュはファッションモデル。……変身はまだ、無限に残しているわ！」

　本気の一撃が来るだろうことは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　シェリリーからミサまでの直線に、クリスタルのドアが五枚連続で並んだ。

　次の一瞬には、シェリリーはミサの元へ、距きよ離りを詰めるのだろう。

　五段階の変身を経へたシェリリーが、いかに強きよう烈れつな一撃を叩きこもうとしているのか。

　ギャラリー全員が、固かた唾ずをのんで見守っていた。

　しかし。

　ミサはこの時を待っていたのだった。

　自らの前に出現したドアに、ミサが駆かけていく。

　ビショップ・リリーに本日一番のどよめき。

　ミサはミサで、シェリリーの攻撃を分ぶん析せきしていたのだろう。

　その結果、クリスタルのドアの恩おん恵けいが、シェリリーの特権ではないのではないだろうかと推測したのだ。自分もそこを潜もぐれば、何かしらの強力な衣装を身につけることが出来るのではないだろうか、と。

　大おお博ばく打ちであった。

　しかし、今日の大一番である。

　目の前に出現したドアに、ミサの指先が触ふれる―――

「残念」

　勝利を確信した笑えみを、浮かべた女は。

「そこは懺悔室よ」

　シェリリーであった。

　ドアに、ミサが触れた瞬間。ミサの頭上から、逆さにした巨きよ大だいなワイングラスが落下して、彼かの女じよを閉じ込めてしまった。

　ミサは、グラスの壁を闇やみ雲くもに殴なぐりつけている。

　自分が完全に読み負けたことにさえ、理解が追いついていないようだ。

　五重のドアは、はったりだった。ＫＯ宣言をされたミサの起死回生の一手こそを、シェリリーは待っていたのである。

　ミサの最も手近なドアに罠わなを仕し掛かけ、ミサが触さわった瞬間に発動するようにしていたのだ。

　ミサが、シェリリーの手を煩わずらわせたバリアを発動しようとしても、もう遅おそい。

　周囲のワイングラスの壁は壊こわれず、反発の力に応じて、ミサを包つつんだまま前後するのみ。

　シェリリーは悠ゆう々ゆうと近づいていく。グラスの壁に阻はばまれ、口をぱくぱくさせているようにしか見えないミサの、こちらには聞こえない音声を、自分だけは理解しているという風に頷いて見せた後、ミサに言う。

「降参する？」

　ミサも、シェリリーの声が聞こえたわけでは無いだろう。それでも、はっきりと、頷き返した。

「以上、『ビショップ・リリー』本店より。ワイングラスのみ私物」

　勝利宣言。

　諸もろ手てを頭上で振ふるシェリリーに、花まで投げ込まれる盛り上がりとなった。










　勝負の前後で。

　ビショップ・リリーの庭部分の商品配置に、僅わずかな変化が見られた。

　お立ち台を設置するためである。

　ミサと俺がその上で、狭せまい足場で寄り添そい、シェリリーに言われた通り、ポーズを決め続けている。

　ミサは、先さき程ほどの戦闘でシェリリーが身に着けていた服の中の一着を身に纏まとっている。膝ひざ元もとくらいまではあったはずの『トゥニカ』は、例のサヴァンギャルドの姫の持つ性質とやらの影えい響きようで、腿の付け根にまでせり上がっていた。

　俺も、シェリリーから着せられた服のまま。

　左手でスカートの裾を押さえ、右手の平で目もとを隠かくしている。

　自分でも、オカマバーの宣材写真撮さつ影えいみたいになっているのは分かっているし、いっそ堂々としている方が、周りから恥はずかしく思われないと言うことも分かっているのだが、手が勝手に動いてしまう。

「本当に、あの仮面をかぶってないと、ダメダメなんだね」

　ミサが言う。

「……このまま着て帰っちゃえば？　外行きの服が一着しかないなんて、ダサいにも程ほどがあるよ」

「なんでシェリリー・シュシュは、俺を諦あきらめたんだと思う」

　日が沈しずむまでのマネキン役を終えたら解放すると、勝負の後に告げられていた。『どちらが多く服を売るか、今度はあなた達で勝負よ』。

「さあ。けど位の高いギャルほど、人の気持ちに敏びん感かんだから……あの時さ、妾わらわの事、応おう援えんしてくれたでしょ」

「……俺をこの世界に呼び寄せたお前に何かあったら、いよいよ帰りの目め途どがたたなくなるだろう」

　シェリリーはどうやらモデルらしいぞと、ミサに教えてやったこと。なぜ、ミサに加勢するようなことを口走ったのか、いまだ自分でもピンと来ていないのだった。

「どんな気分だった」

「ん？」

「初めての外出は」

　城を出る前に期待していた外出にはならなかっただろうことは明白だった。

　別段、ミサを慮おもんぱかっているというわけでは無い。

　ただの、雑談。

「妾わらわ、王族でギャルだもん。サバサバしたレディ」

　ミサの返答は、どこかふわりとしたものだった。

　そういえばと、俺は二人が闘っている間中、ずっと気になっていたことを聞くことにした。

「その爪は、使えなかったのか」

　ミサの、右手小指。焼け潰つぶれたような色しき彩さいのマニキュア。

　ミサの、いかにも今思い出したという仕草が、演技なのかどうかは分からなかった。

「これを使うとすればそれは、妾わらわがギャルの風上にもおけなくなった時だよ」

　義理と人情、ギャルの世界。

　極ごく道どうの理り屈くつよりよっぽど、俺には理解できそうにない道徳規き範はんの中で、ミサが生きていることが伝わって来る。

　しかし。

「スカート、押さえてよ」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむミサ。普ふ通つうの女の子に成りたいと願うミサは、どうにもやはり、姫と言うよりは俺から見れば既すでに、ただの女子高生のようで。

「……嫌いやだ」

　俺の右手の平は、自分が今どんな表情をしているのか、自分自身に対しても隠してしまっていた。

「自分ので忙いそがしい。あの修道女のカミソリから唯ゆい一いつ守りきれた、俺のエルサレムだぞ」

　ミサが笑う。

　碌ろくな会話など殆ど交かわさなかった一日だったにも拘わらず、それでも随ずい分ぶんと、お互いの人格を披露し合ったように感じた。

　心の片かた隅すみ。それこそ、小指の先ほどのスペースが、ミサを認めたがっているのが分かった。

　どうしても、評価してやらなければならない項こう目もくを、無視することが出来なかった。

　ミサは、シェリリーに対し、自分が姫であることを明かさなかった。

　今に至るまで。

　勝負に負けた姿を大衆に晒さらすことになろうと、普通の女の子としての立場を守ったまま、今日一日を過ごし切ったのである。

　努めて、心を動かさぬよう。

　俺は、夕日が早く沈みますようにと、願う。

　手の平の向こうに開ける無限の視界の中で、ミサの笑え顔がおが一いつ杯ぱいに広がって行くのを感じる。

　現実であるか空想であるか、確かめる勇気はない。

　だが、ミサが明日から、一段踏み越こえた馴なれ馴れしさで話しかけてくるのではないかという予感は、拭ぬぐえなかった。
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　大だい法ほう廷ていを訪おとずれていた。

　きっかけは朝方に起きた、メイド達との一ひと悶もん着ちやくである。

　ミサに仕える金きん髪ぱつミニスカメイドどもが、何やら俺おれを見てひそひそと会話しているのを目もく撃げきしてしまったのだ。

　それだけならいつも通り、「イレギュラーを見つけては、やり玉に挙げずにはいられない、女っていやな生き物だな」で済んでいたのだが、何と彼かの女じよ達たちは揃そろいも揃って、涙なみだを浮かべていたのである。

　俺は何故か、城中から憐あわれまれていたのだ。

　勇気を出して、俺に何かあったのか（すっとぼけた質問だが）問とい質ただすと、なんと、俺が一ひと重えまぶたであるのを見ていられないのだと言う。

　メイド達の話では、ここサヴァンギャルドにおいては「女子は誰でも、パッチリ二ふた重えまぶたになる権利があり、親、もしくはそれに準ずる親しい物の手によって、一重の子は二重にされなければならない」と、法により定められているとのこと。

　俺は男だから大丈夫だろうと説こうが、メイド達たちが泣きじゃくるのを止めないので、俺が重い腰をあげなければならなくなった、と言うわけである。

　裁判施し設せつでならどこでも手続きが出来ると言うことだったので、城に隣りん接せつしている大法廷を、こうして訪れているのだった。

　厳おごそかな廊ろう下かに、ドアが並んでいる。開け放たれている幾いくつかを覗きこむと、どれもこれも、無人の法ほう廷ていだった。

　どうやら、大法廷というのは最高裁的な施設というだけでなく、地裁、家裁レベルを扱う小しよう法ほう廷ていの集合施設という側面もあるらしい。

　正直、外観の荘そう厳ごんさから、まぶたを二重にしてくれなどと頼たのみに来られる場所ではないのではないかと思っていたが、心配の必要も無さそうであった。

　職員でも通りがからないかと思っていると、小法廷の一室から、声が漏もれていることに気付く。

「せーしゅくに、せーしゅくに！」

　聞き覚えのある声だった。

　嫌な予感がして覗きこむ。

　予想の範はん疇ちゆうだったのは、声の主がミサだったことのみだった。

　裁判長席に座るミサ。静せい粛しゆくを迫せまられているのは、十二個のベビーベッドに寝ねかされた赤あかん坊ぼうたち。その間をマルコが飛びまわって、必死にあやしまわっている。

　そして被ひ告こく人にん席に、シェリリー・シュシュ。

「修道院系ファッションのカリスマ、シェリリー・シュシュ。女め神がみを祀まつる修道女でありながら、最近、自分の色を出し過ぎて、本来の教義から外れてしまっているとの報告が入っている」

　きっとミサは、自分の出せる限界まで低い声で、勝負していた。

「女神から与あたえられた、大裁判長権限と乙おと女め心ごころでもって、厳正かつランダムに選ばれた十二人の陪ばい審しん員いんたちの意見を代理し、妾わらわが判決を告げる」

　手にしたハンマーで、机を叩く。

「極きよつ刑けいに処す！　被ひ告こくは、『お腹なかに赤ちゃんが出来た際、意い気き揚よう々ようと妊にん娠しんヌード写真集を出版すべし』の刑けい！」

「おーおか裁き！」

　裁判長席の隣となりには、何故かドラムセットが設置されている。

　マルコは、赤ん坊ぼう達たちの元からいったん離はなれ、ドラムセットに近寄ると、隠し持もっていた二本のハンマーで以もつてドラムロールを決めた。そして、泣き声を強めた赤ん坊達の元へ、蜻蛉とんぼ返がえり。

　見てはいけないものを見てしまったと、ドアを閉じ、立ち去ろうとした。

　しかしドアが閉まりきる寸前、ミサと目が合ってしまった。

　俺は観念し、ミサの元へ歩み寄る。

「……サバサバしたレディは？」

「さっき、陪審員の満まん場じよう一いつ致ちで、ルイ君が『ボサノバしたレゲェ』を聞き間ま違ちがえたってことになったよ」

　答えたのはマルコだった。

　ミサが、シェリリーを被告人席に座らせ、こんなことをしている理由には流石さすがに見当がつく。

　しかし何故、マルコまでがわがまま姫の悪ふざけにノリノリであるのか、という話である。

「ゥチだってまだルイ君女装させたコトないのにとか、そういう私し怨えんゎ関係ない……マルコ、マルメコまれたわけじゃない……」

「がぶまるは……法を、愛してるんだねっ！」

　茶番で誤ご魔ま化かそうとしている二人をねめつける。

　ミサはたちまち空気をしぼませ、両手人差し指を突き合あわせながら言いわけを始める。

「だって、思い出したら腹が立ってきたんだもん」

「それにしたって……司法権使って嫌がらせか」

「うっさい！　ルイもルイだよっ！　結局妾わらわより服売りやがって！」

　雄お叫たけび……雌め叫たけび？　をあげたミサが、聞く耳持たないモードに突とつ入にゆうする。

　マルコは再び、泣き声をあげ始めた赤ん坊達の元に、舞まい戻って行った。

　仕方なく、俺は唯一、まともに会話が出来そうな役者の元へと歩み寄った。

「お久しぶりね、私の蝶ちよう々ちよう」

　シェリリー・シュシュは、極刑（？）を言いい渡わたされてなお、優ゆう雅がであった。

　傍かたわらの、折りたたみ式簡易テーブルとティーセットは、彼女の持ち込みだろう。

　澄すんだ琥こ珀はくを口に含ふくむ様を見て、やはり、人間は日ひ頃ごろ食べているもので作られているのだな、などと言うことを実感する。

「裁判所にご用事？」

「……まあ、野や暮ぼ用ようだ」

「野暮用で、最高法廷に？」

　薄うすく、微笑む。

「……ジャムを届けに来てくれたのかと思ったわ」

　ロシアンティーが飲みたい気分だ、と言う意味だけではないことくらい、察しがつく。

　俺にはどうすることも出来ませんよと言いかけた口を、噤つぐんだ。

　シェリリーのこの境きよう遇ぐうをどうにかしてやりたいと思う気持ちが自然と湧わきあがることに気付き、それがいかに何の義理でもないことかというのを、慌あわてて自分に言い聞かせねばならなかった。

　誰かを助けたいと願う気持ち。

　そんなもの、深い繋がりのある相手に対してでなければ、抱いだけるはずもない心情であろう、と。

「今気付いたが、この世界の赤ん坊って、どうやって生まれてくるんだ」

　赤ん坊達を寝かしつけようとしている二人の即そく席せきギャルママに目を向け、俺は話を逸らした。

「どうって？」

「俺のいた地球では、その、男の存在が不可欠だった。……姉貴が神やってる世界で、ｉＰＳ細さい胞ぼうの研究が進められてるとも、思えない」

「ああ、そういうこと。シンプルよ。女同士の友情が極限に達すれば、どちらともなく、妊娠するわ。ルイのいた世界ではどうだったか知らないけれど……変わっているように見える？」

「すごく。処女懐かい胎たいのバーゲンセール。修道女はやりがいがありそうだな」

「……続けられれば、ね。まさかあの娘むすめが姫だったなんて」

　シェリリーは、ミサを見み遣やった。

「店に来た時と今では、まるで別人のようだわ」

「そうか？」

　反射的に疑問を呈ていす。だが俺は、スカートを押さえさせたり突き放はなしたりと、他者に慮ることなく自由気ままなミサに対する感情が、確かに、あの日に限ってさえ首しゆ尾び一いつ貫かんしたものでは無い事に、改めて気が付かされてしまう。

「ビショップ・リリーで、私や他の蝶ちよう々ちよう達たちが、ミサという名を聞いてなお、彼女が姫だと気付けなかったのは、そういうことよ。貴方あなたが女神の弟とはいえ、誰かを守るため、私相手に身体を張るようなイメージは誰も、姫に持ってはいなかったのよ。我わがままで、国民であるギャル達を守る意思に欠ける姫だと、聞いていたわ。噂うわさでは、ね。……彼女にとって、貴方はどうやら、とても特別な人のようね」

　シェリリーは今のミサを見て、噂の中のミサの方がどうやら本当らしいと、納なつ得とくしたようだった。ビショップ・リリーで見せた、人を守るために奮ふん闘とうしたミサの様子の方がイレギュラーなものだったのだろう、と。

　シェリリーの目線から見れば、そう言った理屈に辿たどり着つくのが自然だ、というのは分かる。ミサにとって特別で無いが故ゆえに、シェリリーは今、大法廷の被告人席に立っている、と言うわけである。

　だが、その考え方の土台には一つ、明確な欠損がある。

　ミサが俺をそれ程までに特別と思う動機に全く心当たりが無い、ということだ。俺を召しよう喚かんした者としての愛着、責任というやつに俺がピンと来ていないだけ、と説明を付けることも出来るが、やはり感覚としては腑ふに落ちない。

　俺を守ろうと奮闘して見せたミサ。そして、世間に溢あふれる噂の中に成立したミサ像。

　溌はつ剌らつとしたミサの人格に見みえ隠れする不調和。俺の心に、悶もん々もんとした感情が浮うかびあがった。

　シェリリーは俺に対し、やっかみを僅かにでも持っている様子は無い。

　ミサがビショップ・リリーで俺を守ったのが私情なら、この裁判も私情であり、いわば俺とシェリリーは贔屓ひいきされた側とされなかった側と言うことになるが、シェリリーの様子は涼すずしげに見えた。

　自らの身に降りかかったアクシデントに笑って対処出来るのは、経営者のスキルだろうか。それとも、店員達の姉役としての愛あい嬌きようだろうか。だがそこに、雨あま染じみの様に点々とした陰かげりがまとわりついているのを、俺は見み逃のがさなかった。

「故郷に帰って、実家の紅茶園でも手伝おうかしら。それだって有意義よね。置かれた場所で咲さきなさい、というやつだわ」

　台詞せりふは少しパクリ臭くさかった。しかし不覚にも、胸を揺ゆさぶられてしまう。

　貴女あなたは俺を蝶々と呼んだ。俺はともかく、花を楽しみにしている他の蝶々に対する責任は無いんですか。

　そんなことを聞きたい衝しよう動どうに駆られる。

　シェリリーは、赤ん坊が自分の名前を呼んだだのと遠くで喚わめいている阿あ呆ほう二人による理り不ふ尽じんに対し、強がっているだけであるのは間違いないというのに。

「そうだ、もしよければ、ぜひ聞きたいことがあるの。修道女として最後になるかもしれない説法のネタを、ルイから仕入れさせて頂けない？」

「……構わないが」

　シェリリーは、急に砕くだけた様子になった。

　まさか、俺が彼女を心配している、などと誤解したわけではないだろうけれど。

　聞きたいこととは、何だろうか。

　男の生態や、地球のファッション理念などについてだろうか。

　答えられない話題が多そうだなと、身構える。

「お姉さんを妊娠させた時って、どんな気分だったの？」

　ガードの下から打ち込まれたアッパーカットに、顎あごが、震ふるえる。

「……はい？」

　絶句とは、この事である。シェリリーの口にした質問一つで、パンチドランカーになってしまった。至し極ごくまっとうな反応をしているはずの俺に対し、何故なぜかシェリリーの方が首を傾かしげる。

「これに、書いてあるのだけれど」

　シェリリーがハンドバッグを漁あさり始める。

　取り出だされたるは、一冊の本。

　このサヴァンギャルドという世界には余りに不ふ釣つり合いな、日本の現代出版装そう丁ていの為なされた、ハードカバー。

　表紙は、ビショップ・リリーで見たようなサヴァンギャルド語でなく、見慣れた、日本語と英語だった。

　題名はこうだ。

　Ｒｅａｌ Ｌｏｖｅ ～女神の恋こい～　著者　ｍａＲｕｋｏ

「……」

　俺は、黙だまってページをめくる。




『これを読んでる、アナタ……大切なヒト、いますか……

　ウチにも、いました……

　これから話すのは、百パーセント真実の、恋の物語。

　ウチとＲＵＩの、禁断の愛……

　かぎられた時間を、せいっぱい大事にした、ふたりの物語……』




　ページをめくる。




『チガゥ……この男は、他の男とは、チガゥ……

　出会いは、ウチが七歳さいの時。

　ＲＵＩは……ゼロ歳。

　ウチは、自分の人生、暗くら闇やみだって、思ってた……

　そんなウチを助けに、ＲＵＩは来てくれたんだよね……

　ママの産道っていう暗闇を、泣きながら出てきてくれた……

　３３５０グラムの、王子様……』




　ページを、めくる。




『「あー、めっちゃフレンチトーストくいたいし！」

　ウチが、高校生のとき……遊びに来てた三人の友達の……一人が言った。

　マリっていう、あばずれで有名なコ……援交とかもしてるって悪いうわさもあったけど、なんとなく、付き合ってたコ……。

　そんなコと付き合いがあるってＲＵＩに知られたくなくて、家に来てるの、隠し通とおそうとしたんだけど……うちら四人と、ＲＵＩ、廊下で、ばったり。

「これ、ｍａＲｕｋｏの弟……？　ちょっとタイプー！」

　ＲＵＩに近づくな、アバズレ！

　叫さけぼうとしたけど、勇気でない。

　ＲＵＩ、とられちゃう……。

「うるせー、アバズレ！」

　でもＲＵＩは、四人の中から、すぐにウチを、抱きしめてくれた……

「ｍａＲｕｋｏ……今日からお前、俺の恋こい人びと決定なっ。知ってんだぞ。俺おれ達たち、本当の姉弟きようだいじゃねえって……！」

　バレちゃ、しょうがない。

　その夜、ウチとＲＵＩは、初めて一つになった……。

　恋人になった……』




　ページを……めくる。




『「堕おろすしか、ねーだろ……」

　酷ひどいよ……ＲＵＩ。二人の、愛の結けつ晶しようなのに……

　ウチは、一人で育てていくことに、決めた……』




　ページを……




『モルヒネ……

　ＲＵＩはいつも、ウチがクスリなんてやめよーって言ってもこんぐらい大したことね―って、やめてくれなかったね……

　そんなＲＵＩは、今、不治の病、末期治ち療りよう……

　いつも使ってたのより、何倍も太い注射器がベッドの横の装置に取り付けられてて、チューブで、ＲＵＩの腕うでに繋がってる……

　中身は、ＲＵＩの大好きだったモルヒネ。

　時々、お医者さんが、注射器をプッシュしに来てくれる。

　けど、ＲＵＩは全然、幸せそうじゃない……

　ウチは意識の無いＲＵＩの身体を、病院から引きずり出す。

　チャリのちっちゃな荷台に、栄養点てん滴てきで太っちゃったＲＵＩの身体を括くくりつけて、逃にげてく。

　どこまでも、どこまでも……』




　そうして、ＲＵＩは死んだ。

　これ以上めくる我が慢まん強づよさは無かった。

　怒いかりをこらえつつ、シェリリーに尋たずねる。

「この本は…………どれくらいの人間が、読んでるんだ」

「読んでない人の方が珍めずらしいと思うわ。聖書だもの」

　シェリリーの私物であることも忘れ、気付けば手にしていたハードカバーを、床ゆかに叩たたきつけていた。

　裁判長のハンマーより、ドラムロールより、響ひびく。

　マルコとミサが、驚おどろいた表情でこちらに振り返かえる。

　俺は本を拾い直すと、マルコに、ゆっくりと近寄って行く。

　逃げようとしたマルコの背中が、壁かべに突つき当あたる。

　俺は詰つめ寄より、マルコの顔の横すれすれに。張り手を突き出す。

　壁が大きな音を立てる。赤ん坊達さえ、雁がん首くび揃そろえて真顔を作る。

　マルコが、震えた声を漏らす。

「壁……どん……？」

「そうだな。だが俺はどちらかと言えば保守派だ、多分、姉貴の考えている方の意味じゃない」

　俺は、ハードカバーの表紙をマルコの眼がん前ぜんに突きつける。

「これは、何だ」

「………………せーしょ」

「ケータイ小説だよなあ！」

　俺の迫はく力りよくに、さしもの能天気が売りのマルコも、目を強く閉じずにはいられなかった。

「横書き、口語をさらに砕いた文体、画面スクロールに配はい慮りよしたクドいくらいに多めの改行、延々と描びよう写しやされ続けるストレートな心理、いじめ、援えん助じよ交際、妊娠、堕だ胎たい、病死する男にシングルマザーオチ！　ゼロ年代文芸シーンにおいて一大ムーブメントを巻き起こし、ギャルを中心としたティーンエイジャーからは絶賛され、既き存そんの小説ファンからは大ブーイングを受けた…………もはや古き良き、『実話を元にした感動のラブストーリー系』ケータイ小説だろーがあああああっ！」

　ここまで、一息である。

　されども、気き炎えんは吐はき出し足りず。

「ええこら！　誰だれが誰と一つになったって!?　妊娠線見せてみろや！」

　俺は力に訴うつたえ、マルコの腹をまさぐる。
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　マルコは、まるで少女のような悲鳴を漏らして身を捩よじる。

　しかし俺の繰くり出す壁ドン連打に阻まれ、飛び立って逃げることもかなわない。

「誰が不治の病で死んでんだこらぁ！　地球で一人、たくましく生きぬいとったわ！　じゃあ何か？　この世界のやつら今全員、俺の事、姉孕はらませて堕おろさせたクズだと思ってやがんのか！　そんで俺のこと、灰から蘇よみがえったやつだと思ってんのか！　近親相そう姦かん、復活。期せずして半はん端ぱに背せ負おった神話的背景を！　ハードルの高さを！　事前に何一つ説明せずに、俺をよく、あのバカ姫ひめとの買い物に付き合わせて人の目に触れさせてくれたもんだな、ラアアアアアアっ！　……そもそも何で、俺が母さんから出てくる所を目撃してんのに、中ちゆう盤ばん、義理の姉弟だって明らかになるんだよ……こんなんがどうして広まった、誰も疑問に思わねえのか」

「やめてよぉ……！　そういう所を、七代にわたって研究してる人達とかもいるせいで、今いま更さら直せないんだよぉ……！　ごめん、ごめんねぇ……お姉ちゃんぉゅるしてょぉ……」

　マルコはとうとう、十三人目の赤ちゃんになって泣き始めた。

　俺はもう、あきれ果て、自分がなぜこんな場所にいるのかも何がしたかったのかも、分からなくなっていた。

「中立に……シェリリー・シュシュの話を、聞いてやれ」

　やりきれず、裁判長席に置かれたままになっていたハンマーでシンバルを思い切りぶっ叩き、俺は法廷から去った。










「私の蝶々！」

　法廷から飛び出し、最初の曲がり角に差さし掛かかった時だった。

　後ろから、呼びとめられる。

　振り返ると、今しがた俺が出て来たばかりのドアの前に、シェリリー・シュシュが立っている。

「無罪を勝ち取ってきたわ」

「早えな！」

　ミサとの戦せん闘とうですら見せなかった早歩き。表面張力ぎりぎりの美しい動作で、俺に近づいて来る。

　俺を蝶々と呼ぶシェリリーの周囲にこそ、大人の無む邪じや気きさが、燐りん粉ぷんとして舞っているようだった。

「ルイのお陰なんでしょう？　助けられちゃったわね」

「……べ、別に。お前のためにやったわけじゃない……シスターのお前に恩を売っておいて、聖書出版廃はい止しの際に、協力してもらおうと思っただけだ」

　まぎれも無い本心である。

　というのも、そう言った打算以外に、シェリリーを助ける理由が俺に在るとは思えなかった。

　衝動に、後から消去法で動機付けを行うのは滑こつ稽けいだろうか。

　そんな疑問から、俺は意図して目を逸そらし、内心の冷れい徹てつさに保険をかける。

「第一章、十三ページ、第二節。『チガゥ。この男は、他の男とはチガゥ』……お礼、と言ってはなんだけれど」

　シェリリーが、俺の両頬ほおを手の平で挟はさんだ。

　間近で見るシェリリーの顔が予想よりずっと幼く見えたことで、ビショップ・リリーから今まで、俺が碌ろくにシェリリーを直視していなかったことに気付かされる。

「ファッションモデルとして、シスターとして。開かれた眼は、あなたにこそ相応ふさわしいと思うわ」

　自分が、幼い少女にされてしまったような、錯さつ覚かく。

　シェリリーの唇くちびるが、顔に迫って来る。

　こんな俺でも純潔が惜おしいのか、反射的に唇をすぼめ、巻きこみ庇かばう。

　しかし、優やさしく笑いかけながら彼かの女じよが唇を押おしつけようとしてきたのは、何と眼球だった。

　唇に起こった反射よりもさらに鋭するどい、肉体を保護するための本能で、瞳ひとみを閉じる。二つの瞼まぶたの上に、それぞれ押しつけられる。

　糊のりで貼はられたように、目を開けることが出来なくなる。

　唇から洩もれる、からかうような吐と息いきだけを足あし跡あとに残し、エルダーシスターが歩き去る。

　完成されたモデルウォークテンポの足音と共に、シェリリーが離れていく。

　俺は、自分が反転する感覚に襲おそわれる。

　ギャルスレイヤーに変身する時の感覚に似ていたが、そうではなかった。

　眼球よりも柔やわらかい、初めて味わう女性の唇の感かん触しよくに、汗かん腺せんが沸ふつ騰とうしていたのだった。




　帰る道中。

　俺は、小法廷の一室の前を通り過ぎる。

　無人の部屋が続く中、ドアの隙すき間まから一いつ瞬しゆん、裁判長席に黒い靄もやが立っているのが見えた。

　浮かれた眼球の見み間ま違ちがいには、どうしても思えなかった。







幕まく間あい　スレイヤーダイアリー







　日記へ。

　あるいは、いかなる世界においても平等に揺るぎなき白紙に捧ささぐ。

　憎にくき我が姉、丸まる子こ……ガブリエル・マルコの作りしサヴァンギャルドなる世界での生活も、十日が経過しようとしている。

　シェリリーから施ほどこされた口づけ……二重まぶた整形手術の経過は、順調だ。

　色々な事があったが、今俺が最も危き惧ぐしていることを、記しておく。

　地球にいたころ、つまり、渋しぶ谷や、原宿で活動していた際の二にの舞まいになるのではないか、と言うことだ。

　この世界に、ミサに呼び出された日、マルコから一夜干しにされた際は、あの姉を全ぜん裸らで呪のろったものだが、ここに来て、あの時の経験を逆にありがたく感じ始めている自分がいる。

　トラウマとして、この世界、そしてギャルに対する嫌けん悪お感を刷りこみ直してくれたことには、感謝しなくてはならない。

　姉に比べると、ミサやシェリリーなどのやり口は特に悪質である。

　俺と対等な立場で会話する振ふりをして、俺の心内にある憎しみを溶とかしつくそうとしているのだ。

　シェリリーは、俺がギャルスレイヤーであることを知らない。

　ミサは、決定的に螺子ねじが緩ゆるんでいる。

　故に、意図して、俺のギャルに対する敵意を挫くじいていると言うわけではないだろう。

　日本にいたころは、過か剰じようなメイク、ウィッグ、染せん髪ぱつを施されたギャル達のことを、サイボーグ……人を土台とした人造物であるように捉とらえていたが、その認にん識しきは今後、サヴァンギャルドで活動を続けていくにあたっては、改めていかなければならないだろう。

　このサヴァンギャルドにおいて、ギャルは自然物なのだ。

　太陽と、大気に満ちる女子力が常時、殆ほとんどヘアサロンカラーマシンと同様の効果を少しずつ発揮し、少女達の髪かみを、それぞれ相応しい色に染め続ける。

　聞いた話が、ピアス穴を開けたまま生まれてくる者もいるという話である。

　そんな世界であればこそ、自然の意思の様なものが、シャーマニックにギャルの無意識に働きかけ、俺の精神を攻こう撃げきさせている可能性も高いのである。

　自覚無く、トロイの木馬をやっている恐おそれのあるミサとシェリリーには、今後要注意。

　城の文官やメイド達にも、警けい戒かいをしておく必要がある。

　俺がこの世界に来た際の服……赤と緑のチェックシャツにブルージーンズだが、地球から持ってきた唯ゆい一いつの品々だから復刻してほしいとメイド達に頼んでみた所、サイズまで元のままに、仕立て直してくれた。のであるが。頼んでもいない黒いベストまで、何故か付いてきた。「なんだこのベストは」と聞くと、「ベストじゃなくてジレと呼んで！」と総突っ込みを受ける羽目になった。何でも、俺の要望したコーディネートで城内をうろつきたいのなら、このベストを羽織るのが条件だ、とのこと。さもなくば、城内のドレスコードを乱す者として、姫と女神が許しても私達が許さない、などと言われてしまった。以来、我が慢まんして身につけてやっていたのであるが、メイド連中、何とベストの前のボタンを留とめても怒おこるのである。言う通りにしてやっているのだが、三歩歩くごとに翻ひるがえる裾すそを直すのに気を取られるせいで、このままではおかしくなりそうだ。おまけに、せっかく作りなおして貰もらった赤緑チェックシャツ自体も、マルコから「シーズンじゃない」と否定されてしまった。千年も地球を離れていたくせに小こ癪しやくにも、マルコはクリスマスの習慣を覚えていやがったのである。

　このままでは、渋谷、原宿の時の二の舞、つまりギャル達に舐なめられたまま、アンチギャル活動をアンチギャル活動として受け取ってもらえなくなるという事態に陥おちいりかねない。

　よくよく考えれば、この世界に男が俺一人である以上、コスチュームに身を隠かくそうが、ギャルスレイヤーが俺であることは一瞬でバレてしまうだろう。

　もうすでに初日に、変身した姿をギャルの前に晒さらしてしまっている。

　次は何としても、ギャルスレイヤーをギャルの敵だと、サヴァンギャルドのギャル達にはっきり認にん知ちしてもらえるような、派手な活動の場での変身にしなくてはならない。

　そろそろ行動を起こしたいが……異世界におけるギャルスレイヤーの正式なお披ひ露ろ目めに相応しいシチュエーションのアイデアが、中々に思いつかない。

　俺の熱意が通じたなら、どうか日記さん、天てん啓けいを下さい。

　今日の日記、終わり。明日へ続く。







第八章　彼女が水底へ置き去りにするもの







　早朝の静せい謐ひつな空気にも、最近は癒いやされることはない。

　知る限り、この城で早起きの習慣を持つのは俺おれを含めて二人だけだ。もう一人の人物に鉢はち合あわせしないように気を付けてさえいれば、今なら、どこにだって侵しん入にゆうすることが出来るだろう。

　城の廊ろう下かを、一人で歩いていた。

　夜明けまでもう間もないだろうことを、肌はだで感じている。

　黎れい明めい直前の闇やみというのは、人々が寝ね静しずまった直後の時間帯よりずっと沈ちん黙もくに近い。それは、起き床しようする直前の人間の寝ね息いきが一番穏おだやかだからだと、俺は勝手に思っている。

　いまだ沈しずむ太陽。

　地平線を乗のり越こえ滲にじむように溢れてきた光が、ほんの少しだけ、夜が一度完全に染め切ったはずの廊下に溶け、闇を薄めていた。

　俺にとっては十分な光量だった。

　目を凝こらさずとも、廊下の端はしまで見通すことが出来る。

　城の中でも、あまり日頃は近寄ることの無いエリアを訪おとずれていた。

　というのも、この近くにはミサの執しつ政せい室があるのだ。好き好んでミサに接せつ触しよくしたくもなかったので、日中は敬遠しがちだったのである。

　ビショップ・リリーで、ミサと共にマネキンになった時の事まで一いつ旦たん記き憶おくがさかのぼる。俺は、すぐに余計な回想を断たち切きって、本来の目的を思い出す。

　そうだ、ギャルスレイヤーとして、このままではこの世界のギャル達たちからも、敵として認識してもらえないまま終わるのではないかと思ったから、だ。

　少しでも有益な情報を収集出来ればいいと、こうして誰もいない城の中を散策していたのだった。

　廊下の中ほどで足を止める。

　さすが姫の仕事場の近くと言うべきか、俺はあっさりと、何やら重要そうな部屋を見つけてしまった。

　ドアプレートに、サヴァンギャルド語で宝物庫と記されてあった。その下には、さらに『立ち入り禁止』の文字。

　俺の口元に、自然と笑えみが浮かぶ。

　まさしく、こんな朝に人目を忍しのんで探たん索さくするにはうってつけのターゲットだった。

　鍵かぎがかかっていたら面めん倒どうだと思ったが、あっさりとドアは開いた。

　滑なめらかなドアノブの感触とは裏腹に、日常的には誰も利用しない部屋なのだろうか。空気は嫌いやに埃ほこりっぽい。

　恐らく宝物なのだろうと思おぼしき物品達は、あまりにも乱雑に、床の上にも散らばっていたため、俺はそれなりに気を遣つかうことになった。

　くすんだ香こう水すい瓶びん、折れたヒール。豊胸用と思しき一いつ対ついのシリコンバッグが乗せられた台座には、「自然の法則に逆らいおっぱいを大きくする闇の魔ま術じゆつの品。左右の形が違ちがうのを気にするのなら～」などと、長々と解説が書かれていた。

　いずれも、マニキュアから魔ま法ほうを発射する女達の認にん定ていした『お宝』である。

　何がきっかけで、想像外の事態が起こるか分かった物では無い。といっても、こんな乱暴に管理されている品々に、小指の先をぶつけることを恐こわがる必要があるのかどうか……。

　結果として、俺は随ずい分ぶんと長く宝物庫に入いり浸びたることになった。

　日本に点在する適当なおみやげ屋に売られているような竜たつの巻き付いた宝ほう剣けんを、実用に耐たえうるロングソード大にしたものが置いてあったため、せめて素す振ぶりをしてみたいという欲求に逆らえなかったのだ。一振り始めたらもう止まらず「ギャル的に、この剣けんはダサくなかったのか。いや、そんなダサい品をモチーフに作られた真しん剣けんだからこそ、これはいわゆる『あえてハズしている』というやつなのか……」などという思し索さくに没ぼつ頭とうしてしまったのである。

　やがて、窓の外に見える夜が白み始めた。

　本日の収しゆう穫かくは、ギャルスレイヤーとて男の子なのだということが分かっただけだった。

　時間を無む駄だにした。

　かといって、さして反省することもなく自室に戻もどろうとした、その時だった。

「……ん？」

　部屋から出て行く直前。

　入口脇わきの台座に置かれた水みず甕がめに視線を奪うばわれる。

　甕かめは、どこもラメでデコられたりはしていない。いかにもギャル趣しゆ味みであった他の宝物達とは異なり、ただの地味な金属器に見える。

　ギャルだらけの世界に一人飛ばされた自分と、重ね合わせてしまったのかもしれない。

　無む性しように気になってしまい、甕の中身を覗のぞきこむ。

「……ただの水、か？」

　甕の底まで透すき通っている。埃も浮いていない。

　手で扇あおぎ匂においを嗅かいでみるが、無む臭しゆう。もっとも、香こう水すいの原液などであったならば、部屋に入った瞬しゆん間かん気付いていただろうが。

　俺は試ためしに人差し指の先せん端たんで、張られた水の表面に触ふれてみる。

「うわっ！」

　正直、雨あま漏もり対策か何かなのだろうと油断し切っていたため、驚かされることになった。

　俺が人差し指で触れた瞬間。

　透とう明めいだった水が、一瞬にして黒く染まったのだ。

　俺は思わず飛とび退のく。だがそれ以上、火花が散るだとか甕が爆ばく発はつするだとか、そういった変化が起こる気配が無かったため再び、恐る恐る甕の中身を覗きこんだ。

「……！　これは……」

　俺は、甕の中身に、どのような変化が起きたのかを悟さとりつつあった。

　先さき程ほどと同じように……否、指の先端だけでなく、第二関節辺りまで使って掬すくいあげるようにして、黒い液体を人差し指に纏まとわせる。

　手の平までゆっくりと垂れる粘ねん度どに、確信する。

　何の匂いもしていなかった宝物庫の中に、芳ほう醇じゆんな香かおりが満ちようとしていた。ただし、パフューム等のような系統ものではない。

　磯いその風味だ。

　俺は、品性をかなぐり捨て、人差し指に舌を這はわせる―――

「これは、イカスミ…………！」

　間ま違ちがいなかった。それも、かなりの上物。しかも粘ねん性せいからして、スルメイカでなくヤリイカのものだ。

「……神よ」

　サヴァンギャルドの女め神がみが誰であったかも忘れて、俺は口から感かん嘆たんを漏もらしていた。

　というのも、この俺、奈な々な倉くら瑠る衣いはイカスミ料理が大好物であり、地球にいた頃ころは、イカスミを豆乳で割って飲む程ほどにまで熱ねつ狂きようしていたのだ。

　気が付くと、甕を両手で持ち上げドアを出て、調理場に向かっていた。

　思うに、この時点で俺は、このイカスミの放つ奇き妙みような魅み力りよくの虜とりこになっていたのだろう。

　ただの真水がイカスミに変へん貌ぼうした理由などについて、全く考えを巡めぐらせていなかった。

　調理場に入った俺は並ぶ石いし窯がま全すべてに火を入れ、小麦粉をこねにこねた。

　取とり憑つかれたように、イカスミピザの制作に没頭する。

　我ながら慣れた手て際ぎわだった。渋谷、原宿にギャルスレイヤーとして出動する前日の夜には、いつも願がん掛かけに作って食べていた位なのだから、少々のことで腕が鈍にぶるはずもない。

　かくして、十枚の生き地じが完成する。

　イカスミを練りこんだ黒い特製生地。どうしても朝食に味わいたかったため、今回は無発酵タイプ。ソースも、シンプルなイカスミベースをチョイス。存分に好物の風味のみを味わえる仕様というわけである。

　自分の嗜し好こうがナポリ風であったことを幸いに思った。ローマ風は生地が薄うすくとも、低温で焼きあげるため時間がかかるのである。久しぶりのイカスミピザだ。窯かまの前で理性を保つ時間は、少しでも短い方が良いに決まっていた。

　だが、ジレンマの原因は他ほかにも残されていた。

　窯の中の炎ほのおを見み詰つめる。

　今すぐにでも生地を突っ込んでやりたかったが、焦あせりは禁物なのだ。

　炎自体の温度は高くとも、窯全体が温まり切るにはまだ時間がかかるのである。

　俺は、ピザに逸はやる気持ちを抑おさえつつ、時間を有効活用できる方法は無いかと考え込む。

　ある名案を思い付いた。

　この空き時間に、サヴァンギャルドにおけるギャルスレイヤーとしての初仕事を果たしてはどうか。

　生地を十枚作った時点で、甕の中のイカ墨すみは半分にまで量を減らしていた。

　これ以上ピザを焼いても、さして日持ちする物でもなし、無駄になるだけだろう。

　かといって、これほどのイカスミをただ廃はい棄きするというのも当然、気が引ける。

　脳のう裏りに、俺と同じく早起きの習慣を持つ少女の姿が浮うかぶ。

　随分軽くなった甕を抱かかえ、俺は調理場を出て行った。










　ミサ・ファインハーヴが、城じよう壁へきを囲む水みず堀ぼりで水泳を楽しむ習慣があることは、この城に住むものなら皆みな知っている。

　城で生活していると、ミサが水に飛び込む音が時々遠くから聞こえてくることがある。

　遊泳の際には、城壁の門番かメイド達から付つき添そわれるのが常だったが、ミサはそれを内心疎うとましく思っていたに違いない。

　誰もいない早朝に散歩している時、ミサの姿を遠くからよく見かけるのだ。

　こちらから声をかける事もなく、また、俺がミサから見つかってしまったことも無かったのだが。

　最初、城から出てきて足早に広い中庭を横切り、堂々と城壁の方に向かって行くミサを見た時には驚かされた。お忍びで街に向かっているのか、と思ったのだ。城からの外出を禁じられてはいるものの、俺が思っていたより厳格に管理されているわけではないのかと訝いぶかしんだ。しかし直後、俺は自分の推測が間違っていたことを知った。聞き慣れた、水に飛び込む音がして来たのだ。朝だからか、非常に良く響いていた。だが不思議と、寝ねている誰かを起こしたことはないだろうなとも感じさせる音で、ししおどしのような風ふ情ぜいさえあったことを覚えている。

　その時、俺はミサが、一人きりで遊泳を楽しむために早起きしたのだということを知ったのだった。

　俺しか知らない、ミサの秘密。

　ミサはかなりの頻ひん度どで早朝、水堀へと向かっている。

　見通しの良い中庭を経由するせいで、城門をくぐるその瞬間をこの目に納めるまで後をつけたことは無かった。しかし、水に飛び込む音が聞こえて来る方角は毎度決まっていた為ため、どの城門で待まち伏ぶせれば良いのかは分かっていた。

　城壁に備えられた階段を上り、俺は西門の上で仁に王おう立だちしていた。足元には、イカスミの入った甕を置いている。

　計画は単純明快だった。

　まず身体を伏ふせミサを待ち構える。

　ミサが城門を通って外に出た瞬間、その頭の上に、甕の中のイカスミをぶちまけてやるのだ。急なことに、ミサも女子力のバリアを発動させる暇ひまはないだろう。

　金きん髪ぱつは、イカスミにより黒く染まる。ミサは堪たまらず、犯人探しに頭を回す前に、堀ほりの中に飛び込んで洗い流すはずだ。その隙すきに俺は、甕を堀の中に捨て逃とう走そう。セピアの染せん料りように使われることもあるとはいえ、さすがにイカスミはすぐに洗い落とされるだろうが、国の象しよう徴ちようたる姫の金髪を黒く染めると言うのは、有効な予告状となるはずである。この忌いまわしき世界にまかり通る「ギャル文化」に対し、お前を害するものがいるぞと知らしめる狼煙のろしの役割を、十全に果たしてくれるだろう。

　俺は、毎度ながら最高に冴さえた発想を生み出だす自分を内心で称たたえた。

　目を閉じる。

　想像は無限に広がって行く。

　そうだ、そしてミサ・ファインハーヴの髪にイカスミをぶちまけた後は城から逃走し、世界を破は滅めつさせるための修しゆ羅らの旅に出るのだ。俺は、己おのれのピザ職人としての腕うで前まえとギャル共の愚ぐ鈍どんさを秤はかりにかけ、俺が犯人だと露ろ見けんするまでに何枚まで焼いて持ちだすことが出来るだろうかと、真ま面じ目めに思考する。

　ふと、黒くろ髪かみになったミサの姿を想像してみる。

　頭の中の舞ぶ台たいに、リアルな高校の図書館が広がる。

　卒業資格を持っているだけで、高校など碌に行ったことも無いのに。

　黒く真まっ直すぐな、長い髪をしたミサが「何かお探しですか」と俺に声をかけてくる。ミサは図書委員なのだ。三秒前に始まった空想故ゆえに、俺には目当ての本などもちろん無い。ミサの胸むな元もとに抱えられた分厚い本に目が行く。俺は、その本の題名を聞きたくて堪らないのに聞けずにいる。声から照れを悟られるくらいなら仏ぶつ頂ちよう面づらの悪印象だけを抱いだかれた方がマシだと思って沈黙を貫つらぬいている。だが反面、目を逸らす等、自分からこの偶ぐう然ぜんを粗そ末まつに扱あつかう行動をとることもできない。見詰め続けるうちに、図書委員スタイルのミサの毛先が徐じよ々じよに金色とウェーブを取り戻そうとする。空気中の女子力とやらが俺の頭にまで入り込んで、姫を本来の姿に引ひき戻そうとしているかのようだった。

　最後に。

　本の題名、その物語の名前だけでも尋ねてみようかと、空想の中の俺が逡しゆん巡じゆんする。

　この世界に初めて来た日、ミサと結ぼうとした小指の先が、小さく疼うずいたような気がした。

　空想に、得も言われぬ苦味が走る。

　俺は悦えつに入った笑みを浮かべることで、この世界に来た初日、ミサに「黒髪にしてやる」と詰め寄った際に演じた醜しゆう態たいを、記き憶おくから切り捨てようとした。

　思考を再び、イカスミ計画に集中する。

「ククク……ミサめ。せめて天然染料にしてやったことを、ギャルスレイヤーに感謝するが良い」

「ルイっ！　勇気を出してっびー・あ・でびる！」

　突とつ如じよ、目の前から大きく声をかけられ、俺は堪らず飛び上がった。

　その拍ひよう子しに踵かかとで強く、甕を蹴け飛とばしてしまう。

　慌あわてて、俺は屈かがみこみ城壁から水堀を見下ろす。

　甕が水堀へと着水し、水柱を立てる瞬間が見えた。中空に撒まき散ちらされたイカスミも全すべて水面に吸い込まれ、城壁や草の上に黒色の点が僅わずかにも残ることは無かった。

　俺を絶望が襲った。

　落らく胆たん極きわまり、すぐさま怒り頂点に達する。

　俺は立ち上がり、後ろを振り返る。

　城壁内には大だい法ほう廷ていを始め、王城以外の施し設せつも多く建設されているため、多くの尖せん塔とうが目立つ。

　気付けば、俺が空想に耽たん溺できしている間に朝日は地平線から、とうに顔を出していたようだった。

　塔とう群の影かげに隠れているせいで、今の今まで気にとめていなかった。

　尖せん塔とう達たちの輪りん郭かくを濃こいオレンジの線が縁ふち取どり、群ぐん青じようから建物達を切りとっている。

　そんな情景を背にして、目の前にミサが立っていた。

　ミサは、俺の落らく胆たんと驚きを何一つ意に介かいさずに言った。

「大だい丈じよう夫ぶ。お堀は結構深いから、頭から飛び込んでも怪我けがしないよ」

「泳ぎに来たわけじゃない、お前と一いつ緒しよにするな！」

　どうやら、目を閉じ未来の空想に耽ふけっている隙に、城から出てきたミサは城門の上で仁王立ちしている俺を目に留め、悠ゆう々ゆうと近寄って来ていたらしい。

「……妾わらわが毎朝、お堀に来てたの知ってたの？　妾わらわを待って―――」

「ま、待ち伏せていたわけじゃないぞ！　朝の散歩をしていたらたまたまだ！」

　俺はミサを恨うらめしく思った。俺が目を閉じていたのを幸いに、ミサの方も足音を殺して俺に忍び寄って来たに決まっているのだった。

　ミサが、得意げに言葉を続ける。

「……ルイにだったら、教えても良いかな」

　またこれだ、と思った。

　俺がビショップ・リリーにて抱いた不安は的中していた。

　あの日からミサは、俺に対し目に見えて馴なれ馴れしい態度を取るようになり、こうして会話の端はし々ばしに、友情を前提としている節を、わざとらしくちりばめるようになったのだ。

　一方、俺の方からは徐々にミサを避さけるようになっていたのだが、ミサがそのことに気付く様子は無く、俺を見かけるごとに、どんなつまらない世間話でもふっかけてくる。

　そして俺はその度に閉口してきた。

　今この時のように。

　イカスミ計画もご破算になったことだし、このまま無言で立ち去ってやろうかと思った。が、これまで見たことの無い種類の神しん妙みようさを宿すミサの表情が、俺の足を止めた。

　元々、今朝の早起きは、ギャルスレイヤーとしての情報収集が目的だった。

　イカスミは台無しになってしまったものの、思わぬ拾い物が出来そうな予感を、ミサの口調は抱かせたのだった。

「妾わらわがよく、お堀で泳ぐなって怒られてるのは知ってるよね」

「聞いて無いが察している。今日までに、あれと同じのを二十八個も見つけた」

　俺は城壁の下、水堀の脇を指差した。『お堀で泳ぐべからず』と記された木製看板が突き刺ささっている。

「そう。皆ね、妾わらわがただダイエットのために運動してるんだと思ってる。お昼ごはんの後の腹ごなしに遊ぶ時なんかはそうなんだけど」

　ミサはそこでいったん言葉を区切り、声を落とした。

「誰もいない朝は、違うんだよ」

「違う？」

「絶対、絶対に秘密だからねっ！　ルイにだから話すの。誰にも言わないって約束できるよねっ！」

　俺は生なま唾つばを飲んだ。

　ミサは、首を左右に振って周囲に誰もいないことを確かめる。ミサの注意力だけでは不安だったので、俺も彼女に倣ならい、城壁の死角などに目をやり万ばん全ぜんを期した。

　ミサが、大きく息を吸い込んだ。

　そして、取り込んだ空気の量が勿もつ体たいなくなる程の小さな声で言った。

「二に度ど寝ね、してるの」

「……は？」

「妾わらわの身体を女子力のバリアが守ってるのは見たでしょ。あのバリアを発動させたまま水に入るとね、妾わらわの周りだけ水が弾はじかれて、空気のある場所が出来るの。妾わらわを包つつむ泡あわみたいになるんだよ。泡自体は浮き上あがって行こうとするんだけど、内側にいる妾わらわの重さのせいで段々沈んでいく。ガラスで出来たクローゼットに閉じ込められた気分で、ゆっくりゆっくり、水の中を降りて行くの。……ただ、ちょっとじれったいでしょ？　あっという間に底に着きたいから、妾わらわはここから飛び込むんだ」

　同じく水堀を楽しむにしても、早朝は城壁から飛び込むのがミサの常だったようだ。

　つまり、城門の上で待ち構えてしまった時点で、俺の作戦は破は綻たんしていたのである。

　朝の飛び込みが、いつもより大きく響ひびいて聞こえていたのも、早朝の静けさのせいで無く、ミサが高所から飛び込んでいたからというだけらしかった。

「堀の底で、仰あお向むけになって目を瞑つぶるの。水面がきらきらして、太陽が昇のぼりきったって分かる時間まで。……ここは最高のスポットなんだ。他の場所より一番遅おそくまで、夜が残り続けてくれるから」

　どうでも良い話だ、と思った。

　と同時に俺は、宝物庫でイカスミに魅み入いられた時と同じ感覚を、ミサの言葉に抱きかけていることに気付いた。

『何のためにそんなことをしてるのかが気になる』『俺には関係ない話だ』

　俺の身体を乗っ取りたがっている二つの気持ちを、ただ黙だまって見詰めている。

　澄すんだ空気を、朝日が温めていく。

「でもね、最近は……」

　ミサは言いかけて、一いつ旦たん口を噤つぐんだ。

　鬱うつ憤ぷんの片へん鱗りんが表に出かけたことを恥はじている様子に見えた。

　だが、らしくない忍にん耐たいは裏目となった。

　心の底。

　人には言えない感情をミサが眠ねむらせている事に、俺は勘かん付づいてしまったのだ。

「最近はね……あんまり、飛び込まなくても妾わらわ、平気になったんだ……」

　ルイの、お陰かげで。

　ここ最近におけるミサの俺に対する態度から、言葉の続きは容易に推測されてしまった。

　俺は、空想を膨ふくらませようとする心を、何とか押さえつける。

「もう、妾わらわが喋しやべってばっかじゃん！」

　城壁の上、空気は心地ここちよく清せい涼りようであるにも拘かかわらず、ミサは両手で頬を扇ぎ始めた。

「次はルイの番。……罰ばつとして、朝食をとりながらゆっくりとじゃなきゃ嫌だからね！　今日はメイド達も早起きみたい。ほら、かまどの煙けむりがたってる」

　俺おれ達たちが立っているのは西門、太陽が昇って来る方角とは逆側の城壁だった。堀と城壁の間の空間には、未練がましいとはっきり表現してしまえる薄さの闇が垂れている。

「窯かまに火を付けたのは俺だ。これからピザを焼くが生あい憎にく、俺一人分の生地しか用意してない」

「えー、ケチー！」

　俺は、自分が躍やつ起きになっていることに気付いた。不自然なほどに。

　ミサの隣となりを通り過ぎ、城壁から降りる階段へと歩いて行く。

「今度一いつ緒しよに飛び込んでみる？　妾わらわと一緒ならきっと、息苦しくなって溺おぼれたりしないよ」

　言葉を背中で受け止めながら、俺は反応を返さない。

　階段の一歩目に足をかける。

　ミサはもう少しゆっくりしていくようだった。










　城壁に囲まれた広い中庭。

　気持ち早足で横切って行く途と中ちゆうだった。

　夜というのは終わるまで長いものの、明け始めればすぐだ。

　濃かった青は見る見る薄れ、発色の良さを増して行く。夜の黒が空の中で咀そ嚼しやく、分解されているみたいだと思った。

　こめかみに、鋭い金属音が走る。

　直感が良すぎるのも困ったものだった。

　いつからだろう、迫せまる危機を、俺が意識するより先に身体が感じ取り、勝手に訴うつたえてくるようになったのは。

　反射的に身を投げ出し、俺は地面を転がる。

　一瞬前まで立っていた場所に、連続して落下してくるものがあった。

　薄い四角形の木箱が、きっちり十個。

　見み紛まがうはずもない。俺が調理場に用意していたはずの、ピザ用持ち運びボックス達だった。

　頭上を見上げる。

　空に、一点の異物。

　白い羽根をはばたかせ、こちらを見下ろしているマルコと目があった。その右手にイカスミピザの黒いピースが一つ、つままれていた。

　マルコは俺から目を逸そらし、顔を空に向けて言った。

「変な天気だね」

「しゃらくさいわ」

　どうやら、ミサと長く話し込み過ぎてしまったらしい。

　その間に、調理場に残してきたピザ生地とソースがマルコに発見されてしまったようだ。ナポリ風にしたのが、かえってアダとなっていた。マルコはピザの独どく占せんを目もく論ろんだに違いない。あっという間に焼き上げられてしまったイカスミピザは全て、空に持もち逃にげされかけたが、マルコは眼がん下かに俺を発見し、動どう揺ようでもしたのだろう。うっかり腕うでに抱えたピザの箱を、落としてしまったのだ。

　そして、この現状。

　落下の衝しよう撃げきで破損した木箱は一つも無い。

　だがさすがに、中身は推おして知るべしである。

　マルコは、イカスミピザの材料を調理場に準備したのが俺だと分かっていたはずだ。

　マルコが地球にいたころからの俺の好物だったし、ミサの言っていた通り、メイド達が朝食を準備する時間にもまだ早いのだから。

　ピザの敵をとるにせよ、まずはマルコを地上に引きずり降ろさなければならないだろう。

　中空のマルコに向けて言った。

「俺は別に怒ってるわけじゃないさ、姉さ」

　マルコは、いともあっさり降りて来た。

「お姉ちゃんのことは、姉さんじゃなくて姉貴で」

　この世界に俺が召しよう喚かんされた、あの日のように。

　しかし。

　俺がマルコの足首を掴つかもうとした時。

「しょ」

　マルコは大きく翼つばさをはためかせ、あっさりと俺の手から逃のがれた。

　大げさに空を切った右みぎ腕うでを、俺はしばし見詰め続けた。

「別に…………怒ってるわけじゃないさ」

　俺は嘆たん息そくする。自然と、見せつけるような、わざとらしい態度になった。

　マルコに対する呆あきれを、大げさにアピールしただけのつもりだった。

　しかし、毒気をあっさりと抜ぬかれてしまったことに対する八つ当たりじみた響きを隠せていないのが、自分でも分かった。

　俺は、足元に散らばるピザの箱を拾い始めた。

　マルコが俺の隣に着地する。

『やっぱり怒ってるじゃん』

　そう責められるだろうと思った。

　それが、女同士の口論におけるテンプレートだと思っていたから。

　しかしマルコは何も言わず、一緒にピザの箱を拾い始めた。

　二人して木箱を拾っては、開けて中身を確かめる。

　一つ残らず形は歪ゆがんでいたが、見み栄ばえを気にしなければ食すのに問題はなさそうだった。

　すぐ傍そばに、木々に囲まれたスペースがあった。

　そこに設置されているティータイム用テーブルに、ピザの箱を積んでいく。

　ピザは十枚焼いたはずだった。

　しかし今、机の上に木箱は九つ。

　マルコも不思議がっていることから、彼かの女じよが既すでに一枚平らげてしまっていたというわけでもなさそうである。

　改めて周囲を見回すと、地面に衝しよう突とつした際、縦になって転がったのか、少し離はなれた所に落ちていた。

　その側に、人ひと影かげがあった。

　俺とマルコの視線に気付くと優ゆう雅がに木箱を拾って、こちらに近づいて来る。

「お久しぶりね。私の蝶ちよう々ちよう」

　シェリリー・シュシュだった。

　こちらに向かって歩いてきながら木箱の蓋ふたを開け、嬉しそうに頬ほおを緩ませる。

「朝からと言うのもまた、素す敵てきな趣向かしらね」

　俺は咄とつ嗟さに言葉を返せなかった。

『ああ。何日ぶりだったかな』などという会話を続ける程の仲では無いという、ギャルスレイヤーとしての意地もあった。だがそれ以上に、ビショップ・リリーで初めて出会った時と同じく、ただ彼女の美貌に気け圧おされただけではないか、というような気もした。何度か会った仲とはいえ、人間である以上、いきなりフラッシュをたかれて怯まないというわけにもいかないのである。

「城に用事か？　こんな早朝に」

　シェリリーがテーブルに辿たどり着つくまでの間に、かろうじて尋たずねる事が出来た。

「ピザを焼いたのゎ、ゥチだよ」

　修道女はまず女神を一礼で流した後、悠然と俺に向き直った。だが、質問に答えてくれるわけでは無さそうだった。

　シェリリーは拗ねた表情で言った。

「お、ひ、さ、し、ぶ、り。一日千秋、私はもう、落とす葉もない始末よ。株分けのお返しに破蕾したての花を望めるものとばかり思っていたわ。『摘むのが惜しまれた』なんて乙女おとめの純真は、言い訳にならなくてよ」

「……何の話だ」

「私の唇くちびるで、ピコット編みしてあげたのを、お忘れ？」

『私の唇で』

　俺は、シェリリーの難解な言い回しが示す所を正確に理解した。

「綺麗に定着したか、ずっと気になってたのよ。見せに来てくれるの、毎日待っていたのに」

　シェリリーが、俺の顔を覗きこむ。

　立派な二重になった、双眸を。

　俺は緊きん張ちようから、大きく瞬きした。

　最近、メイド達から随分と印象が良くなったと評されるようになった俺の瞳ひとみに、シェリリーも満足げだった。

　朝の空気は清涼であるにも拘わらず、両手の平で頬を扇がずにはいられなかった。

「こんな朝から、何しに来たんだ」

「この間の裁判を覚えているでしょう。実はルイが法ほう廷ていから出た後、国に対して不当逮捕に関する損害賠償請求も行っていたの。勝訴のついでに」

　あの日、俺が法廷からシンバルの音と共に退出した後、僅かな時間の間にシェリリーは裁判を制した。しかし彼女は極きよつ刑けいから逆転できた事だけに甘んじず、相手にきちんと二発撃ちこんで、俺の知らぬ間に最大の成果を上げていたのだった。

　シェリリーが爪つめを振ふる。

　パステルピンクのカメラが、シェリリーの左手に現れる。

「貴方あなたのお姉さんと専属契約を結ばせて貰もらったわ。女神の生写真イコン。あえてラフなＴシャツにプリントして来季のシリーズにするつもり。今日は付きっきりよ」

　マルコが、恥ずかしそうに頬を染めて俯いた。

　あの裁判は回り回って、マルコが写真集を出すことで決着したらしい。因果応報だと思われてしまう神というのもどうなのかと思った。

　シェリリーは、手にしていた最後のピザの箱を、テーブルの上に置いてから言った。

「その前に、朝の水やりね」

　翻訳の必要は無かった。

　シェリリーの顔に、照れ笑いというオブラートに包まれた上品な食欲が浮かんでいた。

　マルコと二人して、ピザの木箱を開封し始める。

「ま、待て、それは全部俺おれの」

「さあさあ、黒の花弁で友情を占いましょう」

　制止しようとした俺の手をシェリリーが取り、テーブルに引っ張った。マルコが俺の背中に両手を添え、四つある椅い子すの内の一つに促す。

　年上の女二人の作り出す有無を言わせぬ雰ふん囲い気きにうんざりしながら、俺は対応しあぐねていた。

「…………あ」

　その声は、庭園の中央を通り城の入り口まで続く道から、聞こえてきた。

　口を両手で押おさえているミニスカートの姿が見える。

　ミサだった。

　視線は俺達三人と、テーブルに積まれたピザの箱を行き交っている。

　どうしてこうも面倒が重なるのだろう。

　俺は目を瞑り、二重瞼まぶたの上から目を揉んだ。

　つい先ほど、城壁の上でミサに『朝食を共にしない』『ピザは俺の分しかない』と言って、突つき放はなしたばかりなのだ。

　だが、どう言い訳しようと今の俺の状じよう況きようは、マルコ、シェリリーと共にピザを分かち合っているようにしか見えないだろう。折悪しく、シェリリーの爪から丁度、ティーセットがテーブルの上に飛び出した所だった。

　ミサが癇かん癪しやくを起こすだろうと思い、身構える。

　だが予想に反し、ミサは目を伏せ、何も言わずに走り去ってしまった。

　シェリリーが俊敏に、俺の肘ひじに腕を絡からませる。シェリリーは、ただでさえ女性にしては高い身長をヒールで水増ししているため、僅かに見下ろされる形になった。

『可哀そうだけれど、彼女を追いたいなら私に恥をかかせる覚悟をしてね』

　俺の内心を慮おもんぱかることなく、シェリリーはミサに対し、いつも通りの優雅な挑ちよう発はつを浴びせた。俺は僅かに辟へき易えきする。だが直後に、城壁での俺とミサとの会話をシェリリーは知らないのだということに気付き、思い直す。加えて、裁判でミサから追い詰められた一件も、彼女の中ではまだ記憶に新しいはずである。

　シェリリーが咄嗟に俺を引き止めたのは、あまりに自然なことだったのだ。

　追うつもりなんて元々無かったさと俺は言いかけたが、結局、口にはしなかった。

　ミサが城の中にかけ込んでいく。

　後ろ姿、短すぎるスカートの裾すそが危なげに揺らめく。

　その様子が、俺にはスローモーションに見えていた。

　ミサがこのまま永遠に、城のドアに向かいながらも俺の目の前からいなくなってくれないのではないかという不安に陥る。

　マルコが、ミサの背に向かって呼びかけた。

「ピザ！」

　その声で、時間の流れが正常なものに戻る。

　ミサの姿はもう、城の中に消えていた。

　マルコは、いまだ己の失態に気付かぬまま心配気に、閉じた城のドアを見詰め続けていた。

　俺は呆れるほか無かった。

　我わが姉ながら、ピザ十箱拾い集めただけでこの手の言い間違いを犯すとは。

　ミサの態度に心当たりは無いかと、マルコ、シェリリーが尋ねてきたものの、俺は「いつもの気まぐれだろう」と一蹴した。マルコはしばらく考え込んでいたが、ミサの傷心が長続きした試しがないことを俺より知っていたため、結局、城までは追わなかった。

　城壁でのミサとのやりとりを打ち明けたら、二人はミサを追いに行くだろうか。

　その後、ピザはひとまず三人だけで分かち合われ、残り八枚となった。

　俺が一枚を平らげ、シェリリーとマルコは二人で一枚を食した。

　食べている途中、どこかの城壁周りから、水しぶきの上がる音がした。

　マルコは安あん堵どの表情を見せていた。ミサがただ、朝食より水泳をしたい気分だったのだろうと、結論付けたようだ。

　水底に寝転がるミサの表情を、俺は空想する。










　城壁の裏門は、ちょっとした騒ぎになっていた。

　昼過ぎのことだ。

　門の前から水堀を跨いで続く架け橋の上に、ずぶ濡れの椅子が置かれている。

　白い羽が濡れることもいとわず、マルコが椅子にしがみついて、大声で泣いていた。

　その周囲を、メイド達たちが心配そうに囲んでいるという、一見して意味の分からないシチュエーションである。

　目ざとく俺を見つけ、近寄って来る影があった。

「呼びに行こうと思っていた所よ」

　シェリリーは、彼女にしては珍めずらしく深刻な調子で言った。

「あのお姫ひめ様、家出したらしいわ」

「家出？」

「時間帯としては、私達が朝食をとっている間ね。何かがお堀の水に飛び込む音がしてたでしょう？　女神様やルイは、あのお姫様が飛び込んだと思ってたみたいだけど、そうではなかったらしいの。彼女、執しつ政せい室の自分の椅子を投げ入れたんですって。その音につられて、門番がいつものように様子を見に集まっている隙に、他の城門から脱出したらしいわ」

「それは……職務怠慢な」

　椅子の座面に鼻を擦りつけているマルコを冷やかに見詰めながら、俺は呟つぶやく。

　身から出た錆さびだとしか思えなかった。

　常つね日ひ頃ごろから、ミサを管理する体制が、そもそも適当過ぎたのだ。

　何せ、門兵まで揃そろって日が沈しずむ前に退散するのだから、こんな日が来ても致し方無しではないか。

　だが逆に言えば、これまでミサが本気で家出する気が無かったからこそ、城内の秩序は保たれていた、と言うこともできる。

　ミサは、普ふ通つうの少女のように街を歩きたいと願いながらも、みだりに外出するなというマルコの言葉を守り続けていた。マルコはミサを城の中に籠こもらせておきながらも、厳しく四六時中監視することはしなかった。

　だとすれば今回、均衡が崩された原因は何か。

「ごめん、ごめんね……ゥチが気付いてあげられなかったせいで……」

　城壁の上。

　群青の中でミサと向き合った時の事を思い出し、俺は思わず頭を振った。

「…………女一人、どこかへ消えたくらいで大げさな」

　黙ってこの場は立ち去ろう、と思った。

　俺の関与すべき問題じゃない。寧ろギャルスレイヤーとしては、このまま姫であるミサがいなくなってくれた方が有あり難がたいはずで、見て見ぬふりをするのが懸命なことは明らかだった。

　ギャル共の輪から背を向ける。

　俺の背に向かって、シェリリーが声をかけた。

「行き先は、アクセサレーゼン達の街だそうよ。さっき女め神がみ様が千里眼で探し当てていたわ」

「…………アクセサレーゼン？」

　聞き慣れない言葉に、ここでうっかり足を止めてしまったのが、後にして思えば分かれ道だったのだろう。

　シェリリーから説明される。

　何でも、サヴァンギャルドと言う世界には、普通のギャルの他ほかにも様々な種族が生息しており「アクセサレーゼン」はその内の一種なのだという。

　アクセサレーゼンという人種の特徴を聞かされた途と端たん、俺の中で一気に事情が変わってしまったのだ。

　元々、この世界でギャルスレイヤーとして活動していくにあたり、有益な情報を欲しがっていた俺の好こう奇き心しんを、シェリリーの説明は容易たやすく煽あおった。

　全て聞き終わる頃ころには、何としてもアクセサレーゼンの街を偵てい察さつしてみたいという強い欲求を抱くようになっていた。

　マルコはミサだけでなく、俺にもある程度城の中にいて欲ほしいと思っている節がある。また俺がギャル文化を嫌きらっていることは、メイド達からはともかくマルコには知られているため、いつもなら「アクセサレーゼンに興味を持ったから観光に行きたい」などと言っても、首を傾げられていたかもしれない……否いや、マルコの脳天気っぷりを考慮すれば「ゥチの教育のたまものってコト」だのと単純に感激し、俺を送り出すのかも知れないが……それでも、今この瞬しゆん間かんほど怪しまれずにアクセサレーゼンの街を詮索する機会もない気がする……いやいやまてまて、ギャルのことが嫌いだと知られているのに、ギャルの姫であるミサを探しに行くという理由付けをすることからして、まず矛盾してはいないか……そもそもマルコは、俺がミサを嫌っているのだということを、しっかり分かっているのだろうか。俺がミサを助けに行きたいと言ったら、マルコはどう思うだろうか……。

　いつに無く思考を混乱させている自分を、俺はらしくないと思った。

　どうやら、ギャルスレイヤーとしての活動に、自分でも気付かないほど飢えてしまっていたらしい。

　冷静な判断力を失う位、シェリリーの説明にがっついてしまっていたのだと自じ己こ分ぶん析せきする。

　そうとしか、考えられなかった。

　そしてとうとう最後には、『思い立ったが吉日』という言葉だけが残った。

　俺は、「ミサを探しに行ってやろうか」と申し出るために、椅子の四本足と自らの二本足を器用に絡ませているマルコへと近づいて行く。

「お姫様に恨みを持つ人も、あの街には特に多いかもしれないわね」

　最後にシェリリーが、そんなことを言った。

　首だけ後ろに向け、俺はシェリリーを見み詰つめる。

　俺の動機を勘かん違ちがいしている彼女に、不快感を覚えていた。

　シェリリーの台詞せりふは俺を、姫を助けに行きたくてたまらないヒーローに仕立て上げるものだった。確かに、表向きはそう捉とらえて貰って構わないのだが、必要以上に英雄視されるとなると虫むし唾ずが走る。

　実際のところはミサを見つけるつもりなどさらさらなく、散策して帰って来るだけの心算つもりだというのに。

　シェリリーの青い視線に晒さらされて。

　俺は、一足先に思春期から卒業した年上の幼馴染から見守られているような気分になった。

『奈々倉瑠衣が奈々倉瑠衣で在る限り選択するであろう運命を把は握あくしている。私シェリリー・シュシュはその補助輪に過ぎない』

　シェリリーの態度から、そんな主張が聞こえてきた気がした。

　努めて気に留とめず、俺はマルコの肩かたを叩たたく。

　マルコが椅子から身体を離したことにより、椅子の背に文章が刻まれているのが見えた。

　釘か何かで削ったと思おぼしき、乱暴な筆致だった。

『ミサ・ファインハーヴの可愛らしい太ふと腿ももをのせつづけるだけの日々に疲れ果てたので、入水します。私の跡を継ぐであろう可か哀わいそうな後輩椅子には、三日に一日の休みを与あたえてあげてください』







第九章　赤銅果樹園の晩餐会







　勿もち論ろん、付き添いの申し出はあった。

　シェリリーをはじめ、メイド達の中からも何人か腕に覚えのある者が立候補した。

　だがこうして、アクセサレーゼンの街の入り口に今立つのは、俺一人のみだった。

　本格的にミサの捜索をするつもりなど全く無い俺にとって、ミサを本気で心配する同行者の存在は邪じや魔まにしかならない。強く食い下がる者もいたが、マルコが「ルイ君一人でいいんじゃないかな」と、良いタイミングで良い加減なツルの一声を発してくれたため、俺は何とか、単独潜入を許されたのだった。相棒と言えば、左手の平の上、顔の横に積んでここまで運んできた、ピザ箱六つのみである（道中で二枚、既に平らげてしまっていた）。

　やはり良いイカスミを使うと違ちがうのか、冷めても美味うまかった。冷製と言われても納なつ得とくするクオリティのお陰で、昼から夕刻の今に至るまで歩き通しだったというのに、全く疲れはしなかった。

　俺は、ミサが自身で可愛らしいと形容した、筋肉の薄うすい太腿を思い出だしていた。

　俺の様な鍛えている男ならともかく、女一人、一日で辿りつくには中々途と方ほうもない距きよ離りであると思う。タクシーなど存在せず、またミサに乗馬などの心得があるとも思えない。恐おそらくミサは、この街に何かしらの目的があるわけでは無く、適当に歩いているうちに流れ着いたのだろうが、ミサがもし、仮にここまで徒歩できたのだとすれば、かなり腰こしを据えての家出であることが予測された。まあ、ミサの覚悟など俺には関係ない話なのだけれど。

　それよりも目下、問題が浮上していた。

　俺は、自分の右手の平を見詰める。

　黒いグローブが嵌められている。

　そう、この街に到着した途端の出来事だった。

　こめかみに金属音が走り、身体の表面が黒く沸ふつ騰とうしたかと思ったら、ギャルスレイヤーに変身してしまったのである。

　アクセサレーゼンの街は、入口からして既に人気がない。

　スレイヤー・スーツが召喚される条件は、俺がギャルに対し強きよう烈れつな感情を抱いだくこと。

　俺の心が今、平静そのものであるのは疑いようがないのに、おかしな事態だった。

　もしかすると、この街そのものに、俺の直感が警けい戒かいを覚えているとでも言うのだろうか。アクセサレーゼンとは、そこまで凶悪な連中なのだろうか。

　流石の俺も恐れを抱く―――ことなど全くなく、嬉々として歩を進める事にする。

　ギャルが得体のしれない連中であるのはいつもの事。

　寧ろ冒険心すら湧わき始めていた。

　アクセサレーゼンの街に辿り着くため、道行くギャル達に道を尋ねながらやってきたのだが、視線の向こうにこの街の風景が見えた瞬間、目的地を確信することが出来た。

　それまでの、白く磨かれた石材を使用された建物の多い街並みが終わり、街路に沿って建てられた住宅様式が、一気に様変わりしていたのだ。

　白っぽい街であることには変わりないのだが、木で造られた建築が多く増えた。

　と言っても、木造アパートが立ち並んでいる、と言うわけではない。

　太く白い巨木が立ち並んでおり、その中をくり抜いて家として拵こしらえているようである。粉がかった幹の表面に、ドアや、黒く濁った窓が取り付けられているのが見える。

　樹の頂点からは、太い幹をそのまま裂さいて分けたかのように豪快な枝が、一棟から五、六本ずつ広がっていた。地面に埋葬された色白の巨人が、肘から先だけを地面から生やして助けを求めているかのようにも見えた。

　第一街人は中々見つからなかったが、やがて通りの一方から、話し声が聞こえてきた。

　通りがその先で開け、大きな広場になっているようだった。

　いかにも人が…………アクセサレーゼンが集まっていそうだと、俺は歩を進める。

　広場の全景は、俺を驚かせるものだった。

　まず、夕ゆう闇やみの中においてなお悪い日当たりに迎むかえられる。広場を囲む家々の屋上から伸びた太い枝達が、目の粗いザルの様になって空を覆っているのが原因だった。

　空に交差する太い枝々には小さな、赤銅色をした四角形の箱が無数に取り付けられている。そこから箱と同じ色をした鎖くさりが、地面に流れ落ちている。一箱から、それぞれ一本ずつだ。

　二、三歩進むごとに、顔が鎖に当たる始末だった。

　さながら、金属製の蔦つたが垂れるジャングルである。

　俺は、道を塞ふさぐ鎖の内一本を手に取ってみる。

　鎖の表面を良く調べてみると、まばらに、指輪、ピアスなどのアクセサリーが付着しているのが分かった。全すべて銅製だった。

　一体ここが、何のために存在する場所なのかさっぱりわからなかった。

　周囲を見み渡わたすと、鎖のヴェールに遮られた広場の反対側に、人影が見えた。甕かめに入った液体を、鎖くさり達たちに向かって次から次へとひっくり返しているように見える。

　そちらに向かおうとした時だった。

「人探しかい？」

　すぐ近くから、声をかけられる。

　広場を囲む家々の中でも、もっとも幹周のある家のドアの前に座すわりこむ影かげがあった。

　アクセサレーゼンだ。

　俺は、シェリリーから聞いていた特徴と照らし合わせながら、目の前の奇き妙みような人種に、しばし見入った。

　年の頃は、俺とそれ程ほど変わらないだろう。

　その女のファッションは一見、ここまでの道のりで出会ったどんなギャルよりも地味に見えた。茶色のローブを身に纏まとっている。スカート風のゆったりとしたキャメル色ガウチョとウェッジソールが、女性らしくも妙みようにタフな印象だった。両手の五指全てに、大ぶりの指輪がはめられている。単なるアクセサリーというわけでなく、アクセサレーゼンにとっては爪と同様らしく、生まれつきのものらしい。

　だが、アクセサレーゼンを人間とは違う種族なのだと実感させる主要な特徴達は、他にあった。

　まず、髪かみだ。目の前の女の髪は、広場に茂る鎖と同じ赤銅色をしていたが、その表面は、不自然なほどに光を反射しないマットな部分と、メタリックな光沢を放つ部分が交互に、メッシュのようになって入り乱れていた。

　また、彼女の右目の下と顎あごにはそれぞれ、真紅の点がうたれている。

　話に聞いていたアクセサレーゼンの「ほくろ」だった。赤、といっても、できものの類たぐいには全く見えず、透すき通とおったルビーの如き、結けつ晶しよう質の輝かがやきを持っていた。

　耳は細く、尖っている。普通の人間が持つ耳の輪りん郭かく、その端はしから被せたかのように銅の鞘を思わせるパーツが伸びており、例によって肉体の一部とのこと。

　シェリリーの説明によれば確か、アクセサレーゼン達は、その独特な耳や髪の毛を構成する金属の種類が、個体ごとに違うらしい。

　さしずめ、俺の目の前にいるのは「銅のアクセサレーゼン」なのだろう。

　簡素な服装（この世界のギャルにしては）と、耳のシルエットだけに注目するなら、和製ファンタジーに出てくるエルフに例える事も出来たかもしれない。ただし彼女の手にした煙管キセルと、足元に置かれた水みず煙草たばこのフラスコが清廉さを打ち消してさえいなければ、の話だが。

「私有地だよ」

　煙を吐はき出しながら、女は言った。

「私の果樹園に何か用？」

「果樹園？」

　アクセサレーゼンの女は、俺の低い声に僅わずかばかり驚おどろいているようだった。

　俺は、広場に垂れさがる鎖蔦に、甕から水を撒いている少女達を見み遣やる。

「育てて、いるのか。アクセサリーを」

「あんた、街の外から来たギャル？」

　女は、俺の手元を注視している。スレイヤー・スーツを纏っている最中は、革グローブの上から全ての指に指輪をはめている。アクセサレーゼンと同じように。そのせいで俺も同族だと勘違いされたのだろうか。

「ごめんね。あんたが皮肉で言ってんのか、それともアクセサレーゼンの事を何も知らない余所よそ者なのかが分かんないから、さっさと教えてくれるかな。ご覧の通り、不作続きでね。管理を放棄して荒れるに任せてるのかって責められても、仕方ない状態なのさ」

　俺は、まず余所者である事を告げた後、何気ない世間話の口調で言葉を続けた。

「…………謙遜することはないだろう。特にあれなんて、たわわじゃないか」

　機嫌を損ねても、ということで、俺はとりあえず、目についた鎖の一本を指差して賞賛した。他の鎖達が、ぽつぽつとしか実らせていないにも拘かかわらず、一本だけ、表面をびっしりとアクセサリーに覆おおわれたものがあったのである。

「湿気には気を遣つかうけどね」

　女は俺を見て、微笑んだ。

「……気に入った。偏見が無い人って好きだよ。アクセサレーゼンは皆みな、余所者に優しい。良い日に来たね。客人として、もてなされるには向いてる夜だよ。久々に、私の家に従業員達を呼んで夕食をとることになってる。一人位増えたって一いつ緒しよさ」

　どうやら気に入られてしまったようである。

　御相伴に与あずかるのも悪くないかと、俺は考えを巡めぐらせる。

　事前にシェリリーから説明されていたアクセサレーゼンの生態の内、最も興味深かった部分を観察できるかもしれない、と思ったのだ。

　俺は、女の誘さそいを受けた。

「レジーナだよ。レジーナ・レッドカッパーフォレスト」

　女……レジーナが、右手の人差し指と中指をクンッと持ち上げる。目を凝らすと、二つの指輪から細いチェーンが一本ずつ伸び、それぞれ、水煙草のフラスコと煙管に繋つながれているのが分かった。まるでヨーヨーのように、愛煙道具達がレジーナの指元に吸い込まれていく。手の平の上で、原形を想像できぬ程ひとりでに小さく折り畳たたまれた後、指輪の飾りとなった。

「え、あ……俺は、ギャルスレイヤー」

「物ぶつ騒そうな名字だね」

　機械に強いと自負する俺をして、レジーナの身体の一部である指輪の仕組みを、何一つ解明することが出来なかった。やはり、この街に探たん索さくに来たのは正解だったと強く実感した。

「こんなの、びっくりするほどじゃないさ。取って食いやしないよ」

　レジーナが家のドアを開け、ニヒルに口元を歪めながら、俺を中に誘う。

　お邪魔する前に、背後をもう一度気にかけたのは、ほんの気まぐれだった。

　先ほど口先ばかりで褒めた、一本だけ実りの良かった鎖に目を向ける。他のものとは何が違うのだろうかと、観察する。

　答えは簡単に見つかった。

　広場の空を縦横無尽に走る太い枝に取り付けられた、赤銅色の箱達。全ての鎖は、それらから一本ずつ垂らされているが、飛び抜けて実っている例の鎖は、この広場で最も大きな箱から垂らされていたのである。

　箱達の中には、アクセサリーを育苗するための養分でも蓄えられているのだろうかと、推測する。

　箱のボリュームに応じて、その下に垂らされた鎖に実るアクセサリーの量が決まるという理り屈くつなら分かりやすいと思ったのだ。

　まるで、あの一番大きな箱だけ囚人を閉じ込める檻のようなでかさの――

　檻だった。

　良く見れば、大きさうんぬん以前に、その箱だけ、天てん井じようと床ゆか以外の四面が鉄格子で出来ている。

　中空の檻に囚われている存在に、俺は目を剥くことになる。

　なんと、絶賛家出中のミサ・ファインハーヴだった。

　こちらに気付く様子はない。

「取って食いやしないよ」

　白い樹の家。

　ドアの前に立ったレジーナが言う。

「本当に、人探しじゃないならね」

　この後は食事会だと言っていたにも拘わらず、家の中からは僅かにも、食欲をそそる匂においは漏もれてきていなかった。










　広い部屋だったが食卓が大きすぎるせいで、気持ち手狭に感じる。

　着席を促されてから俺は、晩餐の用意がなされるのを眺め続けていた。

　窓の外に見える広場、銅の果樹園で働いていた従業員達もほぼ全員集合しており、食器や皿を並べる作業に追われていた。

　アクセサレーゼンである彼かの女じよ達たちの髪色、指輪の色などは一人一人、全く違っていたが、天井につるされたランプの光を過か剰じように跳ね返すという性質は同じだった。

　大して光を灯さずとも、人数が集まりさえすれば部屋は十分に明るくなるのだ。

　エコで良いな、と思った。

　俺は、椅子の下に積んであったピザの木箱達に視線を落とす。

　おみやげとして夕食のテーブルに差しだせと迫せまられた際、どう断ろうかと思案していると、

「私達は食べやしないよ」

　レジーナが俺の隣となりの椅子に腰かけ、ピザの箱を一いち瞥べつして言った。

　俺に向けて『取って食いやしない』と言った時と同じ口調だった。

　レジーナの言葉に、俺は自分がこの晩餐会に参加した理由、アクセサレーゼンの何を観察しにこの場に来たのかを、改めて思い出した。

　そうだ、マルコやシェリリーを相手にした時のようにピザを庇かばう必要など全くなかったのだ。

　テーブルに並べられた料理。

　皿の底が見える位の貧相さで盛られているのはパスタ……でなく、ネックレスチェーンだった。あんかけを思わせる透とう明めいなソースがかかっているもの、食卓に香気の立ち昇る気配はなく、無む臭しゆうのままだった。

　俺の前にも同じメニューが給仕されるのかと思いきや、運ばれてきた皿に乗っていた物は、貧相と言えば貧相だが、一見、食すこと自体には支障が無さそうだった。

　リンゴが一つ、である。

　とりあえず手に取ってみる。

　重さを確かめながら注意深く、視覚的には赤く熟しているようにしか見えないその果実を分ぶん析せきする。

　挑発的な趣向を見破るのに、時間はかからなかった。

　ちょっとしたソムリエの気分で、レジーナに告げる。

「エポキシ樹脂製だな……低粘ねん度どの」

「グルメだね。本当にアクセサレーゼンじゃないの？　今年取れた中ではかなりの上物。内側に気き泡ほうも少なくて、食感が良い」

　レジーナは肩をすくめる。おどけているのと同時に、どこか残念がっているようにも見えた。

「見た目似せてみたんだけど……やっぱアクセサレーゼン以外のギャルには食べられないんだね」

　いつの間にか、食卓を整え終えた従業員達も皆、着席して俺とレジーナのやりとりを窺っていた。

　どうやら、体良く余興に使われてしまったらしい。

　晩餐会がスタートした。

　といっても、俺は彼女達と同様の食事を口にすることは絶対に出来ないので、マスクで目が隠かくされているのをこれ幸いにと、食卓の端から端まで視線を走らせ、アクセサレーゼンの食文化を学ぶことに専念した。

　シェリリーからアクセサレーゼンに関する説明を受けた時からずっと、どうしてもこの目で確かく認にんしたいと思っていたのだ。

　アクセサレーゼンは本当に、指輪やイヤリング、樹脂レジン製のアクセサリーを調理し、主食としていた。

　クリスタル・レジンソースの、パスタ風ネックレスチェーン。

　二十人近くのアクセサレーゼン達は躊ちゆう躇ちよなく、無機物をフォークに巻き、口に運んでいく。

　歯が折れたりはしないのだろうかと疑問に思っている間にも、食事の時間は過ぎていく。

　そしてその時はきた。

　レジーナと俺との会話が、とうとう、窓の外の『あれ』へと移った。

「じゃあ、本当に人探しじゃないんだ」

　レジーナが腕うでを振る。右手小指の指輪の飾かざりが変形し展開、銅製のペッパーミルへと、彼かの女じよの手の中で大きく姿を変える。

　テーブルには幾いくつか、卓上調味料と思しき瓶びんが置かれていた。

　おもむろに一つ、レジーナは手に取ると、砂鉄にしか見えないその中身を、ミルへと注ぎ始める。

　チェーンパスタの上でミルが挽かれると、パスタの上に、小さい女の子向けアニメグッズが如き、ちゃちな指輪が散らされた。

「……甘党で悪かったね」

　俺の注視に気付くと、レジーナは恥はずかしそうに呟いた。

「あの姫を奪い返しに来たのかと思ったよ」

　テーブルの端に向かってミルを投げ渡しながら、レジーナが言う。

　俺は、窓の外を見詰める。

　アクセサレーゼンの街を歩いていた時から、並ぶ住居の窓の硝子ガラスが、どれも黒く濁っており、中を全く覗けないようになっていることには気付いていた。レジーナの家も例外では無かったのだが、こうして家の中から外を眺める分には明度が上がって見えるような、マジックミラー仕様になっているらしい。他の家々も同じだったのかと考えると、もしかすれば銅の果樹園に来るまでの間、俺は知らずの内、大勢のアクセサレーゼンに家の中から観察されていたのかも知れなかった。

　広場の中空を渡わたる枝達が、薄く暖色に輝き、照明の役割を果たしていた。

　檻に収監されているミサの様子が、この部屋からもはっきりと見える。

　レジーナから牢番を仰せつかったのだろう、幼いアクセサレーゼンの少女が、檻の天井の上に胡坐あぐらをかいて陣取っていた。

「姫………………だったのか。あれは」

　俺おれは、ミサについて知らない振ふりをした。

　そうするほか無かった。

　ミサは最近まで城の外に出たことが無く、いまだ城下の人間ほとんどから、容姿を認にん知ちされていない状態のはずなのだ。

　ここで、檻の中の少女がサヴァンギャルドの姫であったということを予あらかじめ知っていたかのような態度を表に出せば、「やはり姫の関係者だったのか」と疑われ、立場を悪くするだろうことは必至だった。

　レジーナも、元々ミサが姫だと知っていて捕えた、というわけではないだろう。

　恐らく、何らかの拍ひよう子しにミサが姫であることが露ろ見けんしてしまったのだ。

　アクセサレーゼン達がミサを捕つかまえた理由については、今のところ見当がつかない。

　ミサが姫であることと、直接関係しているのかすらも。

「にわかには信じがたいが……身代金でも要求するつもりか」

　さして関心も無かったが、話題を掘り下げないのも逆に不自然に思われてしまう気がしたため、レジーナに尋ねた。

「せめてもの肥料になってもらおうと思っただけ」

　テーブルの対岸から投げ返されたペッパーミルを受け止めて指輪に戻もどしながら、レジーナは語り始める。

「まず、女子力の源を箱に入れて枝に括くくりつける。普通は、希少で綺麗なアクセサリーとかなんだけどね……その下から鎖を垂らして」

　窓の外を差すレジーナの指先が、ミサの入った檻から地面に向けてなぞられる。

「そこにアクセサレーゼンの女子力を養分に込めた水を掛かけ続けるんだ。一月もすれば、鎖にアクセサリーが実り始める。あの姫様は絶好の種ってわけ。箱に入れた種の女子力と育苗水の等級で、出来あがるアクセサリーの質は決まるからね」

　レジーナの説明に、俺の表情を曇らせる要素は無かったと思う。

　ただ彼女が先ほど口にしていた「アクセサレーゼンは余所者に優しい」という言葉との矛盾を感じてはいた。

　姫だけは、優しさの対象に当てはまらない、と言うことだろうか。

　俺が些細な疑念を抱いたことを敏びん感かんに感じとったレジーナが、唇くちびるの端を曲げて言った。

「合意の上だよ」

　窓の外の檻の中で、ミサが叫さけんでいるのが聞こえる。「お腹なかすいたっ！　出してよぉっー！　人でなしぃー！　ギャルでなしぃーっ！」。

「今日の昼ごろかな」

　レジーナは、聞こえないふりを決め込むようだった。

「さっきのあんたと同じように、果樹園にやってきたんだ。『世直しと自分探しの旅をしている旅人』って自じ己こ紹しよう介かいされて、私は真に受けた。その時はまだ誰だれだか知らなかったんだ。私も不作の愚痴なんか聞いてもらってさ……お近づきのしるしに、ネーム・プレート・ネックレスを奮発したんだ。持ち主になったギャルの名前と身分が、自動で刻まれる銅のプレートが付いたやつ……アクセサレーゼンにとってはポピュラーなプレゼントなんだよ。首の後ろのチェーンを私に留められながら、ミサ・ファインハーヴは言った。『妾わらわに何が出来るかわからないけど、旅の途と中ちゆうで絶対、何とかする方法を見つけてあげる。皆のためなら、妾わらわ何でもする！』……プレートに浮うき上あがってきたお姫様の名前を見た私は言ったよ。『私らの事を思うんなら、旅になんて出る必要はない』。そして、なんだかんだ手こずったけど、檻に放ほうりこんで吊るすことに成功したってわけ。友情のネームプレートは今や、檻の名札になってる」

「解放してやる気は、無いということか」

「するわけない！」

　レジーナは渋面を隠さず言った。

　まるで監禁犯である自分達たちの方が被ひ害がい者だと言わんばかりの態度だった。

「アクセサレーゼンは、サヴァンギャルドにおいて工匠を司つかさどる民たみさ。今は、私がやってるのと同じエコなやり方を選ぶやつが殆ほとんどだけど、一昔前までは誰もが、煙をモクモクさせてアクセサリーを製造してたもんさ。だけどアクセサレーゼン以外の近隣住民から、大気汚染の苦情が来まくってね。国から規制されることになったんだ……ははっ、女神ガブリエル・マルコが元いた世界の発明になぞらえて、あの頃のアクセサレーゼンは『サヴァンギャルドのディーゼル車』なんて言われてたっけな」

「ディーゼル車ってお前らの事だったんかい……」

「でも結果として、規制は行き過ぎた。私達がクリーンな人種になった今でも、締め付けられ続けているってわけだよ。住民皆みな、嘆願書を出し続けてるけど一向に改善しない。この世界では、女の可愛さに比例して税金が嵩かさんでくでしょ？　アクセサレーゼンは生まれつき身体のところどころがアクセサリーだから、結構もともと厳しめだったんだ……そこに加えて、今年の夏の徴収がとどめを刺さしに来た。政府は女子力税として、私らが街の再建のため最後に残してた超一等級育苗聖水まで取り上げちゃったんだよ。使用者の女子力が求めるままに、望む品を何でも生み出せる秘宝だったんだけど……ああ、今あれが手元にさえあれば、あの姫の女子力と合わせて起死回生、見えてたんだけどな…………」

　俺は思わず、椅い子すの下に積んだままにしてあるピザの箱を、ふくらはぎで挟むようにして庇った。レジーナが目ざとく笑う。「だから私達はピザなんか食べないって。あんたらの言う所の食品サンプルが、私達にとってのご飯なんだから」……。

　俺は完全に上の空だった。

　政府、もといミサがアクセサレーゼンの街から取り上げたという聖水とやらに、心当たりが有り過ぎたのだ。

　今朝がた宝物庫で見つけた、あのイカスミのことでは、ないだろうか。

　思えば、水みず堀ぼりの底に沈しずんでしまったあの甕の意い匠しようが、果樹園の従業員達が鎖に水をやる時に使っていたものと酷こく似じしていた気がするのだ。

『女子力に応じて何でも望む品を作り出してくれる』……男の俺が変に触さわってしまったせいで、本来アクセサリーを生み出すはずの聖水が自らを変へん貌ぼうさせ、イカスミに飢えていた俺の欲望を満たそうとした。

　そんな理屈も、ぎりぎり筋が通ってしまう。

　マスクの下、俺の額に嫌な汗が流れる。

　俺の緊きん張ちようはレジーナをはじめ、食卓を囲むアクセサレーゼン達から好意的に受け止められた。アクセサレーゼンの現状に胸を痛めてくれているのだと、勘違いされているようだった。

　レジーナの弁舌が、より一層軽くなる。

「とにかく、あの女は居い眠ねむりしながら書類にハンコ押おしてんじゃないのかってことさ」

　俺はレジーナの言葉を訂正するべきか迷った。

　ミサが日ひ頃ごろから、どのように仕事に臨んでいるのかを俺は知っていた。

　ある時には大食堂の長テーブルに、ざっと書類を並べる。マルコに背中から抱きしめさせ、そのままテーブルの上を行ったり来たり飛んで貰いながら手て当あたり次し第だい、両手に持った印鑑を乱打して行くのだ。

　またある時は、裏向きにした書類を庭園の地面に広げているのも見かけたことがある。『仕事はもう終わったよ。一回につき二枚ずつめくっていくの。イエスの判子、ノーの判子、リップのサイン、何も書いて無いやつ。一番絵え柄がらを揃そろえられた人の勝ち！』

　今にして思えば、水堀に沈められた執しつ政せい室の椅子が使われたことなどあったのだろうか。

「贅ぜいの限りを尽つくしてきたお姫ひめ様にはいい機会さ。少しでも不自由してもらった方が良い」

　窓の外で、ミサと監視役の少女が言い争あらそっているのが聞こえてくる。「妾わらわ、トイレ行きたい」「またか、今日だけでもう五十三回目だぞっ！」。アクセサレーゼンの少女は、胸ポケットから鍵かぎを取り出して言った。「仕方無いな」

　語りに酔っているレジーナが、二人の会話に気付く様子は無い。

　俺はふと、マルコが俺一人でミサの捜索に出て行くことを許可した理由が分かったような気になった。

　マルコの作り出した宇宙。

　優しい世界の法則、みたいなものが、あらゆる住民に悲劇を回かい避ひさせているような、そんな気がしたのだった。ギャグ漫画の世界で、これまで何度地球が割られてきた？　その度に誰が真ま面じ目めに主人公達の命運を気にしたというのだろう。つまりはそういうことだ。

　悲劇の起こる可能性すら神がこの世に生み落とす産物なのだとしたら、マルコのような女がギャルに対し、過酷な運命など用意しようとするだろうか。

　世界のコンテクストに則って、ミサの身の安全が保証されていることを、マルコだけは確信しているのではないか……。

「いっそ、あの姫をこの場で接待した方が街の為ためになる気もするがな。すぐにでも迎えが来て、全てが露見したらどうする」

「全部、私のせいにするつもりさ。こいつらに迷惑はかけない。私の妊にん娠しんヌードで政治が少しでも良くなるなら安いもんだ」

　料理になど何一つ手を付けていないにも拘わらず、俺は苦味に顔をしかめる。

　政治に干渉する正規の手続きをレジーナが放棄していることについて、どうこう言うつもりはない。

　俺が看過できなかったのは、レジーナが非正規なやり方に手を染めればまだ政治に干渉出来るにも拘わらず、実利的な行動を放棄しているというその一点のみだった。

　街の現状を本気で改善したいのなら、ミサに刃やいばを突きつけながら果樹園に住民を集め、蜂起演説でもやってのければよかったのだ。

　仮に俺がアクセサレーゼンだったなら、そうしただろう。

　つまるところ彼女達には、それだけの度胸が足りなかったのだ。

　近隣ぐるみになって、のんびりミサを銅装そう飾しよくの養分にするのが関の山。

　いわば、自分達にとっての大義さえ無き悠長な私し刑けいに過ぎない。

　それも、将来的な展望のない、ただの憂さ晴らしなのだ。

　第三者の俺からしてみれば、愚かにしか映らないのは当然である。

　にも拘わらず不必要に英雄視されることを望んでいるかのようなレジーナの姿が、俺の胃にもたれたのだった。

「それに、これはお姫様の言葉を信じるならだけど、迎えは来ないそうだよ」

「迎えが……来ない？」

「お姫様、自分で人望が無いことを自覚してるみたいだったよ。『きっと助けは来ない』って言ってた」

　そのレジーナの言葉を聞いた時だった。

　俺の胸の内で、何かが擦れる感かん触しよくがした。

「『どんなに女子力が大きくても操れない。世界を作ったり、美しさに強く拘ることもない。見限られて当然だ』って呟つぶやいてたかな。だから―――」

　日が沈みきった銅の果樹園。

　枝に吊られた檻の中、ミサが膝ひざを抱かかえているのが見える。

　また、だった。

　こめかみに、本日三度目の金属音が走る。

　この先を聞いてはいけないと、強い危機感を覚える。

　俺を狂わせる決定的な一言を、このままでは口にされてしまう気がした。

　今朝、城じよう壁へきの空に見た、あるいはミサの言葉を通して水堀の底に推測した群ぐん青じようが、リフレインしている。

「『誰も待たない』って」

　レジーナは知らなかった。

　彼女のその言葉は、俺のこみかみを確かに撃ち抜いたのだ。

「……まあ何にせよ、ここが政府にばれるのには時間がかかると思うよ。アクセサレーゼンじゃなくても、サヴァンギャルドの国民ならきっと、私達に味方してくれるんじゃない？　誰もあんな女を庇うために、告げ口したりはしないよ」

「……なるほど」

　レジーナの口調は、当然のように俺も『サヴァンギャルドの国民』に含ふくめていることを示唆していた。

　問答無用に俺を、仲間内へと引き入れようと招いているのが分かった。

　雇い主の言葉に、他ほかのアクセサレーゼン達も、薄笑いと共に同調していた。

　レジーナの言葉に相槌を打ちながら、俺は過去を思い出していた。

　十一歳さいの誕生日。

　並べられた四人分の食卓。

　排はい除じよされた自分。自分を排除した、マルコ。

　マルコの非情をただ、これまでは恨んでいた。

　そんな自分にとって、今この状じよう況きようこそが、驚くべき伏兵だった。

　神は人に試練を与あたえると言う。

　マルコが本当に、女め神がみに相応ふさわしい能力をその身に備えていると言うのなら。

　マルコはまさか、このシチュエーションそのものを俺に与えようとしたがために、俺が一人でミサを追うことを許可したとでもいうのだろうか。

　マルコが地球にいた頃ころ。

　嫌いやが応にも姉が取り囲まれるしかなかったものと俺は今、対たい峙じしているとでも言うのだろうか。

　世界を違たがえど、俺はあの時と同じ空気を感じていたのだ。

　ただ一つ違ちがうのは、阻害されているのが俺では無いということで―――

　さすがに、考え過ぎだろうと思った。

　だが一方で、疑念もぬぐえぬまま。

「さ、食事の続きをしようか。樹脂が固まらないうちにね」

　レジーナが再び、フォークを手に取る。

　何事もなく、食事が再開されようとしている。

　俺は、レジーナの背後に、彼女の意見に賛同する膨ぼう大だいな存在達の影を見た。

　この場にいるアクセサレーゼンだけではない。

『身体を張って誰かを守る姫だとは、誰も思っていなかった』。シェリリーはミサをそう評していた。

　この世界に生きるギャル全てが、ミサを責め立てるレジーナの事を肯定するのではないか、と思った。

　俺は目を閉じる。

　空想に、耽る。

　マルコの事を、思った。

　そして、己おのれが何者であるのかを考える。

　ミサが水底に置き去りにしてくるものの正体、その片へん鱗りんに指先が触ふれる。

『びー・あ・でびる』

　下らない発音が、聞こえた。

「……頂戴、しよう」

　俺は、自然と口にしていた。

　手は、情けない事に震ふるえていた。

　が、どうということはなかった。

　手が使えないならと、椅子に腰こしかけたまま二本の足を思い切りテーブルの上に投げ出だし、無味無臭の食卓をぶち壊した。

　テーブルクロスに皺しわが寄り、皿が何枚も床に落ち、耳触りな音を立てた。

　場が、静まり返る。

　皆が、俺を見ていた。

　独壇場と化した食卓に、俺は声を響かせる。

「危ない、危ない。俺としたことがまたしても、ギャル共の巧こう妙みような罠わなに落ちる所だった」

　レジーナが、俺の奇行に目を丸くしているのが何より痛快だった。

「今はっきりと理解した。俺がこの場で示すべき行動は、お前らに敵対し、あの女を連れて帰ることなのだとな。なんとも遺憾だが」

　俺の発言に、レジーナは銅製の長ったらしい耳を僅かに曲げて垂らした。耳の先せん端たんが、怒いかりの熱により柔らかくなっているのだということが分かった。

「……姫とは何の関係もないっていう態度だったけど……嘘うそだったんだ」

「嘘ではない。下らないギャル一人どうなろうと、いつだって俺の知ったことでは無い」

　レジーナ達は、俺の理屈を何一つ飲み込めないようだった。

　彼女達がもっと賢明でいられる方法を教えてやる義理は無い。

　飲み込めないのなら吐き出せばいいなどと教授してやるには、怠惰の過ぎる相手だ。

「問題なのは、あの女を見捨てることにより、気高き処しよ刑けい者であるはずの俺が、場の空気に甘んじるしかない凡俗として貶おとしめられてしまうということだ」

「あの姫様に味方すんの？　どうして。あんたもサヴァンギャルドに生きるギャルの一員なのに」

　レジーナが俺を気に入っていた、というのは、本当の話なのだろう。

　彼女の悲しげな表情に対して欠片かけらも胸を痛めない自分を、俺は誇りに思った。

「何でも口に入れてみせるなどというサーカス芸の古典で、この俺を感動させ懐柔することなど不可能。一いつ瞬しゆんで八つ裂きにされたくなければ、この期に及およんでお前らの取れる行動は二つだけ」

　テーブルの上に飛び乗り、叫ぶ。

「誰にも言う度胸が無いなら、俺が言ってやる！」

　俺は、マルコとは違う。

　仮にあの女神が、この世界の創造主として、俺の知らない能力を行使し今夜の運命を与えたのだとしたら、手ぬるいとしか言いようがない。

　証明してみせるだけだ。

　俺は、普遍的な価値観や協調などというお題目に適応することだけを有難がり、自分一人では足の小指さえ動かせぬまま、個性的という言葉を欲しがるだけの衆愚ではないのだ。

　レジーナ達に向け、言い放つ。

　心の奥おく底そこで、いつか誰かに叩たたきつけてやりたいと願っていた言葉を。

「あのバカ姫のために椅子を用意するか、さもなくば自分の部屋に引っ込んでいろ！」

　全すべてに、勝った。

　ここから何が間ま違ちがったとしても、俺が敗北することなど有り得ないだろう。

　打ちのめされ、自らの愚ぐ鈍どんさに気付いたアクセサレーゼン達は、感かん涙るい必至のはずだった。もうこいつらに出来ることなど、いそいそとミサを解放し、お土産を持たせる位しかないのではないか。

　金属音が響ひびく。

　だが今度こそ、俺のこめかみからではなかった。

　気付くと、食卓を囲んでいたアクセサレーゼン全員の手に、風変わりなボウガンが構えられていた。

　矢の先は全て、俺に向けられている。

　ピストルの形に構えた指を補強するように、カラフルメタリックな弓と弦が生成されている。レジーナも、鈍い輝きを放つ銅の弓を構え、テーブルのすぐ脇わきから人差し指を俺に突きつけていた。

　ペッパーミルや水みず煙草たばこなどと同じように、アクセサレーゼン達の生まれつき持つ指輪から展開されたのだろう。

　これだからギャルは、と俺は内心で悪態をつく。

　丸腰の振りして夕食会に誘いこみ、ギャルスレイヤーを調子に乗らせ、その本性を暴いた後に弓を引くとは。

「ピアス穴の予定は？」

　レジーナが言う。

　冗じよう談だんじゃない。覚悟していたのは、せいぜい大ひんしゅくを買う所までだ。

「断る。……大事な身体だ。ただでさえ生まれつき体の弱い母が、腹を痛めて生んでくれた」

　俺は、彼女達を刺し激げきせぬように努めてゆっくりとテーブルから降りる。

　足元に転がっていた、例の樹脂製リンゴを頭の上に乗せ、何とか事態の収拾を図ろうと試みる。







第十章　星降る夜に運命を溶かそう







　いっそ、この見張りの、小さな可愛かわいい女の子と一緒にずっとここで暮らそうかな。

　檻の中で、ミサはそんなことを考えていた。

　誰も助けに来ないだろうと言ったのは本気だった。

　マルコは自分のことを愛してくれているだろうが、女神のルールに縛られ、直接助けに来ることは出来ない。メイド達とは仲良くしているつもりだったが、ここまで駆けつけて来てくれるほどかというと、自信が無い。

　ルイにも今朝、嫌きらわれていることが発覚してしまった。

　自分が姫である以上、さすがにその内、誰か適当な人間が迎むかえにくるのだろうが、ミサが望んでいるのは、そういうことではないのだった。

　ミサの望む「助けてもらう」とは、もっと違った意味だった。

　ミサは、鉄格子の隙すき間まから眼がん下かの景色を見み詰つめる。

　城壁も、これくらいの高さだった。

　あの水堀に飛び込みたいと、思った。水底で一人になればまた、全てを忘れることが出来るのに。

　そう思った途と端たん、檻が強く揺らされた。

　王族の女子力を受け継いでいなければ、一瞬で蜂の巣だったはずだ。

　通りの内の一本から広場に向けて、大量の矢が放たれたのだ。

　命の危機には自動で発動してくれるこのバリアが無ければと思うと、恐おそろしかった。

　矢の雨が延々と吹き込んでくる通りに、目を凝こらした。

　まず誰かが一人、広場にかけ込んで来た。その後に続いて、アクセサレーゼンの少女達が一気になだれ込んでくる。

　地面に向かって垂れる無数の鎖くさりが邪じや魔まで、ここからだと中々良く見えなかったが、どうやら最初に広場に飛び込んで来た一人が、追い回されているようだった。

「え、えっ？」

　その影かげが誰であるのかを身体だけがはっきり知っているかのように、熱を持った。

　すぐさま、檻の下から垂れている鎖に変化が起こる。

　鎖にまとわりつくアクセサリーの量が、一気に膨れ上がったのだ。

　広場の端はしから端までを優に満たす直径を有する、アクセサリーが密集して作られた銅球となり、ミサからは完全に、下の広場の様子が窺えなくなった。

　広場を一直線に駆け抜けた黒い影が一人、反対側の通りに出ていった瞬しゆん間かん。

　鎖が耐たえきれなくなり、銅球が広場に落下した。

　地を揺るがす轟音。

　回転する檻の中で激しく揺ゆさぶられたが、女子力のバリアが守ってくれたおかげで、ミサは傷一つ負わなかった。

　広場の風景は、一瞬で様変わりした。

　地面とぶつかって弾けた銅球は、小さな銅製アクセサリーが積もって出来た巨きよ大だいな山へと、その姿を変貌させていた。

　頂上に位置しているのは、ミサの入っている檻である。

　鉄格子の隙間から空を仰ごうとした。

　広場の上空を力強く交差する枝達だけがいまだ健在で、オレンジ色をした微光を、広場に向けて放ち続けていた。

　大喧噪の跡だからか。

　沈ちん黙もくがより一層神秘的に、ミサには感じられていた。

　山の裾すそは、広場から出る通りの直前にまで続いている。

　誰も、助けに来ないのではないかと思っていた。

　しかし、初めて出会った日に一度見たきりだった黒衣は確かに、そこに立っていた。

　顔の横、右手の平の上にピザの入った木箱をバランスよく積んでいた。

「ルイっ！」

　必死に、その名を呼ぶ。

　朝食の際、仲間外れにされたことに対する恨うらみはもう無く、ともすれば、檻から助け出してくれと言う打算すら存在しなかった。

　自分の声を聞いて、近寄ってくれるだけで良いのだ。

　助けようとしてくれるだけで、救われることもあるのだと言うことを、ミサはこの時、初めて知った。

　ルイが赤銅の山を登って来る。

　悪い足場をものともせず、由緒ある城の階段を上るように、堂々とした歩調。

「ルイっ、ルイっ！」

　鉄格子の隙間から、手を伸のばす。

　檻のすぐ傍そばの地面が、盛り上がった。

「ぷはっ！」

　牢の番をしていたアクセサレーゼンの少女が飛び出してきた。どうやら、檻が地面に落下した拍子に埋もれてしまっていたらしい。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　なんと、それを見たルイは、少女の方に駆け寄って行ってしまったのだ。

　ピザの箱を脇に置き、小柄な少女の両肩かたを手の平ではたいてやっている。

「君はこの事を、街中に知らせて回るんだ！」

　君！

　ミサは愕がく然ぜんとした。日頃はぶっきらぼうに「お前」としかミサを呼ばないルイの口から「君」！

　少女は頷うなずいて、山を下って行く。

　そこで初めて、ルイはミサに向き直る。

　ミサはつい、棘とげのある言葉を口にしてしまう。

「…………優しいんだね。『紳しん士し的』ってやつ？」

「たまにはな。針金を探すのが面めん倒どうな時くらいは」

　ルイの言葉が意味する所を、ミサは掴めなかった。

　黒い革手袋に包まれた手に乗せられた何かが、小さく光っているのが見える。

　牢番をしていた少女が胸ポケットに入れていたはずの、鍵だった。

　ルイは、少女の汚れを手ではたいた、あの一瞬の内に掠かすめ取っていたのだ。

　掠め取って、くれていたのだ。

　ミサは顔を赤らめずにはいられなかった。

「あの、さ……」

『ありがとうね』『なんで助けに来てくれたの』

　質問したいことは、それこそ足元の山ほどあった。

　しかし、しばしの間、お預けになりそうだった。

　山のあちこちが、盛り上がり、揺れ始めたのである。

　そこでやっとミサは、ルイを追いかけていたアクセサレーゼン達が現在、皆みな、生き埋めになってしまっているのだということに気が付いた。

　銅の山のそこかしこが好き勝手に爆ばく発はつし、アクセサリーを天空に巻きあげる。

　怒りに燃えるアクセサレーゼンの少女達が、自力で這い出てこようとしているのだ。

「タフか！」

　そう言うとルイは屈かがみこみ、イカスミピザの木箱を抱え始める。

　錠に鍵が差しこまれ、檻が開いた。
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　箱から一ピースだけピザを取りだしたルイが、ミサの口へと乱暴に突っ込んだ。

「走るぞ！」

「むぐっ、もぐ……うんっ！」

　逃とう避ひ行こうに備えて腹ごしらえをしておけと、きっと、ただそれだけのことだったのだろう。

　それでも、ミサは嬉しくて嬉しくて堪たまらなくなった。

　二人して、白い木々の家が並ぶ街を駆け始める。

　時に、先導する黒衣が闇やみに紛れ、ミサはルイの姿を見失った。

　しかし、広場から天に吹き上げられ続けるアクセサリー達が、その度に降り注ぎ、闇の中に消えたルイの身体に跳ね返って、浮き上がらせた。

「そらそら、無能な政府に代わり人民へ、ギャルスレイヤーがピザのばらまきだ！　味は色んな意味で保証する！」

　ルイが吠え猛りながら、残ったピザの箱を泣く泣く周囲に向かって投とう擲てきしている。

　ようやく、逃とう走そうの邪魔になると踏ふん切りがついたのだろう。

　平たい木箱は一直線に、家々の窓を突き破って飛び込んでいく。

　鈍い光沢を放ち煌めく、銅の雨の中。

　数歩前を、くっきりとした闇が突き進んでいく。

　ミサは、どこまでも追いかけて行く。










　声が聞こえてくる。

　俺の名が、叫ばれ続けている。

『ギャルスレイヤーだ、ギャルスレイヤーを探せ！』『誰なの、そのギャルスレイヤーっていうのは』『レッドカッパーフォレストの果樹園を荒らした張本人！　早く、誰か捕まえてギャルスレイヤーを―――』

　そうだ、俺はずっとお前らにそう呼んで貰いたかったのだ。

　アクセサレーゼンの街を抜け、さらにしばらく走った先にある路地裏である。

「ル、ルイっ」

　すぐ傍から、誰かの声が聞こえてくる。

　しかし俺の心は、遠くから聞こえてくる怨嗟の声のみに奪うばわれ続けていた。自分達の街に籠こもりきりだったアクセサレーゼン達は、境界を犯おかし、住処を離はなれてアクセサレーゼンでないギャル達にも協力を求めているようだった。

　だが俺の隠かくれる路地裏まで、追手の迫せまる様子はない。

　さすがに、息が切れていた。

　だが、ここなら十分に身体を落ちつける時間が取れるだろう。

「―――イっ……」

　眩暈めまいすら覚える興奮だった。心臓は高鳴り続け、胸の内が落ちつかない限りは帰路につくことは出来ないと頭では分かっているのに、願わずにはいられなかった。肉体よ、熱きままで―――

「―――ルイっ……ねえ、ルイってばっ！」

　すぐ傍で、ミサが喚わめいていることに気付いた。

「助けに来てくれて……ありがとうね。妾わらわ、すごく、すっごく……」

　勝利の夜の余韻に、日頃なら、ミサの存在は邪魔になっていたところだろう。

　成り行きで助けてしまったものの、正直なところ、アクセサレーゼン達の矢に追われている間は、ミサの事など欠片も頭をよぎらなかった。

　銅の山にアクセサレーゼンが下敷きになった時も、その頂上で檻の中に入ったミサを見て最初に思ったのは、「どうしてこいつこんな所にいるんだ」ということだった。

　檻から出した後も、ここまで引っ張ってきたのは、ミサのバリアが矢の盾になるのではないかと踏んだからだ。

　俺おれは、今日の昼、城門を出たときのことを思い出していた。

　メイド達がハンカチを振ふりながら、姫様をお願いしますと、口々に言っていた。

　その事を、ミサに教えてやるつもりはなかった。

　終ついぞ、今夜の一幕が救出劇になることは無かったと思った瞬間、俺は、他には誰もいない路地裏に、ミサという観客がいたことを、好ましく思った。

　俺は、アクセサレーゼン達に嗅かぎつけられるかもしれないなどということは考えず、誰にも憚はばからず哄笑を上げた。

　ミサは僅わずかに身をすくめた。

「ル、イ？」

「やった！　やったぞ！　俺はとうとうやり遂げたんだ！」

　腹を抱えて地面を蹴けりつつ、頭を振ってその場で回る。

「地球にいたころは、ついぞ果たすことの出来なかった悲願！　はははははっ！　まさかまさか！　ギャルスレイヤーとしての宿願が異世界にて叶かなえられようとはな！」

　勝利宣言。右手を夜空に突つき出す。

「俺はついに！　完全なるギャル共の敵対者として認にん識しきされることに成功したんだ！」

　忌いまわしきこの世界の空気さえ、俺の右手を掲げる公平なレフェリーとなって、今夜の対決を称える一要素となっている気がした。

「見たか！　あの女どもの必死の形相！　矢の雨は俺を追いかけまわしたが、とうとう俺を捉えることは無かった！　……ははははっ！　怨えん嗟さの声がいつまでも追ってくるようではないか！　だが汚らしいナメクジが、天高く舞うハヤブサに追いつけるものか！」

　俺は路地からマスクに包まれた顔を出して、街路に向かって一声あげるのだった。

「愚かなギャル共め、今夜の悲劇はまだ序章に過ぎん！　俺の名はギャルスレイヤー！　ナポリの伝統を引き継ぎし者なり！」

　街を通るギャル共は、奇異の目で俺を見詰めていたが、何人かがギャルスレイヤーと言う単語に反応した。アクセサレーゼン達が遠くで起こしている騒ぎに通りすがり、その名を吹き込まれた者達がいたのだろう。

　さあ、また逃にげよう。

　どこまでも走って行くんだ。

　俺はミサを振り返った。

　すぐ、通りへと走り抜ける第一歩を踏み出すつもりだった。

　何なら、置いて行ったってよかったのだ。

　今、この時まで、俺はミサのことを完全に、自分の付属物のようにでも思っていたのだった。自分が身につけている限り勝手に外れることはなく、不要だと思えば俺の意思一つで捨ててしまえるような。

　しかし。

　俺の息は詰つまった。筋肉にエネルギーを届けるためのバルブが絞しめられたようだった。

　静かに。

「ごめん……」

　彼かの女じよは、俺の目を見て言った。

「ごめん、ごめん……ごめんっ……！」

　言葉の連続はやがて、大きなしゃくり上げに変わり、とめどなく吐き出された。言葉に質量はない。しかしミサの喉のどを通り過ぎようとする時、彼女の言葉が石のように喉を無理矢理押し拡げているようだった。

「妾わらわのせいで……ルイが、悪者になっちゃったよぉっ……」

　路地の闇は不思議なほど、ミサを儚く見せていた。

　ギャルは皆みな、自己主張の激しい存在である。そうでなければ、身体の隅々にまで着飾る余地を見出すことなど出来ないはずで、そう言った意味では、ミサはまさにギャルの姫に相応しい存在だったのかもしれない。

　彼女の金きん髪ぱつが、さして迫はく力りよくのない街の陰かげりの中で、溶とけてしまいそうだった。

「助けに、来て、くれたのにっ……危ない目にあってもたった一人で、妾わらわなんかのこと、助けに来てくれたのにっ……妾わらわのせいで、ルイが、皆に嫌われて……妾わらわが、家出なんかしたから……！」

「何を……言ってるんだ」

　マスクの口元は常に捻じれた笑え顔がおを浮うかべている。マスクの下の俺の頬ほおが、描画された表情をさらに裂さいて広げようと躍やつ起きになって、小さく痙けい攣れんした。

「話を、……聞いて無かったのか。俺は、これで本望だと言ってるんだ」

「そんなの知らないもんっ！」

　俺はとうとう俯き、何も言えなくなってしまった。

　目の前の光景を、自分には関係の無いものだと思いこもうとしていた。

　それは一つの意味では容易たやすく可能なことであり、また、もう一つの意味においては完全に不可能なことだった。愛の反対は憎にくしみではなく、無関心だとよく聞くが、それは間違いなのだということに今、気が付いた。どんな言葉をその座につけようと、愛の反対に定義されてしまった時点で、炎ほのおは燃え上がらざるを得ない。無関心という言葉を、愛に背を向けるという用よう途とで使うことは出来ないのだ。目を向けることも、背を向けることも、関心であることに変わりない。もし、愛の反対を限りなく正確に表現するならきっと「言葉に出来ない単純な冒ぼう涜とく」なのだと思った。何にせよ、今の俺にとっては虚数を語るような話だった。

　彼女に親愛を抱いだいているわけでは、全くないはずだ。

　ならば、何を戸惑っている？

　身体の内から、声が聞こえる。

　無関心を装うことに失敗したことが何故なぜ、お前にこれほどの打だ撃げきを与えているのだ？　その原因に目を向けたくないのなら、簡単な事だ。憎めばいい。目の前の女はギャルだろう？　彼女が泣いている原因がわからないなどと、悩む必要がどこにある？　俺が泣かせてしまったのかなどと、気にかける価値などあるものか。この女がギャルである以上、傷付き涙を流しているというだけで、俺にとってはプラスじゃないのか。

　何故、俺の足は動かないんだ。

　ごちゃごちゃとうるさいだけの女をおいて、一人で逃げ出して行かないんだ。

　遠くから喧騒が近付いて来る。俺の名乗りが伝播し、追手達たちの元に届いたに違いなかった。

　金縛りを解く方法は、分かっていた。

　あの銅色の街で、俺はあらゆることをやってのけた。

　けれど今ミサに、どうして泣いているのかと聞くことだけが、出来なかった。










　帰りの道中は行きより自然と短く感じられるというが、今回に限っては嘘だった。

　沈黙のいたたまれなさと言うのは、一人きりの時になど発生しないものであり、常に人と人の間にしか生じないものである。

　俺とミサの間に横たわり続ける空気は鉛のように重かった。俺とミサは、望まぬ静けさを二人で引きずりながら、ようやく城へと続くなだらかな丘おかの入り口にまで、やって来たのだった。

　道中、ミサに向かって声を荒らげるまでは行かなかったものの、俺は何度か明確な癇かん癪しやくを起こした。

「か、勘かん違ちがいするなよ！　別にお前を助けようとして、牢から連れだしたわけじゃない！　お前のバリアが弾避けに使えるかと思っただけだ！　……いや、そもそもあの程度の矢など、俺一人でどうにでも出来たわけだが……」

　言葉は、的を射ない。アクセサレーゼン達の矢のようにはいかない。俺は、蜂の巣になったエポキシ樹脂の林檎を思い出していた。

　しばらく捲まくし立てた挙句、顔を伏ふせ、再び歩くことだけに集中する。ミサはどんな言葉も受け付けようとはせず、俺が何か口にするたびに、胸むな元もとを握にぎりしめ、顔を切なげに歪めるのだった。

　時刻はもう、真夜中を回っているだろう。

　スレイヤー・スーツは未だに、解けていなかった。

　サヴァンギャルドの街並みは、日本の都会ほどの明るさとは行かずとも、真夜中であれ薄ぼんやりとした明るさを保っている。夜の訪れと共に家々の軒に吊られる、香こう水すい瓶びんのリサイクル品であると思おぼしき街灯達が、道を照らすからだ。

　だが、城にまで続く丘には完全な暗さが降りている。

　俺は、歩き疲れもあって、舌打ちを抑おさえられなかった。

　どうせこの世界の住人は皆ギャルなのだ、街まで戻もどって、どこかの家の軒からランタン代わりに拝借してこようか……そんな考えが、頭をよぎる。

「……ねえ」

　ミサが口を開いた。

「……ねえってば」

　俺の裾を引っ張り、主張する。

「何だろう、あれ……」

　正直、俺はこの時まで、ミサの相手をするつもりは無かった。彼女はどうせ「今夜は街の宿に税金で泊まろう」などというアイデアしか持ち合わせていないだろうと思っていたのだ。だが、よくよく考えてみれば、ここまで休憩すら切りださずに俺のペースに付き合ってきたミサが今いま更さら、どうでもいいことを訴うつたえるわけも無かったのである。

　ミサは、目の前に広がる暗くら闇やみの中を指差していた。

　小さな光に見えた。

　遠くに、針でつついたような程ほどの大きさをした輝かがやく点が、浮かんでいる。

　否いや、見詰め続けてようやく分かる速さで、ゆっくりと地面に向かっていた。

　ひらひら揺れている。しかし強い風に攫さらわれるようには見えない、質量を感じさせる降下。

　次第に、点は数を増して行った。個々の輝きも強まっていく。やがて丘の上の一角に、空から金の花嵐が吹き付けているかの如き様相を呈し始めた。

　俺とミサは顔を見合わせ、丘の上へと、殆ほとんどかけ足で向かった。

　次第に、具体的に何が起こっているのかが明らかになっていった。

　輝く金色は、空から降り注いでいるのではない。まず、地面から吹き上げられており、それが重力に従い、丘の空を舞まっているのだ。

　予想通り、黄金の輝きの中心にあったのは、城だった。

　マスクの額に、何かが当たった。

　黄金の指輪だった。

　気が付けば、金の雨が降り注ぐ下に、俺とミサは辿たどりついていた。

　降り注ぐ黄金達は、全て純金製のアクセサリーだった。

　指輪だけでなく、腕うで時計、ミサンガ、ソフトクリームのイヤリングにリボンカチューシャ、ドーナツ型の財布なんていうのもあった。

　それら小物全てが、スローモーションに大気を降り、城を、俺とミサを、取り巻いている。

　雲から大地まで、丘の上の空間、視界の七十五パーセントを、真夜中にも拘かかわらず黄金色が占しめている。

　煌めくアクセサリー達は、俺やミサの身体に触れた瞬間、金属に相応しい重量を取り戻す。しかし、相変わらず花びらのようにまとわり続けようとするせいで、手に負えなかった。

　身体をはたきながら、何とか城門に辿たどり着つく。

　ミサの帰りを待ち続けていたのか、架け橋の上では、メイド達が揃そろい踏みだった。

　俺は呼びかける。

「何があった！」

「あ、弟おとうと君ぎみじゃん！　おかえり！　…………あ、姫ひめ様だ！　ちゃんと連れ戻して来てくれたんだね！」

　俺とミサの帰還に気が付いたメイド達が、集まって来る。

「私らにも、何が何だかさっぱり！　いきなり噴き出してきて、止まんないの！」

　メイドの一人が、水みず堀ぼりの中を指差した。

　堀ほりは、一周丸々、アクセサリーを吐き出す噴ふん火か口こうと化していた。俺は天を仰あおいだ。火山から発射される溶よう岩がんは、時に宇宙にまで辿り着くと言うが、さもありなん。雲を貫つらぬき、その先に夜空が見えていた。そして、自らが開けた穴から再び、この丘に降りてくるのだ。

　上へ向かう黄金と、地へ戻って来る黄金が、目に見える範囲全てで擦れ違っているのが見える。

　お堀。そして、アクセサリー。

　吹き荒れる黄金に包まれる中、俺は一つの推測に辿りついていた。

　やはり、俺がイカスミに変えてしまった液体は、アクセサレーゼンの一等育苗水だったのではないか。俺はその残りを、誤って水堀に落とした。ミサは、水堀で泳ぐ習慣があった。

　水底に少しずつ沈澱していたミサの強力な女子力が、薄められていた聖水に時間差で反応し、黄金のアクセサリーを作り出しているのではないか。

　腕を引っ張られた。

　俺としたことが、気付いた時には体勢を崩されていた。

　俺の腕に抱きついたミサと共に、水堀の中へ落下した。

　泳ぎ慣れているためか、水面に顔を出すのはミサの方が早かった。続けて、俺がミサの真正面に慌あわてて飛び出る。

　体中に張り付くスレイヤー・スーツの感かん触しよくに顔をしかめながら、ミサに渋面を向ける。

　ミサが俺の両肩を手で掴み、叫さけぶ。

「すごい、すごいよ、奇き跡せきだよっ！」

　ミサが、両手を広げると、飼いならされた小鳥のように、指輪とピアスが寄ってきて纏わりつく。

「全部、妾わらわのにする！」

　架け橋の上、かがみこんでこちらの様子を窺っていたメイド達が苦笑を浮かべた。

　ミサの台詞せりふを、いつも通りの我わがままとして受け止めていないのは、俺だけだった。

「これで、アクセサレーゼン達においしいごはんを食べさせてあげられるよっ……！　妾わらわのせいで、街が貧乏になっちゃったって聞いた時はどうしようかと思ってたけど、よかった……」

　あの街は、救われるのだろう。

　遠くとも、徒歩で行ける距きよ離りだ。

　俺は想像する。

　きっと明日ミサは、ありったけの黄金を馬車に乗せ、アクセサレーゼンの街に届けに行くのだろう。

　唯ゆい一いつの顔見知りであるところのレジーナに、彼女が監禁犯だったことも気にせず、「街の皆で分け合って」と黄金をひっくり返すのだ。ミサは黄金の礼に、たった一つあるものを要求する。レジーナは、そんなものでいいのかと申し訳なさげに訝しがりながら、ミサを閉じ込めていた牢に張り付けていたネームプレートを引き渡すのだろう。ミサは銅のネックレスを、掛かけ替えの無いティアラのように頂戴するのだ。

　俺は胸が痛んだ。

　取り返せない過あやまちなど、無いのかもしれない。

　奇跡が起きて、あらゆる傷が修復されることは、起こり得るのかもしれない。

　同じ世界にいる限り。

　城じよう壁へきの上。金に霞かすむ風景の中、黒のナイトドレスに身を包つつんだマルコが微笑ほほえみを浮かべている。

「今なら分かる気がする。妾わらわ、本当はずっと……檻の中でルイの事、待ってた」

　ミサが、俺の頬に手を添え、弱く爪つめを立てる。

　ギャルスレイヤーのマスクを剥がそうとしているのだった。

　俺は動けない。

「ルイは……誰だれを待ってるの」

　継つぎ目めなど無いはずの、スレイヤー・マスクが裂けた。溶けて零れるように、水面に垂れ落ちていった。

　ミサが、露わになった俺の目を見詰めながら、マスクの下に隠されていた右頬を、優やさしく引っ掻いた。火傷の様なマニキュアの施ほどこされた、例の小指だった。

　水堀の表面を、金きん箔ぱく紙が流れてくる。

　俺の顔が反射している。

　頬には、いつぞやのプリクラが浮かびあがっていた。

　大きく書かれた『ズッ友だょ』。

　そのメッセージからミサが、小指を器用に使って『友』の字だけを削けずり取っている。

「大切……大切にする…………もっと、大切に、するからね」

　マルコのような世界を作り出だす情熱など無く、シェリリーのような美に対する執着も持たない。ミサは、檻に閉じ込められた際、そう言って打ちひしがれたと言う。

　面と向かっているせいだろう。

　ミサの瞳ひとみが、黄金を溶かすほどの熱さを宿しているように見える。

　金の装そう飾しよく具ぐ達は、桜の花びらが舞う速度で、あるいは泥中に蓮はすが飲まれていくようにゆっくりと、降り注ぎ続けていた。







第十一章　サヴァンギャルドの羽に抱かれて







　日記に何を書けばよいのか、最近は分からなくなってきている。

　今夜も、二、三文書いては黒く塗ぬりつぶして、を繰り返すばかりだった。

　月を背に降りてくる影に気が付き、俺は手の中の日記を、革表紙ごと細かく引き裂いて、ばら撒き捨てる。

　城の裏手にある、森を抜けた先にある丘だった。シェリリーから二重にされた後であれ、鍛えた夜目は、暗闇の中でも手もとの読み書き程度であれば支障はない。

　ここなら夜は誰も来ないだろうと思い、ここ数日、毎夜、一本の木の下に腰こし掛かけ、背を幹に預け、明け方まで過ごすという習慣を続けていた。

　秘密の場所のつもりだったが、考えが甘あまかったかもしれない。

　女め神がみに対し、この世界の住人が秘密に出来る場所など、存在しないのかもしれなかった。

「……何か用か」

　翼つばさをゆっくりとはためかせながら、マルコが降りてくる。金のお団子の放つ鱗りん粉ぷん、その一粒一粒が蛍のような輝きを放ちながら広がり、丘の上はにわかに、無数の間接照明を設置されたような、ぼんやりとした明るさに包まれる。

　俺の周りに散らばる紙くずが、マルコの羽根の動きが生みだす風に合わせ、小さく吸い寄せられ、遠ざけられといった動きを繰り返した。俺は、波打ち際に腰掛けているようで居い心地ごこちが悪く、つい、口にしていた。

「後で捨てる」

　マルコの前で品行方正ぶっても仕方がないだろうと、後こう悔かいする。マルコは、優しく目を細める。

「ミサやシェリリーとゎ、仲良く出来ているみたいだね」

　日記に何が書かれていたか、見当外れのお見通しをしているかのような口調で、マルコが言った。下手に核心の横をかすめた分、俺は背中に、かく必要のない冷や汗を覚えた。

「よかったよかった、本当に、よかったよ。ギャルとの触れあいの中で、ルイ君の心の闇を溶かそうっていう、ゥチの作戦成功っていうコト」

　マルコは早速、奇怪な行動を取り始めた。月光に狂ったと言うわけではないだろうが。

　何故か、俺の後ろに回り込もうとするのである。

　羽根を背に抱かかえた空気抵抗など感じさせないフットワーク。危あやうく、ギャルスレイヤーに変身してしまう所だったが、そうはならないぎりぎりのタイミングで、とうとう俺は捕えられてしまう。

　マルコの両りよう腕うでが後ろから脇わきの下に通され、ロックされる。

　そして。

「んんんんんんんんんんんんんんんっ！」

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　なんとマルコ、飛び立ちやがった。

　俺は足をばたつかせるのはかえって危険と判断し、あえてぴったりと閉じる。

　やがて、上昇が緩やかに停止する。

　全身から、力が抜ける。

　俺を後ろから抱き締めるマルコも、飛べない人間一人抱えているとは思えない力の抜き方。羽を落下傘にして、大きく広げていた。

　視界は、ドローンで撮さつ影えいしたことのあるどんな景色よりも高く、地平線を舗装するみたいに並び立っている、山の影が見えた。

　マルコがしれっと、言い放つ。

「感動しちゃって、つい」

「感極きわまり方かた！　コマンド投げきめられたかと思ったわ！」

　心地が悪いことこの上ない。しかしそれは、足の着かない浮遊感のせいでも無く、マルコの細い二の腕がパラシュート・パックとして頼り無いからでもなく、背中から伝わる体温に、拒絶反応を覚えたせいだった。

「背中から落とせ。この高度なら、バリツが使える」

「恥ずかしがりなとこだけゎ、相変わらずなんだね」

「あ？」

「……二人きりだね」

　ただの、状じよう況きよう確かく認にんの台詞。しかし、俺は背景を連想してしまう。二人きりだからなんなのだという問いが頭の中で詰まり、熱を持った。マルコの吐と息いきが、うなじにかかる。それを通じて感染され続ける火種に、俺は身を捩よじる。

「これゎ、話半分の半分くらいで、聞いて欲ほしいんだけど」

　何か、俺を激昂させるような事をマルコが口にするだろうという、予感があった。

　先さき程ほどマルコの口にした、作戦成功……俺を今まで手の平で転がしていたのだと言わんばかりの台詞が、反感を呼び起こしていた。加えて、特別刺し激げきの強い話をするのでなければ、只ただでさえ他ほかに誰も人の無い森の丘から、下手な理由を付けて、中空に連れだしたりはしないだろう、と。

　俺は努めて冷静に、これから自分がどんな言葉でもってマルコに言い返すことになるだろうかと言うことを、シミュレートしていた。

　マルコが俺の髪かみを、鼻先で撫でながら言った。

「こんなに格好よく育ってくれて、お姉ちゃん、嬉しい」

　大地に居なくて良かった、と思う。膝ひざから崩れ落ちる様など、この俺がギャルの神にさらせるわけもない。

「馬鹿な」

　一笑に付そうとした声が、白く濁り、夜空に溶けるのを見た。幻覚だった。

「正義と言われれば間ま違ちがい無いだろうが、ギャルの女神から肯定される謂われはない。何が何でも、俺はこの世界を滅ぼす。俺は、ギャルスレイヤーだ」

「知ってるよ」

　マルコは、時々地球での俺の様子も断だん片ぺん的に確かく認にんしていた、と言っていた。渋しぶ谷や、原宿での活動だけしか観察していないかのようなニュアンスを、漂ただよわせていた。マルコの頭のお花畑で、俺はいまだに、ギャルと半年戯れ続けていただけの男と思われているのだろうことは、明白だった。

　だから、知ってないと、咄とつ嗟さに言い返そうとしたのだ。

「ルイ君ゎ、ギャルのコトが嫌きらい。でも、自分が深く知りあったギャル達ゎ、嫌いになるコトができない。ギャルを嫌いでい続けるためにゎ、ギャルで在ることを選んだその人達の心も、丸ごと嫌ぃにならなきゃいけないのに、ルイ君にゎ、それができないから」

　容易く的を射る。背後からのゼロ距離射撃。

　回り込み、開きかけていた俺の口の中に入って来る。

　馬鹿どもはこれだから厄介なのだと、俺は憤った。動物なら、無知を主張する瞳には、ただ服従を期待することができる。しかし人間相手となると、本能でこちらの本心を見透かされているのではないか、と、不安になる。

　そして俺の場合、大体その不安は的中する。

　だがマルコはきっと、核心を見通していることにさえ、無自覚で、無む邪じや気きだった。

「皆が、ルイ君のことを好きになるよ。ルイ君も、皆の事を、好きになる。これまでの生活を通じて、ルイ君にもそのコトが、はっきりわかったはず」

　俺よりも俺のことを知っているかのような口調で、マルコは言う。

　パノラマが回る。設計に欠陥のあるオルゴールの上の人形達になって、俺とマルコの視界が、秒針の速度で動いていく。無音の舞ぶ台たいに、マルコの言葉だけが、音楽になる。

「ルイ君ゎ、ヒーローにしかなれない。やがて、女神のゥチと一いつ緒しよに、サヴァンギャルドを守ってくれる存在に、進化する。ルイ君を思いやる存在を、サヴァンギャルドが生みだし続けるかぎり。ナナクラ・ルイ……誰より暗くて明るい、人間らしさの塊。ゥチだけの、弟……ご褒美に。地面に降りるまでの間だけ、甘やかしてあげるね」

　それきり、二人して黙だまり込んだ。

　視界がどんどんと低くなる。

　やがて、王城の背よりも。

　俺は、姉に連れて行かれた天空に、この世界に来るまでの己おのれを見た。

　どこまでも見通せたはずの視野が、ここまであっさり、夏場の氷よりも早く溶けるのだと知る。だからといって、どうしたらいいのだろう。

　大地に、降り立つ。

　マルコが、振り向く。

　俺の表情を認めた瞬しゆん間かん、マルコは奇き妙みような表情の歪ませ方をした。

　発作を起こした相手の処置に追われるような。今まで自分が抱きしめ続けていたことが、まるで不謹慎な行こう為いだと批判されたかのような顔をしていた。

　マルコが一歩ずつ、ゆっくりと歩み寄って来る。

　地に足をつけてなお、俺の身体は下降し続ける。

　自分が跪ひざまずいていることに、気付くのが遅れる。

　気付くのが遅れる。いつだってそうだ。俺は自嘲するしかない。

　本当は、ずっと分かっていたことだと言うのに。

　ミサは一見、典型的な、『何を考えてるか分からないやつは何も考えていないやつ』に見えるが、実際はそうでは無く、考える余地すらない純真さを胸に秘めているだけなのだ。シェリリーはナルシストだ。だが、他者の長所に対しても自信満々であるが故ゆえに、美しい。

　俺おれ達たちは、人間は常に、カテゴリに怯おびえている。

　自分の生活圏内にいない者達をグループで括くくり、そこに、己には理解できない性質を見て、より一層遠ざける。人は、個人に対してだけでなく、特定の性質を持つ集団そのものにも、一つの人格を見出すことができる。雲の上に突き出るほどの、目には見えない巨身の顔を空想する時、極めて日常に密接した、危機的想像力が発揮される。

　しかし不意に、俺達の手の先が直に、巨人の足に触ふれてしまう事がある。

　すると一息の間に、巨人はその身体を収縮させ、目の前にいるのは一人の、自分と同じ大きさの、人間になる。等身大の人間同士として付き合っているうちに、あれほど鮮明であったはずの巨人の空想は、呆あつ気け無く消失するのだ。

　ギャル文化は嫌いだ。憎んでいる。しかし、ギャルであるからと言って、特定の個人を嫌けん悪おする理由には、どうしてもならなかった。少なくとも、俺にとっては。決定的な弱さを抱え続けていたというのに、ギャルスレイヤーを名乗ることを止められなかった。

　しかし、ギャル文化を滅ぼすためには、個人個人を打倒して行かなければならないのである。

　敵だらけの世界にきて、俺は道のりの果てに徒労しか見出せなくなっていた。

　そこに、今のマルコの言葉だ。

「ヒーローにしか、なれない、か」

　俺のつぶやきに、マルコが嬉しそうに頷く。

「だが所しよ詮せんは、ジャパニーズ・ヒロイックだ」

　中ちゆう腰ごしになった俺に近づいてきたマルコの腰を、引き寄せる。

　薄うすく、柔やわらかいドレスの腹に、鼻先を埋めた。きつく、目を閉じる。

「愛する者を救う手段として、世界を守ることを選べる人間は、愛する者を世界が攫おうとする時、世界に対し、二つとない憎悪を抱けてしまう愚か者だ」

　サヴァンギャルドの女神となった姉。

　疲れ果てた旅人が、千年の間に何度、その羽根に抱かれたいと願っただろうかと、俺は思いを馳はせる。

「渋谷と原宿を滅ぼしたのは、俺だ」










　ある重苦しい夜のこと、夢を見た。

　寝ねている俺の身体を、天てん井じようからみつめていると。

　寝ね巻まきを来た俺の身体の表面が泡あわ立だち、黒いマグマが部屋一面に溶け出し、収束する。

　それは、天井にいる俺に吸い込まれていく。

　奈な々な倉くら瑠る衣いであり、奈々倉瑠衣でない俺は、自我を得ることになる。

　俺は膨れ上がった身体で、山手線に沿い、大股で目的地へと移動する。

　不夜城の密集地、東京においてなお掻かき消されぬ、影かげの巨人。

　渋谷と原宿には、無視できない数の人間が行きかっていたものの、俺の姿に気が付く様子はない。誰も。

　息を吸い込む。

　一息で、嵐が吹き荒れた後の結果だけが残る。

　そこで俺が……ベッドに寝ていた奈々倉瑠衣が、目を覚ます。

　臨場感のある夢の割には、何とも悪くない寝ざめだと背伸びしながらテレビをつける。

　渋谷と原宿が、跡あと形かたもなくなっていた。










「渋谷と原宿が、そんなことに……それを、ルイ君が？」

　かいつまんだ、本当にかいつまんだ、あの日、俺の視点から観察できたことだけを告げると、マルコは目に見えてうろたえた。

「なに、言ってるの、ルイ君……？」

　俺が真実を話しているようには見えていないらしい。

　急に弟が狂言を語り始めたと、まだ案じているようだった。

「少し、大げさな言い方になる。話半分の半分で、聞いてほしい」

　俺は、ゆっくりと立ち上がる。

「俺は、姉貴の事が、本当は大好きだった」

　風が吹く。

　俺おれの胸の内から、そして、マルコの纏まとうイブニングドレスの表面から吹いてきたような、生暖かくも冷たい風が、二人の間を染めようとする。寒流と暖流の衝しよう突とつする海の如く、俺とマルコの間に、得体の知れないプランクトンが湧き上がるのを感じる。

「俺の姉は凄い人間だと、誰よりも信じていた。けどそれは、芸能人なんかだったからじゃない。好きって気持ちだけで、常人の躊ちゆう躇ちよする領域に何度もつっこみ、その度にコケてはケガをして、周りから笑われようと、自分の使命を忘れない姉貴が、眩しかった。人の目から隠かくれて、本を読みふけっていた俺には、太陽のようだった。姉貴が、中学高校で、嫌がらせを受けて帰って来る度に……俺は、姉貴と自分の年の差が憎かった。姉貴と地球で暮らしていた頃ころ、俺は身体も心も小さかった。よその家みたいに、せいぜい二、三歳さい差だったら……姉貴に、生まれてくる世界を間違えたなんて言わせなかったはずだと、いつも、悔しかった」

　姉のことが、不ふ憫びんで。理解できるのは自分だけと思っていた。

「十一歳の誕生日に、俺をハンバーガー屋に連れて行ったことを覚えているか」

　マルコは、頷うなずかなかった。覚えていないのか。俺にとってはたった、数年前のことなのに。それでもマルコにとっては、自分の書いた聖書の起源さえ、もう千年の彼方かなたなのだ。

　俺は苦笑いを挟み、続ける。

「あの日、姉貴の友達が家に来ていたせいで、俺の居場所はどこにもなかった。姉貴は俺のゴキゲンを、いかにも姉貴らしい、いい加減なやり方で取ろうとして、ハンバーガー屋に連れていった。根暗な俺と並びたくなかったからか、席を二つ離はなして、座すわられて。姉貴はケータイ小説を読み耽り、俺は覚えたてのライトノベルを広げていた。あの時俺がどんな気持ちだったか、分かるか」

　マルコの顔が歪む。身に覚えのない罪と、身に覚えがない故の罪に晒さらされ、戸惑っている。マルコはきっと、俺が懺ざん悔げを迫せまるのではないかと、怯えていたのかもしれない。

　だが、そうではない。そうではないのだ。

「嬉しかった」

　俺が口にしたのは、赦しの言葉では無かった。

　葛藤の末、あのエピソードに関してはプラスの感情を抱くことに決めた、と言うことでも無い。正しよう真しん正しよう銘めい、女神の原罪の不在を口にしただけ。

「姉貴も俺も、趣しゆ味み嗜し好こうは全く違ちがったが……父さんが海外勤めで家を空けがちで、病気がちだった母さんが入退院を繰り返していたそんな時期に、現実とは違う場所を求める気持ちは同じなんだということを、子ども心ながらに感じて、嬉しかった。二人の間にカップルが座ろうとした時も、揃って手荷物で空席を塞いだ。……本当に、嬉しかった。他人のデートに水を差した罪悪感が、どうでもよくなる位に」

　……けど、今思えばあれが、俺の悪意の芽生えだったのかもしれない。

「でも、姉貴と俺が同じだったっていうのは、錯さつ覚かくだった」

　錯覚。なんて冷たい言葉だろう。現実の風景だけを直視するように断罪的で、読み終わった本を閉じるように、切なく。

「俺はオタクで、現実からかけ離れた空想を求めてた。だが、ギャルの姉貴が求めていたのは、より現実らしい現実だった。……そして作り上げた。この世界を」

　サヴァンギャルド。

　聖書。世界の起源が記された場所。そこに一つだけ、ケータイ小説的でないシーンがあった。病院で死にかけていたＲＵＩを、自転車で連れさるシーン。マルコがただのギャルであったなら、自転車の後部座席にでも普ふ通つうに二人乗りさせて、連れださせたはずだ。精せい一いつ杯ぱい背伸びした悲劇として書き切るはずなのに。七代かけたって、他所の誰かに分かってたまるか。あれは、俺とマルコにしか分からない物語。あのシーンだけは唯一、背伸びをする必要なくマルコが書き切ることの出来た悲劇なのだ。抗がん剤治ち療りようで、髪の抜け切った頭。栄養剤の点てん滴てきで生きながらえ、むくみきった指先。間ま抜ぬけな文章力というヴェールの向こうに隠された、痛々しいリアリティ。家族であった俺にだけ、理解できる。昏睡を繰り返す末期のガン患者を一人で病院の外に連れ出すことなど出来ないと知っている人間の筆致だった。あのシーンにおけるメインは、ＲＵＩでもｍａＲｕｋｏでも、瑠衣でも丸まる子こでも無い。

　病びよう床しようの、母だ。俺はあの時期、小学校を卒業したばかりだった。だがマルコは、高校を卒業したばかりだった。海外から帰って来ない父に代わり、一人では体を動かせない母に代わり、現実を受け止めることに疲れ果て、そして。

　マルコは失しつ踪そうした。

　ギャルとして築きあげたキャリアの何もかもを捨て、どこまでも、どこまでも。世界の果てを飛び越え、時を跨ぎ、違う世界まで作り出して。

　何が、サヴァンギャルドだ。こんなものが、現実らしい現実だというのか。こんな場所、ギャルであったが故に作り出すことのできた、逃にげ場ば所しよじゃないか。

　俺だけが、どこにも逃げたくはなかった。

　空想から力を貰いながら、ただひたすら、現実と闘たたかう道を選んだ。

　母の見舞いも、毎日続けた。

　俺がもっと強く姉を守れたなら、こんなことにはならなかったはずだと、己を責め続けた。

『いつか、姉さんが助けに来てくれるさ』

　強くなるために、何だってやった。

　二日で一通りの家事は極めた。その事で、親戚が管理することになった我が家に、一人で住まう権利をもぎ取る。

　スレイヤー・スーツを手に入れ、己の使命について考え始める。

　家から出るのが億劫な内は、通信空手を習っていた。ある日、ＤＶＤの付録に、師範に直接指導を乞えるというスカイプのアドレスが付いていた。パソコンを買い、段取りを整えてみれば、何の手違いか中国の雑ざつ技ぎ団に繋つながってしまった。そこから、中国語とアクロバットの勉強のツテを得ることになる。

『いつか、姉さんが助けに来てくれるさ』

　十四歳。自由になる金がもっと欲しかったが、アルバイトが出来る年齢では無かったため、自作の特殊コットン旅行鞄をフリーマーケットで売りさばいた所、好評。全国行脚あんぎやの資金を得る。こうして俺は、旅に出る。

『いつか、姉さんが助けに来てくれるさ』

　旅先で、ゴミ屋敷に頭を悩ます地元住民たちの依い頼らいを聞く。その屋敷には、オックスフォードを追いだされたショックで廃人生活を送っている老博士がいた。掃除を手伝うのを条件に、最新の機械工学の講義をうける。といっても追放されただけあって、博士の講義の内容は、二か月前後で習得し切ってしまえる程度だった。卒業制作にドローンを作らされる。

『いつか、姉さんが助けに来てくれるさ』

　旅を続けている。迷い込んだ渓谷。年中風の吹く、茅かや葺ぶき屋根の目立つ趣ある農村に世話になる。なんでも、忍者の里だと言う。俺がテレビっ子であったなら、バラエティ番組で特集が組まれているところでも見たことがあったかもしれないが、生あい憎にく、知らなかった。フィリピン人のやっている通信制中学の勉強に励みつつ、影分身や、巻物の使い方を習う日々。実戦形式の授業を終えて、村を出る。振ふり返かえると、渓谷の里の姿は一いつ瞬しゆんにして消え、戻れなくなっていた。

　その他にも紆う余よ曲きよく折せつあった後、俺は渋谷と原宿で、ギャルスレイヤーとしての活動を始めた。

　ギャル文化こそが、大好きだった姉との間に溝を作った。姉に、俺を見捨てさせる決定打となったのだ。

　失踪の日、マルコは原宿に買い物に行くと言っていた。

　ギャル文化がマルコをカリスマギャルにし、彼かの女じよの中に愛を育て、そして最後には俺の前から連れさってしまったのだと、思うようになっていた。

　そんな文化の発信地など、消えて無くなってしまえばいい―――。

　十分な実力を手にしていたにも拘わらず、上手くいかない事だらけのまま、もどかしい日々が過ぎる。

『いつか、姉さんが助けに来てくれるさ』

　声も……ついぞ、止まない。

　待つことを、止められない。

　そんなある日。

　重たい、夜のこと。

　いつもとは違った、声が聞こえる。

　そして俺は従い、渋谷と原宿を、地球から消し去った。

　実のところ、あれは本当に自分の仕し業わざだったのかと疑っているところもあったのだが、この世界で、ギャル達たちから情報を得る度たびに、揺るぎなく俺の仕業であると言う事実だけが、はっきりしていった。

　シェリリーが言っていた。

『器にそぐわぬ女子力は、やがて災わざわいを引き起こす』

　マルコは言っていた。

『女神の特権、万ばん能のうの女子力を、プレゼントしたはずなのに』

　女子力を制御できず、俺の憎にくしみから生まれた願望は、渋谷と原宿を滅ぼしてしまった。

「もう一度、姉貴に会えて、嬉しかった」

　マルコに、俺は言う。さよならの意訳みたいな言葉だった。

「だが、それ以上に憎かった。俺を一人で置き去りにした姉貴が、こんな世界を作って、のうのうとしていたことが」

「ゥチゎ、そんな」

「姉さんは俺を不治の病で死んだことにしたんだ！」

　聖書の中にいたＲＵＩは、埋葬された俺の死体だ。この世界に語り継がれる最古の物語は、本の形にされた、俺の葬式だった。

「俺を見捨てたって罪悪感からも逃げようとした癖くせに！　理想の世界で千年生きてきた姉さんに、俺の三年がわかるか!?　尊敬してた人から、ずっと待ってた人から、道に落ちてた小銭を拾われるようにして救われかけてる人間の気持ちがわかってたまるか！」

　どんなに今いま更さら抱だきしめられた所で。この世界に来た日。ミサと話すマルコを見て、胸が張り裂けそうだった。二人はまるで、本当の姉妹のようだった。

「この世界に安心すればするほど……この世界が憎くなる」

　素す晴ばらしき世界に、ギャルとの出会いに絆ほだされかける度に。

　姉の過ごした夢のような歳月に思いを馳せることになる。この世界を肯定すれば、自分の三年間の否定へと、連れん鎖さしてしまう。

「ギャル共に情が移り、穏やかになりかける度に……サヴァンギャルドでの暮らしを心地よく思う度に……」

　服を着たまま、ミシンにかけられるように。表皮ごと、布切りばさみに切り裂さかれるように。

「痛い……」

　母の葬式を思い出す。

　叔母が、俺の肩かたに手を置き、言う。

『お母さんは、天国にいったのよ』

　母の死後。仕事熱心な父は地球の裏側から、母の死を悼む内容の手紙を送ってきた。ただし二枚目をめくれば、そこからはもうビジネスの話だった。

『父には、ブラジルのコーヒー農家達を守る義務がある。お前もニュースで知っているかもしれないが、今年は乾燥気候で、アラビカ種が高騰しているにも拘わらず―――』

　そしてとうとう、姉までが。

『ここは不老の乙女おとめの次元、サヴァンギャルド』

「俺は、自分の手の届かない所に知らない世界があることが、恐くて堪たまらない……！」

　冷酷なギャルスレイヤーだったころに戻りたくて、体が疼うずいて、堪らなかった。

　このままでは、ギャル達を憎んでいたことを思い出すことができなくなるところまで流れ着いてしまうと、心のどこかでわかっている。

「小説ゎ、夢に包まれた現実」

　マルコに、抱だきしめられる。熱い吐息が、肩の骨と骨の間を何一つ染しみずに通り過ぎるのを、俺は麻痺した頭で認にん識しきしている。

「昔の、偉いヒトの言葉だよ」

　マルコは心のどこかで、自分の言葉では俺を動かせないことを、知覚していたのかもしれない。

「ごめんね、ダメなお姉ちゃんで、ごめんね……でも、でもこの世界なら……ルイ君だったら、絶対、幸せに暮らせるから、全部忘れて……」

「離せ！」

　渋谷と原宿が滅びたのちの、ニュース。

　一次的に死人が出なかったからこそ……二次的な死者の数が、より残ざん酷こくな数字として、俺の心の中に深く刻まれている。家に帰れず、職も失った者たち。俺のせいで、自ら命を絶つしかないところまで追い込まれてしまった、夥おびただしい被ひ害がい者達。

「もう……引き返せない。忘れることも、出来ない」

　地球にも、この世界にも、居場所はどこにもない。世界の一部を滅した人間なのだと言う認識は、死ぬまでついてまわる。特に、このギャルだらけの世界においては誰の顔を見ても、己の業を思い出さずにはいられない。マルコとは、こうして向かい合うだけでもひどく辛つらい。

　丘おかの上。

　俺は背を向け、姉の姿から逃げ出した。

　マルコは、追ってこなかった。










　夜な夜なルイが部屋を抜け出していると、メイド達が噂うわさしているのを聞いたミサは、後を付けていた。結果、丘の隅の木陰で、一部始終を聞くこととなった。










　城壁を囲む水みず堀ぼり。

　水面すら揺らせぬほどに弱く、泡の立つ一点があった。

　姫ひめの爪により剥がされた、処しよ刑けい者のマスクが沈しずむ場所。

　数日前に変身を解いたきりの処刑者は、自らの身体の内にマスクだけが返って来ていないことに、いまだ気付いていない。

　金の浚さらわれ切った水底を羊水に、極限まで薄まりきった聖水の力を養分に、肉体を得る影があった。

　小さな存在だった。

　暗く、天地の感覚さえ見失う水の中。

　自らの口から僅わずかに漏れる呼気を追いながら、それは浮うき上あがってこようとしている。

　やがて、水堀の縁ふちから城門の下へと這い出てきた。

　体表の黒く爛ただれた赤あかん坊ぼうだった。










　マルコから逃げ帰って来た自室。

　寝ている間に、酷く汗をかいていた。

　良くない夢を見ていたことだけは覚えていたが、内容はさっぱり思い出せない。

　毛布を被かぶったまま寝ていたせいか、息苦しい寝醒めだった。

　窓の外の夜は、まだ一向に明ける気配は無い。

　鈍く打つ心臓の鼓動を沈めようと、俺は寝巻きからいつものチェックシャツとジーンズに着替え……迷った末にベストも着用し、部屋を出た。

　夜風を求め、庭園を訪れる。

　影が、立っていた。

　小さな少年ほどの大きさに見える。

　闇やみを蓑みののように、全身に纏っている。その姿は、黒に染められた景色に包まれながらもなお、夜の闇を縦に黒く裂く瞳孔だった。

　漆しつ黒こくの視線が俺を捉とらえていた。

　戦慄する。

　影の足元に人間が、ギャルが一人、倒たおれている。見覚えのある、城のメイドだった。俺と出会う度に襟元を正そうとしてくることから、俺が心の中で柔道家と呼んでいた少女だった。

「お前は……」

　全身が粟立つ。スレイヤー・スーツの鼓動を感じた俺は、咄嗟に右足を引き、腰を落とし、戦せん闘とう態勢をとる。

　だがいつまでたっても、表皮に黒い液体が溢あふれることは無かった。

　身体の内側の感覚に、唖あ然ぜんとした。いつだって、発現する際には突沸するように身を覆ったスレイヤー・スーツの素が、肌はだの下、ソーセージをボイルするために沸かされた湯の様に腑ふ抜ぬけていた。

「変身が……！」

　尻込みをする暇ひまも、原因について思考する暇もなかった。

　音もなく、影は俺の背後に忍しのび寄り、背中から貫つらぬいた。







第十二章　リメンバー・ベースメイク







「ひどい……！　誰だれがこんなことを」

「どうやったら、こんなむごたらしい事が」

　固い地面の上で、目を覚ます。目を閉じたままでも、騒ぎ立てるメイド達の声が、昨夜の事は夢ではないのだと教えてくれる。

　観念して、目を開けた。

「ルイ！」

　目の前に、ミサの膝があった。ミサは、俺の背中と地面の間に腕うでを差し入れ、抱き起こそうとする。俺の上半身をもたげさせたのは、ミサの非力な力そのものではなく、彼女の長い爪つめが石に擦れる音だった。

　状じよう況きようの認識を始める。まず、慌あわてて、みぞおちに手を当てる。風穴どころか、チェックシャツにすら傷一つついておらず、身体を襲おそっている痛みは全すべて、地面に寝て一晩を明かしたことによるもののようだった。

　ミサが心配する声も耳に入らず、立ち上がる。

　中庭に人の輪が二つ、小さいのと大きいのとが出来ていた。小さいのが俺の方だった。俺を囲んでいたメイドの一人が、大きい方の輪へ、俺が目を覚ましたことを報告しにいった。どうやら、気を失っている状態で発見された時から、俺に関してはその内意識を取り戻すだろうという目め途どが立っていたらしい。より重大事と受けとめられているのが、マルコが指揮をとっているもう一つの輪の方であるのは明白だった。

「ルイ君……」

　近づいて行く。ミサも、後から続いた。勿もち論ろん、姉に健在な姿を見せようなどというつもりは無く、俺はギャルメイド達をゆっくりと押おし退け、輪の中心へと向かっていく。

　その光景を見た時、吐き気を覚えた。

　一人の少女が、仰あお向むけに横たわっていた。朝日の眩しさに何の反射も起こさない閉じられた瞼まぶた、ペディキュアどころか、血色さえ失われた爪。その透とう明めいさが伝染しているように白い、というよりはもはや色の無い、踵かかと。元は金だったはずの、腰こし元もとまで届く髪はいまや黒く、千々に乱れ、地面に広がったその様はまるで潰つぶれた虫。

　死体だ。柔道家だったはずのギャルメイドの、変わり果てた姿だった。

　そう思ったが、しかし一度瞬きをすると、フリルの装そう飾しよくが否応なしに与あたえる冗じよう談だんめいた感覚に、現実を認識し直さざるを得なかった。

「せめて、このダサい眼鏡めがねだけでも……」

　彼女の同どう僚りようだったメイドが黒くろ髪かみ少女の側に跪き、日ひ頃ごろは着けていなかったはずの眼鏡のツルを掴つかんで、必死に取り外そうとしている。だが、螺子ねじで取り付けられたがごとくびくともせず、黒髪少女の後頭部がドリブルされる。視覚から入ってくる滑こつ稽けいさと、現場に満ちる心臓マッサージの現場のごとき熱気に、俺は酔った。自分が順応しているのが、後者の空気感であると思い知らされる。

　この世界に来たばかりのころは、人工的金きん髪ぱつの彼かの女じよ達たちが身に纏うメイド服に対し義憤にも近い感情を覚えていたが、今は、倒れている彼女の、地球のカフェにいるビジネスメイドじみた姿に、胸を刺されるようだった。

「マルコ様！　大変です！」

　朝のお使いに向かう途と中ちゆうで慌てて引き返してきた様子のメイドが、城門から駆け込んで来るやいなや、マルコに詰つめ寄よった。

「なに？」

「怪物です！」

　メイドが、マルコにしがみつきながら取り乱す。

「恐ろしい怪物です！　夜明けと共に現れ、街を破は壊かいし、ギャル達の女子力を吸い尽つくしながら巨きよ大だい化かし、こちらに向かってきています！」

　彼女がそう言い終わるのと同時に、城門に阻はばまれた視界の遠い向こう、街の方に、一気に膨ふくれ上がる姿があった。

　黒い、巨人だった。

　ここからでさえ、城じよう壁へきに隔てられた上から僅かに飛び出て見える程ほどのその姿は、人形劇のように現実味がない。しかし、悪い夢の中で味わう気分というのは、現実で得る感覚のいずれにも例えようがなく、俺の酔いは加速していく。

　レイヤーを重ねた視界の中で、マルコと目があった。

　俺は、選択を迫られた者がとりうる中で、もっとも卑小な手段をとった。

　俺はマルコから目線を逸そらした。それだけで、二本のコンセントが両方の目から抜けた様な喪失感があった。俺は、残留電気のみで動く不良品の足取りで、城の中へと逃げて行く。

「ルイ！」

　重なるパニックの中、俺の姿を気にしていたのは、ミサだけだった。










　わざわざノックをして入ってくるミサを、俺は滑稽に思った。

　柔らかなベッドの上で、足をまるめて蹲った俺の側に、ミサが歩み寄ってきた。

「何をしに来た」

　背中を向けたまま、ミサに言った。

「がぶまる、助けてあげないの？」

　その言葉に、俺は震ふるえた。

　ミサの語調は、責めるものでは無かった。俺が俺で在る限り当然とるだろうと、彼女が推測した行動を示さない俺に呈された、ただの疑問のようだった。

　しかし悪意が無い故に、端たん的てきな言葉は、根元まで刺さるのも早かった。

　全自動化された最新の電気椅い子すが、処刑者に罪悪感を抱かせることなく、刑けいを執行しようとしてくれている。だがどうして俺は、処刑台の上にうつ伏ぶせにされて、伝統あるギロチンの風切り音を待っているような心境になっているのだろう。

「お前らの言う女子力とやらを操れない俺を、どうして当てにする」

「昨日の夜……がぶまると話してるの、聞いちゃった」

「俺に何ができる。俺が……何かするとでも思っているのか」

　盗み聞きとは趣しゆ味みが悪いなどと、思っている余よ裕ゆうは無かった。寧ろ話が早いとすら、思った。

「あれは、俺の願望だ。俺がずっと、心の中で待ち望んでいたことが現実になっているんだ。俺があれを止める道理はないし、それに……」

　それに続く言葉を、俺は堪えた。

『する権利はないだろう』だなどと。

　まるで出来ることがあるのなら、自分でも何かやりたがっているようなことを、口にすることは出来なかった。

「責めたければ、好きなだけ責めろ」

　こうして横たわっている自分は何者なのだろうかという問いが、頭の中を廻った。

　俺はもう、ギャルの処刑者ではない。そしてただの、姉を探す弟にも、今いま更さら戻もどることはできない。

「もう、変身も、出来ない。お前らの言う、強い感情はもう無い。どこにも、無いんだ……これが、本当の俺だ」

　身体の内側にある黒いマグマは冷め、凝固し切っていて、流動すらしてくれない。

　マスクは、自分の厚い面の皮を覆っていた何かは、完全に落らく剥はくしていた。

　かつてギャルのことを、人工的に着き飾かざった、地球生命の中で極めて不自然な擬態をする不気味な存在達だと思っていた。

　身の程も、知らずに。

　しかし今ならはっきり分かる。

　それは俺自身のことではないか。

　俺は、俺の人生は、見けん当とう違ちがいの同族嫌悪をギャルに向けて抱き、何とか形を保っていただけだったのだ。

「短い、付き合いだったね」

　ミサが言う。そのそっけない言い方に、俺は彼女との、愛想を尽かすにも足りないほどの短い毎日を思い出だしていた。走そう馬ま灯とうのように、その全てが一瞬で駆け抜け、後はミサが、俺を見捨ててこの部屋から抜け出すだけで、全てが収まる所までやって来ていた。

　しかしミサは、予想外のことを口にした。

「戦えなんて言わない。だからせめて、ここから逃げて」

　耳を疑った。俺を残してミサが立ち去るのだと思っていたのに、ミサは俺を部屋から、城から立ち退かせようとしている。

　のみならず、言葉の端はし々ばしから推測するに、どうやらミサはこの城に踏みとどまり、あの巨人と闘おうとしているようだ。

「あの巨人は妾わらわが、この世界の姫として何とかするから」

「……何故なぜだ」

　理解できなかった。

「お前も、女子力を制御できない。言わば、俺と同じではないか」

「……そうかもね」

「子どものころから姉貴に、姫として育てられた使命感からか」

　奔放なミサが、無力であるにも拘わらず命を賭とそうとする理由が分からなかった。それと同時に、嫉しつ妬ともしていた。俺の口から出た台詞せりふは、マルコとミサの繋がりを、僅かばかり揶や揄ゆする調子だった。ミサの勇気に対し、愚かな選択だと冷笑を浴びせて、己おのれを保とうとしている自分がいた。

　ミサは二三度、分かりやすい瞬きをし、なんと、何気ない冗談を言われたように笑って言うのだった。

「違うよ」

　ミサがベッドの縁に腰こし掛かける。背中どうしで会話する形になる。ミサの重さに僅かに沈んだベッドの表面。その傾きに、俺は流されまいとする。

「妾わらわね、姫のくせに昔から、女子力を上手く扱えなかったの。そのせいで不ふ貞て腐くされて、わがままばっかりだった。友達もいなかったし、他人のことなんて、ずっとどうでも良かった。本当は姫らしくしてたかったけど、どうすればいいのか分からなくって、パンクして、普通の女の子に憧あこがれてた」

　そんな自じ己こ紹しよう介かいを、味気ない履歴書を見るような気分で聞ける位の関係に、俺とミサがなっていたことに気づかされる。ミサの話した内容は、これまでの彼女との付き合いの中で、自然と推測されたことばかりだった。

　だが、それでは矛盾するのだ。

　巨人に挑もうとしている、今のミサと。シェリリーも、ビショップ・リリーにて俺を庇かばって決闘したミサの事を、随ずい分ぶん評判と違うと言っていたけれど。

　俺は、ミサの方へ身体を返し、上体を起こす。

　ミサは深呼吸し、俺を指差した。

　小指だった。

　例の、火傷みたいなマニキュアの付いた小さな爪を、俺に突きつけている。

　俺は咄とつ嗟さに身構えた。この世界のギャルの爪がどれほどの凶きよう器きに成り得るかは、既すでに知っていた。しかも、今ミサが向けているのは、シェリリーとの戦いですら使わなかった、ミサのとっておきなのである。

　身の上話や、俺を心配するような素そ振ぶりはフェイクだったのか。やはり、世界を危機に晒さらした俺を恨んでいたのか。最初から、こうして外しようもない距きよ離りまで近寄ってから、炸さく裂れつさせる心算つもりだったのか。

　ミサが小指を振る。

　死を呼ぶ魔ま法ほうを使用するというより、ライターに火でも付けるような気軽さで。

　しかし、効果は絶大だった。

　強く太い閃光が、俺の顔面に迫って来る。

　膨ぼう大だいな眩しさと熱量と轟音が列を為なし、俺を飲みこもうとして、そして。

　目は閉じなかった。しかし、見切ったわけでも無かった。

　閃光は、俺の顔の横すれすれを通り過ぎ、窓を割り、この世界において恐おそらく今、唯ゆい一いつ呑気な青い空へと飛び出して行った。

　目の前に迫ってきた際にはあれだけ鮮せん烈れつだった閃光は、陽光の元へ飛び出した途と端たん、筆洗いの水で線を引いたような薄うすさへとその軌跡を変え、そして。

　はじけて、消えた。

　最後に残ったのは、匂においだ。

　それは、知っている匂いだった。

　濃こい火薬の匂いが、部屋の中に充満している。

　匂い、というのは、感覚器中最も人の記き憶おくに密接であると言われている。

　と言うわけでは無いだろうが、知らずずっと欠け続けていたパズルのピースが、頭の中に結けつ晶しよう化かする。

　戻もどって来る、情景があった。

　体中の皮膚が焼けただれ、セロファンの様に至る所が剥がれ上がり、俺は床の上に転がっている。虫の息を保っていることが奇き跡せきであり、その前で慌てふためいている少女がいる。少女が俺に、がむしゃらに、泣きながら必死に手をかざす。すると、奇跡が起きる。俺の火傷がみるみる回復し、焼けた顔面は、最後には安らかな寝ね顔がおになる。そして少女は、それでもこのまま目覚め無かったらと焦燥にかられ、自室に、装飾用金きん箔ぱく紙と、リボンを切りだすためのハサミをとりに行く―――

「まさか、今の花火は……！」

　間ま違ちがい無かった。俺の自作、原宿にて神のプリクラにぶち込もうとしていた、三号玉である。

　そうか、何故気が付かなかったのだろう。マルコも、ミサも、俺おれがこの世界に呼び出されたのは、ミサからのメールのせいだと言っていた。それ以外のことは、何も言っていなかった。

　俺は無意識の内に、花火を自分に向けて発射したショックも、何かしらの要因として関与していたのではないかと処理していたのだ。もしくは、あの時の爆ばく発はつは、世界移動の際のあれやこれやでうやむやになったのだろうという憶測に、何の疑問も抱いていなかった。

「この、花火は……！」

「思い出しちゃった？」

　ミサは、恥はずかしそうにはにかんだ。

「妾わらわが初めて、魔法を使えた時の記憶だよ。ルイが死んだっていうこと、花火が爆発したっていう時間そのものが、妾わらわの爪に、ルイの記憶も一いつ緒しよに、吸収されちゃってたんだと思う。自分でもこんな事出来ると思ってなくて、必死になんかしなきゃって思ってたら、出来ちゃったんだ。これがきっかけで、女子力を使えなくて、姫になんてなれないって思ってた妾わらわは、何とか持ち直して、姫としての使命についても考え始めたの。正直、それでもずっと、やっぱ面めん倒どうくさいかなとか、ふらふら迷ってたんだけど、もう、はっきりした。妾わらわ、姫をやるよ」

　シンプルに見えて妾わらわも結構複雑でしょ、と、ミサは笑った。俺に無いものを分け与えようとしているかに見えた。

「こんなの見せたらさ、嫌いやでも、妾わらわは命の恩人なんだからって、ルイの人生に迫せまることになるでしょ。けど、捨てるのももったいない気がして……ずっとこのままかって思ってたんだけど」

　ミサの爪に俺の花火が封じ込められたのは、確かに魔法なんだろう。

　しかし、ミサが死にかけの俺を見て抱いた感情は、魔法だろうか。

　何も特別な事なんて、ありはしない。俺が特別な人間であったわけでもなくて、ミサが俺に特別な感情を抱いていたわけでもないのに。

　死にかけの人間を見て、ミサはきっと全身と精神をかけて、自分が咄嗟にしなければならない行動に気付いたのだ。そこには媚びや打算は無く、本質があった。

「出会ってくれてありがとう。人と人は出会うだけで、自分が分かる時があるんだって、妾わらわに気付かせてくれたから。だから最後にこの魔法で、ルイに気付かせることが出来たなら、嬉しい」

　ミサが、ベッドの上に膝ひざを乗せ、にじり寄って来る。花火の衝しよう撃げきに固まってしまった俺の顔を、手の平で挟はさんだ。

「メイクの下に本当の妾わらわがいるんじゃないし、マスクの下に、本当のルイがいるんじゃない。本当の自分ってさ、人と人が出会った時、丁度いいレンズどうしが重なって、細かい部分が見えてくるみたいに、その間に現われるものだよね。そして一いつ旦たん確かめたら、きっと見失えない。どんなに離はなれ離れになることがあったって、遠い二人の距離の間に、ずっとあり続けてることを、いつまでも感じることができるの」

　マルコの顔が浮かぶ。

　どんなに離れ離れになっても。

　俺とマルコの間に、ミサの言うような何かがあっただろうかと、自問せずにはいられなかった。

　スレイヤー・スーツを生み出せたのは、マルコのお陰かげだった。

　マルコは何故、聖書をサヴァンギャルドに残し続けたのか。

　あの物語を解かい釈しやくできるのは、自分だけだと思っていた。

　だが俺は、マルコの小説を、読めていただろうか。

　あの小説をマルコの催した俺の葬式だと、切って捨てた。

　だが、本当にそうだったのか。どんな宗教だって、供養の目途くらい設けるものだ。四十九日なんかが、そうだ。しかしマルコは、学者に矛盾点を研究され続けながらも、千年もの間、何一つ手を加えなかったのだ。美しい物語に変え切れなかった、俺にまつわる記憶を延々、見み詰つめ続けていたのだとしたら。出会った日、マルコは自分が姉であることを誤ご魔ま化かしながらも、一旦ばれたら抱きつこうとしてきた。忘れたいほど辛くとも、忘れられない記憶を、持ち続けていてくれたのではないか。

　俺とマルコのレンズは、この世界で再会してから、ちらりとでも端が重なったことがあっただろうか。

「短い付き合いだったけど、買い物に行ったり、話をするたびに気付いたよ。妾わらわはそのレンズから、ルイのことだって見えた」

　ミサの指先が、瞼の端、耳たぶの下、鼻の脇わきを、丁てい寧ねいに撫でて行く。

　この世界に来た日、俺はミサに、ファッションのこだわりというのはステレオタイプを覆すものではないと言って、ミサに対しギャルを止めるようにと迫った。

　今、ミサは俺に、オーダーメイドのマスクを被せるための採寸をしているのかもしれない。

「ダサい男の子。よそいきの服を一着しか持ってない、男の子。最初、ギャルの事が嫌いだって言われた時は、ひどいやつを呼び出しちゃったって、恐こわかったけど……ルイは、恥ずかしがりの下にすごく、複雑な気持ちを隠かくしてるよね。そういうのを、ルイは弱さだと思ってるから、強く、ギャルを嫌っている振りをしてる。自分のことをシンプルだって決めつけていないと、自分が自分じゃなくなるんじゃないかって、恐がってる。けど、本当はもっと、色んな感情を表に出したいって思ってるはずなの。もっと、洒落しやれた心を持っている。その証しよう拠こにね、時々、自分が自分で在るためのノルマを果たすみたいに、思い出したみたいに、すごく意地悪なことを言うの。……サヴァンギャルドには滅多にいない人だよ。でもそれは、ルイが男の子だからってだけじゃない。周りに合わせて、自分の着たくないファッションを選ぶ人はいるかもしれないけど…………ルイはまるでね、自分に合わせて、着たくない服を着てるみたい。多分、人の多い所に行くときは、いつだってそういう風にしてきた人なんだよね。ずっと、そんな風に、生きてきたんだよね」

　新米スタイリストが、関節の具合の悪いマネキンに、無理して服を着せようとしているように不器用だった。しかし、遺言のようでもあった。

　はっきり悟った。

　ミサは、迫りくる死を見詰めていた。覚悟はしていないまでも、意識し始めている。

　スワンソング、処女作にして遺作が、俺の顔を覆う。

　ミサは、俺の頬ほおを柔らかく、化粧水を染み込ませるように二度たたくと、部屋のドアへ向かって歩いて行く。

「ルイのお陰で、妾わらわは妾わらわの姫を見つけられた。だから任せて。妾わらわが姫として、国民を、ルイを苦しめるあの巨人をぶっ殺…………半殺しにしてくるから」




　ミサが最後に振ふり返った時、そこに奈な々な倉くら瑠る衣いの姿は無かった。

　窓の外へ吹きこぼれていたカーテンが、部屋の中に戻って来るところだった。







第十三章　ギャリィ







　巨人はもう、広い城中庭園に侵しん入にゆうしてきていた。

　マルコ含ふくめ、メイド達たちや文官達の姿は見当たらず、気配はない。どこかに避難しきってしまった後なのか、それとも、何か作戦があって身を潜めているのか。仮にも姫であるミサが、まだ城内、俺の部屋のあたりにいるはずなのだが。ミサは、マルコ達と行動をともにせず、振り切って、俺の部屋までやってきたということだろうか。

「殺したつもりだったが」

　向かい合う巨人が、なんと口を開いた。

　城一番の尖せん塔とうにも届く大きさである。四肢は持っているものの、全身は、墨を固めた氷像が動いているようで、表面は常に溶とけだし爛れていたが、小さくなる気配を見せずに、むしろゆっくりと大きくなり続けているようである。

　こいつの正体はどうやら、昨日の夜、中庭でメイドを襲った後、俺を刺し貫いた存在で間違いないらしい。

「なぜ、我の前に立ちはだかろうとする。我はお前自身だというのに」

　巨人の顔には、目も耳も鼻も無い。しかし声を発するたびに、爛れた表面に僅かに、口と思おぼしき窪みが出来た。すぐさま、溶けだした周囲の、こってりとした黒水に塞がれてしまうせいで、水におぼれながらも落ち着いてしゃべっているかに聞こえる声だった。

「そして、貴様と、この世界の女め神がみとの子でもある」

「何？」

　俺の中で肥大化し切ったギャルへの憎にくしみが、この巨人の姿を為し暴れ回ろうとしている、と解釈していたのだが、どうやら僅かばかりに事情が違ちがうようだ。

「貴様の内で育った憎しみと、女神の与えた力が混じり合い、自我を持った。そして貴様の身体の外に放出され生まれたのが、この我だと言うことだ」

　そういうことか、と、納なつ得とくする。

　確かに、憎しみを肥大化させたのは俺だが、そこに種たる女子力を注入したのは、マルコだ。ならば、巨人の言うような解釈も可能なのだろう。孕んだのが俺で、孕はらませたのがマルコで。地球でも、時に神話の見方を変えた際に変態性が浮き彫りになると言うが、そんな神話性を、他ならぬ俺がこんな世界で体現することになってしまうとは、思ってもいなかった。

「どんな子とて、独り立ちの時が来る。偉大な父よ。抜け殻がらの父よ。貴様は憎しみを裏切った。一度は身に纏まとったはずの感情と言う名の力を、愚かにも罪悪感から裏切ったのだ。貴様はもう、我をマスクの内にとどめおける器ではなくなってしまった。親が衰えたならば、父の夢を、父の力を受け継ぎ超こえた子が果たすのは道理というもの」

　巨人の身体の表面が、沸ふつ騰とうする。

　コールタールのようだった表皮が落ちつき、溶け続ける身体が安定する。

　心のどこかで予想していたせいか、余り驚けなかった。

　巨人がその姿を、確固たるものへと変へん貌ぼうさせた。

「我わが名はギャルスレイヤー！」

　産声。この世界に出てきたことが楽しくて仕方がない、というように。

　見慣れたスレイヤー・スーツに身を包つつんだ巨体が、天に向かい咆ほう哮こうをあげた。

「尽きることの無い憎しみは、終わらない飢えと似ている。満たし尽くせぬ欲望ほど、上等な快楽があろうか。ギャルだらけのこの世界は、絶好の遊技場よ。我は、己の生まれた意義のまま、この世界を壊し続ける。……父よ。我自身よ。貴様にも覚えがあるだろう。復ふく讐しゆうの味というやつは」

「最近の子どもは早熟だな」

　俺の中で育ったと言っても、巨人は、俺の人生史全てを把は握あくしているわけではないようだった。実際の親子関係というものに準拠した距離感に、俺は思わず、こんな状況だと言うのにほくそ笑んでしまう。

　職場での情けない姿を子に告白するように。

　地球でギャルを倒すことについては一度たりとも成功させていないと、思わず言いかけたが、巨人は俺の返答などお構いなしに、続ける。

「我はギャルスレイヤー。ギャルしかいない世界に生まれたからには、この世界の支配者になることにした」

　巨人は、その長い腕で王城を指差す。

「ここまで力を増せば、王族の力とて、さすがに一呑みに出来よう。さあ退くのだ。さすれば、俺が力を吸い、ギャルで無くなった女達は皆みな、貴様の前に捧ささげると約束しよう。俺はギャルを、貴様にはギャルで無くなった女を。世界を半分ずつ分け合おうではないか」

　巨人の話しぶりは、何とも傲慢な孝行息子と言った風ふ情ぜいだった。子に養われようとする際の親のプライド等、欠片かけらも気にせず、自分なりの恩返しのやり方に、何一つ疑問を抱いだかずに。

「さもなくば、父よ。貴様すら取り込んでやろう」

　そんなことを、言ってのける。

　俺の身体が震える。しかし、恐れからでも、武む者しや震ぶるいからですら、無かった。俺は、火を付けられた花火筒づつの震えを、確かに自分の中に感じていた。

　勢いよく口から飛び出たのは、哄こう笑しようだった。

　俺は精せい一いつ杯ぱいに腕を伸のばし、天高き巨人の頭部に人差し指を向ける。

「俺が衰えただと!?　お前こそがギャルスレイヤーだと？　笑わせるな！」

　調合をミスられた火薬。自分がどこに飛んで行こうとしているのか、俺はいまだ理解できないでいる。

　しかし、先さき程ほどのミサからの種明かし。人間の、本当の姿について。マルコの聖書に対する疑問。ギャルに対する憎しみと、渋しぶ谷やと原宿を滅ぼしたことに対する罪悪感。

　カリスマギャルであったマルコが失しつ踪そうしてから身に起こった全てが、身体の内側で戦っているの感じている。

　戦火の昂たかぶりが、俺を駆りたてる。

　少なくとも、地球でギャル達を滅ぼそうとしていた時には、こんな気持ちにはならなかった。

「お前が大きくなった？　俺がお前を湛たたえる器の役割を果たせなくなったから、俺の内から出て行った？　違う！　古くなったがために、捨てただけだ！　小さくなった、泥だらけの服を、俺が着ていられなくなっただけだ！」

　シャツは相変わらず、サイズの合わないチェックで。商店街で買った十円のブルージーンズの尻は、色が薄くなっていたけれども。

　ここで立ち塞がらないわけにはいかない。

　俺はジレを、脱ぎ捨てた。

「パジャマに毛の生えたような格好をしている男は、立ち入り禁止だ」

　レンズに映った物と、ミラーに映った物、そのどちらが正しいのか、俺は見極めたかった。










　庭園の四辺は丁度、巨人から見ればボクシングリング程度の大きさに感じられていたはずだ。

　だが、ヘビー級対ミニマム級のレベルですらない。

　人と、虫の戦いである。
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　巨人の腕は、直立した状態からですら、地面に拳こぶしを届かせるほどに長い。

　巨人の放つ拳の連撃が地面に衝しよう突とつするたび、庭園がえぐれていく。

　大きな身体を持つことから、怪かい獣じゆう映画のようなウスノロっぷりを密ひそかに期待していたのだが、全く叶わなかった。

　なんとか、紙かみ一ひと重えでかわし続ける。

　巨人の拳が庭園にもたらすのは、単純な破壊では無かった。正拳や張り手が衝突すると、黒の飛沫が散った。地面は、先程までの巨人の体表の様に液状化し、融解される。

　パンチの連続というより、握にぎりしめた拳の先せん端たんで世界を咀そ嚼しやくし、消化する攻こう撃げき。

「羽虫のように、よくかわすものだ」

　わざとらしい感心を、巨人が向けてくる。

　攻撃が、止んだ。正直に言うと有りがたかった。

　流石さすがに、攻撃の規模が違う。黒い池沼が幾いくつも出来あがった庭園を飛び回り避さけるのは、流石に息があがる。

　肩かたで息をしていることを隠しきれない。

　巨人はスレイヤー・スーツのマスクを、恐らく意図して人間らしく自在に歪ませ、皺しわだらけの嘲笑を作って見せた。

　対して俺はというと、余裕を見せられたのは最初の啖たん呵かだけだ。

　巨人のマスクを、睨みつける。

　俺にもマスクさえ、スレイヤー・スーツさえあればと言う思いが沸き上がってくる。

　ただの、コスチュームのはずだった。自然と勇気が湧わいて、ポケットが多いだけの。

　武装の多くはスーツに忍ばせたままとは言え、体術だけでも後少しは凌しのぎ切れるはずだと踏ふんでいたのに、この体ていたらくだ。

　巨人が再び、連撃を再開する。

「しまった……！」

　俺は、水面を殴ったかのように飛び散ってくる、粘ねん性せいの高い黒い液体に足をとられてしまう。

　トラバサミに引っかかったがごとく、その場で動けなくなってしまう。

「我の一部としてやろう。我が父。我が半身」

　巨人の手が、五本の指が、もがく俺に向けてゆっくりと迫る。

　そして、手の平が完全に、俺の頭上を覆う。

　何の光も見えなくなり、巨人を構成する黒が、心に流れ込んでくる。










　闇やみは冷えていた。俺の精神が凍り、活動を停止しようとする。

　巨人の黒い血液が、体中に流れ込んでくるのを感じる。

　俺の憎しみが強制返還される。起源を俺に置く感情とは言え、罪悪感に惑ってしまったこの身にとっては、いまや猛毒である。元は地球にて、ゆっくりと育て上げたものだった。これまで毎日飲み続けて来た量の水を、一気にまとめて身体の中に流し込まれることが耐たえられないように、俺の精神は膨張し、破裂し、四散しようとしていた。

　ついさっき頬に添えられたミサの指先の感かん触しよくが拭ぬぐい去られる。あの時身に纏いかけた、真実の薄膜はあっという間に剥がれ、マルコが家出した後に味わった時と同じ孤独が、全身を満たそうとしていた。

『このまま生きてどうなる、我に勝ったからと言って、どうするつもりなのだ』

　巨人の声を、自分の声のように感じる。

　どうするつもりなのだ。

　その言葉が伝わった瞬しゆん間かん、これから一人、凍えた荒野に放ほうりだされる気分になった。

　マルコが家出して何日かした後、もう姉は家に帰って来ないのだと悟った日の事を思い出した。

　そうだ、何をどうしようが、永遠に取り返しなど付かないではないか。

　地球で、渋谷と原宿は滅ほろんだまま。罪の意識だけは、地球に残してくることは出来なかった。

　その事をこの世界に生きるギャル達に知られたなら、俺の居場所などきっと、いよいよどこにも無くなってしまう。

　俺の運命は、サヴァンギャルドに来た時から、決まっていたようなものではないか。

　二つに、一つだ。

　この世界を、癒いやされぬ流刑地と受け止めるか。

　それとも、処しよ刑けい場と捉えるのか。

　ならばいっそ、巨人に取り込まれて憎しみに身を任せる方が、利口ではないか。

　罪を贖あがないきれぬ事を知ったなら、いっそ罪を重ね続けなければ、精神がいずれ壊れてしまうのではないか。

　ずっと一人で、自分を支えてきたではないか。

　ならば、俺を受け入れてくれる相手は、この巨人しかいないのではないか。

　もう、何もかも忘れてしまいたくて。巨人の手、自らを包みこむ闇に触ふれようとした。

　その時だった。

「ギャリィイイイイイイイイイイイイイっ！」

　闇は震えて。

　そして、晴れた。

　卵黄を包む透とう明めいな皮が僅わずかな振動で裂ける様子を思わせながら、低い天てん蓋がいが割れ、日が差した。

　誰だれかが巨人を倒したのかと思った。

　しかし、そうでは無かった。巨人は、俺よりもさらに重要度の高いターゲットに、目移りしていたのだった。

　城の尖塔の上空。

　サヴァンギャルドの女神が、その姿を現していた。

　巨人の腕うでの、射程内だった。手を伸ばし切った先、掴み取れる位置に、世界を滅ぼすことを企む巨人の、最大の敵が、浮うかんでいたのだ。

「愚かな」

　俺の周囲から、巨人は闇を引かせた。

　そして、庭園中に撒き散らした闇を吸い、力をたぎらせ、マルコに向かって手を伸ばそうとする。

「女神の権能、貰い受ける」

　先程まで俺を捉とらえていた漆しつ黒こくの五本指がマルコに迫る。俺にはその様子が、スローモーションで見えていた。

　だがマルコは、その目に一つのものしか映っていないかのようだ。

　俺だ。せまる巨きよ大だいな握撃にマルコは目もくれず、倒たおれ伏す俺から視線を逸そらさない。

　滂ぼう沱だの涙なみだを滴したたらせ、両手で頬を支えながら、哀切に表情をくしゃくしゃにしながら、俺を見詰めていた。

　自分の身が砕けることになろうと、マルコは最後の瞬間に、俺がもう一度立ち上がる姿だけを望んでいるのだった。

『神は、その世界で起こった事件について、直接関わることを許されない』。マルコが口にしていた、神のルール。マルコの声せい援えんは、厳格なボーダーから切実に俺に向けて伸ばされた両手だった。スレイヤー・スーツを俺に送った際のマルコの表情など、俺には知る由もない。だが俺は確かに今、マルコが失踪した数日後、スレイヤー・スーツを手にした際に本来受け取るはずだったメッセージを受け取った気がしたのだった。

　俺の中で、何かが切れた。

　マルコはいつだって、俺の手の届かない場所にいる。

　だから、もっと長く、強く、しなやかな、力ある五本の指を。

　彼かの女じよが俺の知らない場所に飛び去る前に、一番に捕つかまえておける、力を。

　歯をくいしばり、凍えた臓ぞう腑ふにもう一度火を入れる。

　そして俺は己の中に、混沌とした感情の束を構成する繊維達の色を見る。それは、マルコが家出してから今に至るまでの歴史の両りよう端たんを閉じる紐ひもと化す。俺の中に、一冊の物語が生まれた。「ギャルスレイヤー２」とも呼ぶべき物語。その中には、サヴァンギャルドに来てからの章も、含まれていた。

　力は、行間の至る所に転がっていた。

　ミサと出会った日に、指切りをかわそうとした時。

　ビショップ・リリーで、ミサに助け船を出そうとした時。

　大だい法ほう廷ていで、シェリリーの身み柄がらを救った時。

　理解できなかった感情の動きが、過去から一気に押おし寄せ、俺の中で確かな力となる。

　俺の周りで空気が揺ゆれ、色とりどりの靄もやが生まれた。

　赤、青、黄、緑……この世にある全すべてと思しき色達が、あらゆる境目を作らず、グラデーションを為し、揺らぎ、俺を中心にして渦うず巻まいている。

　巨人が叫さけぶ。

「馬鹿な……この期ごに及およんで、女子力だと……！　しかも何だ、この多色は……」

　そして、収束する。

　俺の身体の表面が、熱を持ち、沸騰する。

「覚悟しろよ、自称ギャルスレイヤー」

　全ての色が混ぜあわされ、一色となる。

　見慣れた、かつこれまでとは全く違った素材で編まれた黒衣。

「流行遅れめ。最新機種の使い方を叩たたき込んでやる」

　スレイヤー・スーツに身を包み、俺は再び、立ち上がった。










　巨人は、警けい戒かいしているようだった。

　自身が抜け殻と評した相手が、そして事実そうに違いなかった相手が、未知の力を備え再度、対たい峙じしようとしているのだから無理もない。

　巨人は、マルコに背を向け、俺に向き直った。

　俺は、その場で爪つま先さきを使って、軽く飛び跳ねる。

　俺が先程までのように足を使い翻弄して戦うつもりだと巨人が思っているのだとしたら、大きな誤算になるだろう。

　俺は、両拳を、顎あごの下に構える。

　巨人は、やはり俺の分身と言うべきか、俺の意図を正確に察知していた。

　今は、ギャラリーがいる。たった一人、羽根を広げ、俺を見詰める観客がいる。

　足を止めて打ち合う以外に、やれることがあるであろうか。

　巨人が、右みぎ腕うでを大きく振りかぶる。その溜めが頂点に達した、瞬間。

　巨人の頬に突つき刺ささった。

　あれほど理解を示せなかった女子力の使い方が、今では手に取るようだった。

　きっと、マルコがバラエティ番組の企き画かくで自身の身長を縮めた時も、こんな気分だったのかも知れなかった。

　鋭するどく放った、左ジャブ。俺の眼がん前ぜんの空気のみを引き裂くに留まらず、黒の激しい気流と化し、巨人を捉えていた。

　しかも。

「こ、これは……我と同じ……！」

　巨人の頬に、弾痕の大きさで、穴があいている。先程、巨人が庭園に打ち込んでいた乱打と同じ性質の、打だ撃げき痕こん。

　痕は渦となり、傷の周りの皮膚を吸いこもうとしていた。

　激昂した巨人が、勢い任せに両拳を、俺に向かって振り降ろす。

　地表まで辿りつけば、俺に届けば、一いち撃げきノックアウトだろう。叩き潰されて死ぬのか、それとも、せっかく得た女子力が吸い尽くされ、干ひ物ものになるのか。

　一撃は確かに、相手の方が重かろう。だが俺は、さっきまでの俺とは違う。避けるしかなかった時とは、違うのだ。

　巨人の壊撃を、脇をしめたアッパーから放つ純黒の衝撃波で擦り上げ、逸らす。

　すぐ隣となりの地面が大きくえぐられているうちに三発叩きこみ、相手が本能的にガードをあげれば、ボディに太いストレートをジェット気流にして叩きこむ。

　巨人の身体のあちこちに、漆黒の風穴が開けられていく。

　巨人の顔が、苦痛に歪む。俺は咆哮する。

「無様だな！　『ギャルスレイヤー』！」

　膝の折れる瞬間を、待ち受ける。

　これは試合では無い。ダウンした瞬間に一方的にマウントを取って、お終しまいだ。

「何故なぜだ……ギャル共の力を喰くらい強大化した我が、何故、圧倒される……！」

　巨人は、自分の敗因を欠片も理解できていないようだった。

　一言で、俺は説明を済ませる。

「お前の憎しみには、埃ほこりが目立つ」

　ニュー・コスチューム。

　きっと、違いの分かるものにしか分からないだろう。

　デザイン自体は変わらず、上下黒のままといえど、地球で一人活動していたときより、よほど艶めいた闇の色をしていた。

　巨人の肉体を包むそれよりずっと。

　感情でもって、女子力を具現化させると言うこと。

　同じ黒であれ、無差別な破は壊かいを繰り返すだけの憎しみの黒とは違う。

　この世界に来て経験した全ての感情、全色を混ぜ合わせて生みだされた、言わば虹にじで織られた黒色なのだ。

　巨人の両りよう腕うでの拳の回転が、とうとう止まる。

　勝ちを確信した、その時。

「認めん……」

「ルイ君！」

　巨人の後をとっていたマルコが、いち早くその変化に気付いていた。

「逃にげて！」

　一いつ瞬しゆん遅れて、俺にも危機感が走る。

　巨人の背中から無数の腕が伸び、俺に襲おそい掛かかってこようとした。

　俺に向かって、力強く、巨人が勝利の一歩を勢いよく踏み出だす。

「なっ……！」

　こんな隠し技があるなどとは、欠片も予見していなかった。黒の触腕が花束のように束ねられ、力強い一撃となり、迫って来る。逸らせるとしたら渾身のアッパーだったが、僅かな溜めの時間に、全身を飲まれること必至だった。

　だが。

　呆あつ気け無なく。

　軌道は、逸れた。何が起こっているのか、初めは理解できなかった。

　だが、巨人の身体が庭園に倒れ込み、城じよう壁へきの一部を破壊し、お堀ほりの水を巻き上げた後、事実は簡単にはっきりとした。

　巨人は、地面に飛び出た金色の釘に足をとられ、無様にすっ転ぶ羽目になったのだ。

　王族も一呑み、と豪語していた巨人の計算は、覆された。

　うつ伏ぶせに倒れた巨人の足元。

　女子力結界の塊、ミサ・ファインハーヴが尻餅をついていた。

　こちらに向けて親指を立てる彼女が見える。

　俺の一歩隣の脇を、触腕の束が霞める。

　これは公式試合ではない。よって、スリップは無い。

「サヴァンギャルドは俺の獲物だ！」

　目線の高さに晒さらされた巨人のどてっ腹に、漆黒のジェット気流ストレートが叩き込まれた。










　決着がついたことは、誰の目にも明らかだった。

　巨人の身体は今、七輪の上の氷のような速さで小さくなっていこうとしていた。ミサが俺の元に駆け寄り、マルコが風を切って、俺の隣に降り立とうとしていた。

　俺おれ達たち三人は、ごく自然に寄より添そいたがっていた。

　しかし、そこで奇き妙みようなことが起こった。

　お互たがいまで後十歩と言う所で、俺達は揃そろって足を止め、それぞれ表情を窺うかがっていた。

　俺おれとマルコは、このまま危機を乗のり越こえた歓かん喜きに身を任せば、二人の間にあったわだかまりの大部分をどこかに流すことが出来てしまうのを分かっていた。だからこそ、躊ちゆう躇ちよしていたのだ。一つ一つの要素を見み逃のがさずに、距きよ離りを詰めていくべきではないかというある種の慎重さが、俺達の動きを静止させていた。ミサもそんな雰ふん囲い気きを、敏びん感かんに察知していた。

　静かに距離を置いて、数秒たった時だった。

「まだだあああああああ！」

　俺達は、揃って飛び上がった。

　なんと、縮小していった巨人の黒い亡なき骸がらから、立ち上がる姿があったのだ。

「あの姿ゎ……」

　マルコが驚愕する。

「言ったはずだ！　ギャル達の力を吸収したと！」

　巨人の死躯、うなじの辺りから立ち上がっていたのは、一人の人間……ギャルだった。声は、巨人だった頃ころの物とは似ても似つかぬ、女の声に変わっていた。

　輝かがやく金きん髪ぱつ。裸体を、まがまがしく揺らめく黒い陽かげ炎ろうで覆っていた。

「貴様を殺すためだ！　使いたくはなかったが、もう手段は選ばん！　我にこの形態をとらせたことを、せめて名誉と思いながら滅び行くが良い……ギャルスレイヤーと、ギャルの力の融ゆう合ごう！　我こそが、この世界を支配する資格を持つ者だ！」

　驚おどろくべきは、その顔であった。

　マルコの顔に、非常に良く似ていたのだ。まるで、マルコに妹がいればこんな風だったのではないか、というような。

　そこで俺はピンと来た。

　巨人は自身を、俺の分身だと言っていた。

　ほぼ間ま違ちがいなく。目の前の、巨人から生まれたギャルの姿は、俺が女として生まれていたら、というルックスなのだろう。

「ヤバイ……あいつゎマジで、ヤバイ……力だけなら、ゥチ以上かもしれない……！」

　マルコの団子が、マナーモードのケータイみたいに振動していた。

　俺は、ふと、自分の感覚に違和感を覚えていた。

　確かに、マルコの言うことは分かる。

　明らかに、巨人から生まれた少女の力は尋じん常じようではない。肌はだで分かる。しかしなぜか、俺は先程巨人と闘たたかっていたとき以上の危機感を抱けずにいたのだ。

「逃げるよ、ミサ！　ルイ君も……残念だけど、さっき手に入れた女子力ゎもう、使いきったみたいだね。しばらく身を隠して、それから対策を…………」

　マルコの警告を聞きながら、俺はある推測を元に、その少女を注意深く見詰めた。

　そして、自分が何故この少女に脅きよう威いを感じていないのか、単純な原因に思い至った。

　俺は、その少女の元に近づいて行く。

「ルイ君!?」

「ルイ？」

「貴様一人の命で、容よう赦しやしろなどと言うつもりか！」

　三者からそれぞれ、悲鳴、戸と惑まどい、侮りが向けられる。

「親子の対話が足りなかったようだな」

　俺は人差し指を曲げて、少女を挑ちよう発はつする。ミサとマルコが、悲鳴を上げているのが聞こえるが、気にはしない。

「我の手にした、王都中の財貨の餌食になるが良い！」

　少女が、右腕を突き出す。

　少女の眼前の空間に、フラフープ大の腕輪が、何十も重なって現れる。砲身の姿を為なし、俺に向けられていた。

「ヤバい！　きっと城から海に抜けて吹き飛ぶ！　ヤバイ！」

　語ご彙いの少なくなったマルコが喚わめくのを背に、俺は少女に向けて突っ込んでいく。

「なにしてんの、ルイ！」

　なにしているのと言われても。

　女子力が抜け切ったとて、俺が木で偶くの坊になったと思われるのは、心外だった。

　なぜなら。

　ギャルスレイヤーは、異能バトルアクションの主人公ではないのだから。

　ここからはようやく、いつも通りにやってみるだけだった。

　頭の中に、百八のスキル項こう目もくを浮かべる。やはり、スレイヤー・スーツを着ていると、恥による戦いに対する抵抗が無くなるからか、この場にもっとも役に立つ技術の組み合わせをスムーズに選びとることができる。

　俺は助走から、地面を蹴けり、重なる腕輪の砲身の中に、身体をすべり込ませた。

　スキルナンバー１イチ・「直感」×２７ニ・ナナ「アクセサリー制作知識」×６７ロク・ナナ「影かげ分身六級（肘ひじから先だけ）」。

　腕輪、その全てが、俺が通り抜けた先から分解され、役立たずとなり地に落ちた。

　少女は慌あわてて、俺から一飛びで間合いを取る。

「……は？」

　心までギャル化しているのか。巨人だったころの態度からかけ離はなれた間の抜けた声を、少女は発した。

　俺は言った。

「アーム・キャンディみたいなものだろう」

　少女は、俺の言っていることが理解できないようだった。

「聞いたことないか？　腕時計やブレスレットを重ねづけしまくる、海外のセレブから発祥したスタイル。さっきのお前のは、まず一つ目が、チェコビーズとメタルビーズに通された糸の端はしが地の中で始末されたもの、二つ目が、ボールチップとつぶし玉で、アクセサリーコードの端を処理したもの。三つ目が……もういいだろう。廃品に解説を加えても仕方あるまい。とにかく、多少巨大化していようが、構造さえわかれば分解するのに一瞬もかからない」

　沈ちん黙もくが降りた。正直言って、ここで降参してぶちのめされてくれれば楽だったのだが。

　俺に似た少女は詰みに気付かず、いたずらに相手に手をかけさせるマナー知らずと化してしまった。

「こ、これなら……！」

　少女の髪かみが伸び、天に向かう滝のようになり、五本の束に分かれた。

　何をしようとしていたのかは、分からなかった。というのも。

　スキルナンバー３３サン・サン・『ガス式ドローン』×１４イチ・ヨン・『空中ブランコ』×５３ゴ・サン・『カラーリング技術』。

　新たに編み直されたスレイヤー・スーツだったが、ポケットの中に収納していた装備達は、一通り無事なようだった。

　袖そで口ぐちからドローンを飛ばし、そのＬ字の取っ手に捕まり、空中をかける。左袖そでに仕込んだスプレー口から、薬液を撒まき散ちらし飛び回ると、あっという間に少女の髪は、黒一色に染まる。

「いきっていた割には、随ずい分ぶん古いタイプの酸性染せん料りようだな。どんな魔ま法ほうを使いたかったか知らないが、そのために髪を等電帯の状態から、毛髪表面をプラスイオンにし、マイナスイオンを付着させ染毛させるというのなら、打ち消しの手段は幾らでも用意してある」

　増量した髪の毛が風に流れ消え、元の長さに戻もどる。ただし色は、黒くろ髪かみのまま。

　俺は悠然と、少女に向かって歩み寄る。

　少女は後ずさり、城門に背中を付ける。

「心が折れたか。……女子力は、強い感情が無ければ操れない、だったか」

　もう、巨人の最後のあがきにしてやられた時の様なことは起こらないだろうという確信があった。

　俺は少女と距離を詰つめる。逃げたそうに身を捩らせたため、少女の顔の横に手を突き出し、城壁と俺の身体で挟むようにして逃げ道を塞ふさぐ。

「街を歩くギャル共や、シェリリーの店の商品を見た時から思っていたが……やはりこの世界のベースとなっているのは、姉貴の、地球での知識のようだな。それなら俺にとって、何一つ問題では無い。憎しみのパワーだけで、最後まで俺と闘っていれば良かったのだ。なぜ、ギャルの力と混ぜ合わせた。そんなもの、俺にとっては弱体化に過ぎん。俺は三年もの間、ギャルを滅するために地獄の修行を積んで来た男だぞ」

「お、女を、殴るの……」

　俺は思わず吹き出してしまった。

　片時とは言え、ギャルスレイヤーを名乗ったものが最後に発する言葉にしては、情けなさ過ぎた。

　身も心も、ギャルに染まりきっているようだ。

「憎めない奴やつだったよ。お前は」

　俺は右手を振ふり上げる。マスクの下は、笑え顔がお。

「男女平等だ。俺は男も女も……殴らない。だが、その点に関しては、お前に感謝しよう。これまで出会ってきた誰より、殴りやすい顔をしている」

　一撃分回復していた女子力を、右手の拳に集中させる。肘から先に、影の螺ら旋せんを纏わせる。

　そして、振り抜いた。

　少女の姿をした憎にくしみの残りかすに拳がめり込んだ瞬間、この世界で手にいれたニュースキルに、名前でも付けてやろうかと言う気になった。

　スキルナンバー・１０９イチ・マル・キュー。

「壁ドンジャパニーズ・ヒロイック・パアアアアアアンチ！」

　技名を叫ぶと言うのは、存外、やってみると清々しい行こう為いだった。習慣にする気は、さらさらないけれども。

「この世界のことは、俺に任せろ」

　砕くだけた城壁もろとも、ギャルは一瞬で上空に吹き飛び、黒く散った。汚きたない花火だった。上空から、黒い光が降り注ぐ。そして、抜け殻となっていた巨人の身体も塵と変わり、どういうことか、俺の身体の中へ吸収されようとしていた。帰る場所がここしかないとでも、思ったのか。俺は確固たる意志を持って……それを拒まなかった。俺の責任だと、思ったのだった。

「それにしても、ギャルスレイヤーらしく、ようやく初めて打ち倒せたギャルが、自分の分身とはな。これも業か」

　最後は、決め台詞ぜりふだ。ルーティーンが重要。

　ミサとマルコに振り返かえる。ミサは口をあんぐりと開け、マルコは、お団子と歯をがたがた言わせながら、俺を見ていた。

　俺は、ネクタイをきつく締め直す。

「俺の名はギャルスレイヤー！　ギャルであるなら、神を超こえる存在であろうがこの通り……げふ、ん、こ、の、通り……んんんん、ごふぉっ！　はああっ！」

　圧迫された、首元。ウィンザーノットに殺されかける。

　それを見たミサとマルコは、顔を見合わせる。

　そして、俺の息が止まる直前に爆笑しながら走り寄って来て、二人がかりでネクタイを緩めにかかるのだった。

　世界に愛されたかった少女。

　生まれる世界を間違えた女。

　知らない世界を憎んだ男。

　もつれ切った三人の間で、乱暴にほどけるものが、あった。







終章　救出劇を君に







　思えばこの場所に来るのも久しぶりだ。

　王城内、神のプリクラのある部屋で、俺は揺らぐ勇気を何とか押さえつけている。

　巨人との戦いから、数日が経過していた。

　避難の為、街から離れようとしていた民衆も、巨人が城内に踏みこんでいく所までは目もく撃げきしていたらしい。しかし、巨人がギャルスレイヤーと同じ姿に変身した所まで、遠目から確かく認にんできた者はいないようだった。

　俺は変わらず、元々、出不精だったこともあり、部屋に引きこもり、体がなまらないように鍛錬をしたり空想に耽ふけったりという、内向的生活を続けていた。たまに、マルコ相手に商談にやって来るシェリリーなどと会うこともあるが、それ以上に人付き合いを広げる気にはならなかった。

「どうしたの？　妾わらわに何か用？」

　誰の部屋というわけでもないため、ミサはノックもせずに、いつの間にか入り込んでいた。

「人並みの格好して。珍めずらしい」

　ミサが、俺を見て言った。

　酷ひどい言い草である。

　俺はいつもの、ギャル達たちのいう『適当な格好』ではなく、秘密に仕立ててもらった、灰色のテーラードジャケットに、黒の、大き目なボタンの付いた糊のりのきいたシャツ、海のようなグラデーションの鮮やかな青をしたボトムスという出いで立たちである。

　自分では人生最大級に気を遣ったつもりになっていた俺は、ショックを受ける。

「二人だけで静かに会うの、すごい久しぶりな気がするね」

「街は、どうだ」

「ルイのお陰かげで、皆みな、普段の生活にすっかり戻ってるよ」

　あの戦いの後。

　巨人を丸ごと吸収した俺は念のため、マルコの検診を受けることになった。

『ルイ君に吸収された巨人ゎ、最初にゥチがプレゼントした時と同じ、万ばん能のうの女子力に、戻っているよ。完全に』

　健康上は、このままでも支障はないとのこと。

　だが、あらゆる願いをかなえる大いなる力を、再び弟が持てあますのでは無いかとマルコは一応気にしてくれたらしく、

『自分の一部として……このままコスチュームの一部として、纏まとい続けるつもり？』

　と、尋たずねてきた。

　俺は答えた。

『インナーには少し、かさばる』

　ということで。

　俺は力のほとんどを、巨人に破壊された街、失われた命の再生に使用したのだった。

「なんだか、懐かしいね」

　ミサが、神のプリクラの中を覗き見ながら言った。

　彼女の腐ふ心しんした、金のリボンの飾かざり付つけは、いつの間にか片づけられてしまっていた。

「まだサヴァンギャルドにとって、男の子がファンタジーの生き物だったころね、がぶまるが、男の子について色々話してくれた時があったの。妾わらわ、質問したんだ。男と女って、何が違ちがうのって。もし妾わらわが男だったら、この世界は何か変わってたの？　って。がぶまるは『もしそうだったら、姫ひめじゃなくて、王子になっちゃうよ』って答えた。王子って言葉、妾わらわは勿もち論ろん、よくわかんなくて。だから、『王子って何』って聞いたら、がぶまるは妾わらわに、素す敵てきな王子様の物語を聞かせてくれたんだ」

　ミサが俺に振り返り、意味深な、からかう表情を浮かべた。

「王子はね、普段は少し冷たくて、人を突き放すの。プライドが高くて、他人を見下す態度を取っているけど……本当は、人を愛することのできる心を持っている。死にそうな目にあったって、もっと強くなって、戦いに駆かけつけてきてくれる。時には強くなりたいがためだけに、隣にいる人に『俺を半殺しにしろ』とお願いしたりもする……」

「それサイヤ人の王子だろーが！」

　不覚にも聞き入りかけていた自分が、馬鹿みたいだった。

　てっきり、ディズニープリンセス系からだと思っていたのに。

　流石、我わが姉である。

　物語自体は王道中の王道だろうが、やつは決して、王子のスタンダードというわけではないだろうに。……少なくとも、王子について尋ねられて、最初に引き出しから取り出してくるネタでは、絶対に有り得ないだろう。

　なんとなく、マルコから植え付けられた王子観が間違っていたと察したのだろう、ミサは取り繕って言う。

「でも妾わらわは、ルイが目を開けた時、妾わらわの物語の鐘が鳴ったって思ったよ」

　ミサは、頬ほおを膨ふくらませていた。

「俺が女だったら、姫になっていたのか」

　俺の口から、思わずそんな呟きが漏れる。

　ミサが、首を傾かしげる。

　我ながら気持ちの悪いｉｆだと感じ、今度は俺が取り繕う番だった。

「ミサの物語の中とやらで、俺はお前に、何度も助けられることになったと思うからな」

　咳せき払ばらいと共に、本題を切りだす。

　俺は、久しぶりの静かな二人の時間を迎むかえるまでの間に、何も考えてこなかったわけではないのである。

「俺はお前に、礼をする義務があると思う。こんな場所に改めて呼び出したのは、そのためだ」

「え、何？　妾わらわにプレゼント？」

　そんな生易しいものではないぞと、俺はほくそ笑む。

　なにせ、虎こ視し眈たん々たんと計画することが得意な俺からギャルに捧ささげる、最後のパンチである。

　小指を立てる。

　指きりでは、ない。

　今いま更さら俺おれ達たちに、そんなものは必要ない。

　爪つめの先に小さく細く、黒い炎がともる。

「世界の半分を」










　人ひと混ごみ。騒音。

「何……？　妾わらわ、どうしちゃったの……」

　黒い陽炎に飲み込まれたミサが、俺の前で目を開ける。

「ここ、どこ」

　俺も、随分久しぶりに帰ってきた。

　サヴァンギャルドの、白い壁の街並みに比べ、照り返しが無い分、風景がずっと穏やかに見える。

　だが行きかう人の数は、サヴァンギャルドの商業区に勝まさるとも劣らない。

「地球だ」

　俺は端的に答える。何処どこだと思う、などと聞いても、逆にムードを壊すだけだろう。

　熱湯の中には、足先からでは無く全身で飛びこんでこそ、刺し激げき的と言うものだ。

「日本における若者文化の発信地、竹下通りを眼前に臨む、原宿駅竹下口改札前だ」

「えええええええええ！」

　ミサは叫び声をあげる。

　周囲の人間達が一いつ斉せいにこちらを向いた。降りる駅をどこと間違えればそんな形相になるのかと、行き交う顔が語っている。

　ミサは、四方八方に体の向きを変え、自らを取り囲む世界を認にん識しきする。

「嘘うそ！　どうやったの！」

　俺が初めて、サヴァンギャルドのギャル達を見た時と同じ気分になっているだろうか。

　ここには剣けんも盾も魔法の杖つえもないが、ミサは今、マルコがサヴァンギャルドを作るに至った情熱の入り口に立っているのである。

　そのことを、理解できてはおらずとも、身体で感じているようだった。

　事情の説明を求める、ミサ。

　俺は黙だまって、周囲から隠かくすようにしながら、小指の炎を見せつける。万能の女子力、その残り火の有効利用、というやつだ。

「でも、地球の渋しぶ谷やと原宿は、滅ほろんじゃったって言ってたよね？」

「俺が、再び手に入れた女め神がみの女子力に願ったのは、あの偽ギャルスレイヤーに破壊された全ての再生だ。……普ふ通つうの女の子になりたいと、言っていたな」

　俺はミサに、右手を差し出す。

　マスクは無くとも、努めて、恥ずかしがらずに。

「安心しろ。お前ほどのお上りはいない」

　ド田舎ってレベルじゃない。

　なにせ、異世界からである。

「お金はどうするの？　国庫使えなきゃ妾わらわ、無力！」

「心配するな。今日だけ、ビュッフェみたいなものだ。臨時収入があったからな」




　マルコの部屋を訪おとずれた時のこと。

　ノックして部屋に入る。

　俺は驚いた。

　マルコの脳には勿体ない厚みのある文机の上に、なんと、ノートパソコンがあったのである。

　隠すのを忘れていたらしく、マルコは気まずそうに言った。

「聖書の続き、最近、これで書いてるから……」

　姉がノートパソコンを立ち上げ、ワープロソフトを起動する。

　冒頭が目に入る。『あれは、全部ウソだったってコト……』

　出版は止めた方が良いのではと、思わず進言しかける。路頭に迷う人がいると聞いている。踏みとどまって貰もらった方が良いに決まっていた。

「そう言えば、ミサも普通に、スマートフォンを持っていたな」

　ミサはスマートフォンを使用し、俺にメールを送ってこの世界に召しよう喚かんしたのだ。

　ミサに出会った瞬しゆん間かんは、サヴァンギャルドに飛ばされたなどとは思っていなかったため、見た目が只ただのギャルだったミサがスマホを所持していることに、欠片かけらも疑問を抱いだかなかった。

　その感覚を今の今までひきずっていた為、気にも留とめていなかった。

　それにそもそも、神のプリクラ自体、どうしてサヴァンギャルドと地球の両方に存在していたのだろう。

「スマホゎ、ゥチの私物。あの日ゎ、ミサに盗まれてた……プリクラも、最近地球から取り寄せたもの……地球にも同時に存在してたのゎ、ミサからメールを送られたルイ君のために用意された、座標？　目印？　みたいなものだったんだと、思う……」

「地球から、取り寄せた？」

「サヴァンギャルドの次元と、地球の次元が、今、たまたま最接近してる時期。だからミサも、ルイ君を呼び出すことに成功した。……人なんかの生き物ゎ、女神の弟であるルイ君ぐらいの例外じゃないとムリだけど、物なら、程度にもよるけど、大体呼び出すことができるの。……諭吉と引き換えの、召喚になるけど」

「諭吉？　……なんだか、矛盾していないか？　召喚に必要な、通貨自体はどうやって手に入れている。偽造じゃないだろうな」

「……パ、パソコンゎ、この世界を作った時、サイフに残ってた、ゥチの持ち合わせから払はらったよ」

　マルコの呂ろ律れつが、段々と怪しくなっていく。

　マルコは、家出しようとした瞬間にこの宇宙に飛ばされたのだから、確かにその時点で、当面の生活費くらい財布に入れていたとしてもおかしくない。だが。

「プリクラは？」

　マルコの目が、泳ぐ。しかし、嘘をつくために、頭を回し切ることは出来なかったようだ。

「このパソコンで映像を編集するとね、なぜか諭吉を一いつ杯ぱい、召喚できるんだよ。……ゥチゎ女神。つまり、どんなに離れてる場所も、目を閉じれば見ることのできる千せん里り眼がん。羽の付け根に、ＵＳＢジャック……」

　千里眼。そういえば、地球の映像を宇宙の端から時々眺ながめていただとか、言っていたっけ。

「どんな映像を撮とってるんだ」

「ルイ君にゎ、絶対に秘密。……ちょっと、恥はずかしい、ヤツだから」

　俺はマルコに、この世界に来てから最も不名誉な疑いを持った。

　まさかこいつ、ギャルの裸でも隠し撮りして、地球に売りさばいているとでも言うわけではあるまいな。

　だが、この世界でそんな大金をせしめるほどの素材は、他に思いつかない。

　魔法だの何だのという素材も確かにあるだろうが、それなら『恥ずかしい』とはならないだろう。

　俺は少し、藪やぶをつついてみることにした。

「召喚される現金は、どれほど」

「んとね、先月の段階で、一作目が二百万再生で、二作目が三百万再生…………で、最後が三千万再生だから、この半年で六千万円」

「俺をユーチューバーにしやがったのは手て前めーだったんかあああああああああああい！」

　マルコは、しまった、と口に手を当て塞いだ。

　聞き覚えのある数字に、俺の脳内のシナプスが即そく座ざに繋つながる。

　藪から出てきたのはなんと、ギャルスレイヤーだった。

　そうだ、こいつは確かに言っていたのだ。

　時々、宇宙の端から、ルイ君の姿も観察していたよと。

　それがまさか、ネットにお前の動画投とう稿こうしてるよ、という意味だったとは！

　開け放たれた窓から、何かが侵しん入にゆうしてくる。なんと、ガス式ドローンだった。俺が作った物では無く、表面がデコられており、小型カメラが積載されている。それが、マルコの机の上に着地した。

「姉に勝る弟ゎ、いないっていうコト……」

　俺は、部屋の隅にあるいかにもな金庫に近寄り、耳を当てながらダイヤルを回し、解錠する。

　中に積まれた諭吉軍団を、腕うで一いつ杯ぱいに掻かき込み、部屋から出て行こうとする。

　腰こしにしがみつくマルコ。

「よこせ！　俺の稼いだ金だ！」

「てーしゅかんぱく！」

　とうとう、なんだかんだ姉弟きようだい初の殴り合いの喧嘩に発展しそうになった所で、メイドから仲裁される。

　ミサには黙っていたが、その後数週間、お隣となりの大だい法ほう廷ていで骨肉の争いをしていたのである。

　決着がついた日。

「本当に、良いのか。せめて、可能かどうか試すくらい」

　俺は、わずかに残った万能の女子力で、マルコを一日だけ、地球に帰してやれないかと計画を立てていたのだが、断られてしまったのだ。

「姉貴の弟だったから、俺がこの世界に来られたように、俺を通した力ならきっと、神の制約とやらももしかしたら。姉貴を一日、地球に連れて行くことだって」

　カリスマギャルだった姉の事。渋谷や原宿をドローンで観察していただけで、気の済むわけもないと、思ったのだが。

　マルコ、指を振る。

「ゥチゎ、サヴァンギャルドの女神。この世界から移動することゎ許されない。お城を探せば、ルイ君の力を必要としている娘むすめが、他にいるはずだよ」

　それは本当に、各宇宙を支配する神々の間のルールだったのか。それとも、俺を見捨てて地球から逃にげたのに今いま更さらと、自分を戒めているだけだったのか。

「ルイ君、もう十六歳さいでしょ。お姉ちゃん離れしないと。これからゎずっと、一いつ緒しよにいられるんだから」










　そうして俺は今、ミサと並び、竹下通りの入り口に臨んでいた。

　人々は誰だれも、渋谷と原宿が滅めつ亡ぼうしたことなど、覚えていない。

　サヴァンギャルドの街、人命を再生したときと違い、俺は渋谷と原宿の再生に関して、まず、滅亡したこと自体を、なかったことにしたのだ。

　そして、ギャルスレイヤーの記き憶おくも、人々の間から消した。

　ギャルの処しよ刑けい者を覚えているギャルは、もう誰もいない。代々木公園で太たい極きよく拳けんを教えたり、暴走カラーリングマシンと死闘を繰り広げたり、道の凍とう結けつをコラーゲンで防いだ黒衣の歴史は、元から存在していないことになった。

　誰も、俺の事を知らない世界。

　それでも、今は。

「早く行こうよ！」

　ミサが手を引き、竹下通りの入り口に向けて、俺を連れて行こうとする。初めての土地……ミサにとっては異世界、神話の世界であるはずなのに、戸惑う様子は見せなかった。

　原宿駅は、地方出身者であれ、その名を殆ほとんどが知っているであろう、ハイパーメジャーだ。にも拘わらず、その作りは至ってシンプル。新宿駅や東京駅のような、ダンジョンめいた構造、規模ではない。初めての者でも、迷うことはないのだ。

　慣れ親しんだナチュラルメイクを捨て、思い切って奇抜なスタイルに身を包つつんだ上京したての少女が、改札を通り抜ける。すると一いつ瞬しゆんで、スマホの地図になど目を向けずとも、何処へ向かって歩いていけばいいのかを、理解できる。来場者に何一つストレスを与あたえることなく、竹下口の名に相応ふさわしく、駅が、少女をエスコートしてくれる。

　俺はミサに引っ張られ、一歩踏み出だす直前、目を瞑った。

　少しだけ優しい街になった原宿の入り口に、サヴァンギャルドの商業街の光景が重なり、一瞬だけ、いまや俺の心の中にしかない草原が、映った。

　俺のもたらした被ひ害がいそのものは、地球にも、サヴァンギャルドにも、もうどこにも存在しない。

　だが、あの緑は、俺の心を包む繊維の一本となり、深く編み込まれている。

　神のプリクラからサヴァンギャルドに飛ばされる前。

　俺おれは草原を、目を閉じたまま自転車で走っていた。瞼まぶたの裏に映る、知り尽つくした建物の壁、横断歩道、信号の切り変わるタイミングに、ハンドルを切り続けていた。傍はたから見れば、無意味な行動に見えていたかもしれない。だが俺は、この先もずっと、心の片かた隅すみにそんな自分のミニチュアを、スノードームみたいにして残しておくべきなのだと思う。

　俺の罪の、正確な姿。

　それを探すことだけは、忘れてはならないのだと思う。

　俺は揚々と歩き出すミサに、言った。

「スカートを押おさえなくていいのか」

「バカ」

　アメピンとヘアゴムぐらいは買って帰ってやろうと、俺はマルコのお団子を思い出しつつ。

　女神も追ってこられない休日が、始まった。
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あとがき







　はじめまして。白しら乃の友ともと申します。よろしくお願いします。

　この作品でデビューとなりますが、私は新人賞組ではありません。

　元はと言えば、ＨＪ文庫大賞の最終選考まで残った私の別の作品が、編集者の方の目に留とまり、たまたまその作品のヒロインがギャル系のキャラだったことから、「ギャルをテーマにした異世界転生モノを新しく書いてみないか」とお話をいただいたのが始まりでした。

　そして紆う余よ曲きよく折せつの後に、こうして本になり、今、皆さんのお手元にあるというわけです。

　感かん無む量りようです。







　ギャルというテーマは、私にとっては難解なものでした。

　というのも、マンガやアニメに登場する、キャラクター的なギャルは元々好きだったのですが、私には現実のギャルと接した経験が、数える程しかなかったからです。

　なので、自分にギャルの何を理解できるんだろうと、最初は不安でした。しかしギャル雑誌をパラパラとめくって、何かネタはないかと探しているうちに、いつのまにか不安は解消されていました。

　すごく自然に、「ギャルって可愛いんだな」と思えている自分に気が付けたからです。

　何で惹ひかれるのか自分でも良く分からないけれど、こういう娘らも素す敵てきだな、と。

　勿論、私がそんな実感を得たところで現実に生きているギャルの人達にとっては、なんてことない事だと思います。ギャル雑誌から天てん啓けいを得た所で何一つ、雑誌でポーズをとっている人達のことが理解出来たわけではないかもしれません。

　それでも、私は

「ああ、理解できないものは無理して理解しなくてもいいんだ」

　と、吹っ切れたのでした。

「私は、あなた達のことを理解できていません。こんな風に」といったスタンスで書くのも、ある意味「テーマにしている」ことになるんじゃないか、と思ったのです。リアルなギャル像には迫れずとも、そっちの方が面白くかけそうだ、と。「理解は出来ていないけれど、あなたの良い所は無視できません」みたいなのが、この物語のベース音としてずっとあった感じなのかな、と今では思ったりします。

　結果、ギャルスレイヤーは、異世界を舞台にしたオタクとギャルの物語になりました。

　その上で、コメディあり、ロマンスありの、とにかく楽しんでもらえるような作品に自分ではしたつもりです。

　面白いと思っていただけたなら、嬉うれしいです。

　ちなみに、読者プレゼント企画もあるそうですので、よろしければ、そちらもふるってご応募下さい。







　最後に謝しや辞じを。

　担当して下さった編集者様、本来なら読者グランプリにも残れなかったかもしれなかった私を推おしていただきありがとうございました。こうして本が出せたのは、担当編集者様のお陰かげです。ｎｅｃöｍｉ様、美麗なイラスト最高です。口絵のヒロインズ＋囲まれているルイの可愛さには悶もだえました。

　そして最後になりますが、手にとっていただいた読者の方に、最大の感謝を。

　楽しんでいただけたなら、何よりの幸いです。







解説







　本書は第３回ＨＪ文庫読者グランプリにおいて第一位を獲かく得とくした作品が書籍化されたものである。

　読者グランプリについて軽く説明をしておこう。

　読者グランプリとはＨＪ文庫が毎年開催しているＨＪ文庫大賞において、惜しくも受賞を逃したものの将来性がありそうな作品や作者をピックアップし、ＷＥＢ上にて作品を公開、読者の人気投票にて順位を決定し、一位の作品を書籍化するという企画である。

　著者の白しら乃の友ともは「スタッフド・アニマルが生きていたころの女神論」という作品で第10回ＨＪ文庫大賞の最終選考で落選している。

　この応募作に対する評価は「10年に１人の天才である」というものであった。

　ならば何故落選したのか。

　その理由は「作者は間違いなく天才だが、中高生からのエンターテインメントを標ひよう榜ぼうするＨＪ文庫の作品としては相応ふさわしくない」というものであった。

　即座に読者グランプリ参加が検討されたが、落選の理由が理由なため、応募作そのままで参加は難しい。

　そこで出た結論は「期限内に完全な新作を書き下ろして読者グランプリに参加することが可能か、そしてその意志があるか」と著者に問い合わせることだった。

　白乃友の返答は「チャンスがもらえるなら是非参加したい」というものであった。

　こうして一からの新作創りが始まることになった（ちなみにグランプリ参加者で新作を書き下ろしたのは白乃友１人である）。

　落選理由を考えれば、応募作と同じ方向性の作品は許されない。

　さらに読者グランプリで勝てる作品に仕上げなければならない。

　読者に読んでもらいやすいものを提示するために用意したプロット（作品の設計図のようなもの）は「異世界転生物」、「異世界には女性しかいない」、「現実世界で身につけた能力をもって異世界で活躍する」といった、馴な染じみやすいものになった。

　しかし「馴染みやすいものを提示する」ということは、小説としては「退化」することと同義である。それは「天才」にとって耐え得ることなのか。

　果たして「すみません、新作を書いているのですが、どうしても面白いと思えなくて進みません」という連絡が入ることになった。

「その作品が面白いかどうかは僕には判断が出来ない。なぜなら読んでいないからだ。君が１人で面白いかどうかを決めたところで、僕にはどうしようもない。完成させなければ話は始まらない」そう答えたと記憶している。

　一時はグランプリ参加辞退という事態も懸念されたが、その言葉に奮起したのか（予定枚数を大幅に上回っていたが）、作品は完成を見た。

「退化」に耐え得るのか？　という疑問がいかに馬鹿馬鹿しいものであったかを思い知らされた。完成した作品は小説として「退化」どころか逆に「進化」してしまっていた。




　※ここからはネタバレを含みます。本文未読の方はご注意ください。




　白乃友の最も優れた資質はその文章の美しさである。冒頭の主人公が自転車に乗っている描写やラストでその冒頭のシーンが回想されるときの描写、口絵にもなっているマルコがルイとともに空に飛び上がるシーン等、非常にグラフィカルであり、著者の頭の中で絵や動きが完全に出来上がっていることが伺える。そしてそれを文章にて美しく再現できている。この才能自体とても希少なものである。

　次に挙げられるのは独特のアイディアとユーモアのセンスである。煩ぼん悩のうの数である１０８に１を足すと若者文化の中心地、渋谷の１０９ビルになる。それはギャルスレイヤーである主人公の最後の技に相応ふさわしいのではないか、という発想。

　聖書がケータイ小説であるという一連のコミカルなくだり、しかしそれが実はルイとマルコにとって大きな意味を持っていた、というどんでん返し。

　このシーンは「物語」の高尚さや低俗さ、そして大小に関係なく「物語」というものはその本質として「神話性」を持つ、ということを、いとも簡単に暴あばき出してしまっている。この本質を見抜く力こそが白乃友の才能を示す最後のピースだろう。




＊＊＊




　色々解説しましたが、要はこの作品には確実に読者に何かを感じさせる力があるのではないかと思っている、ということです。そして少しでも面白いと思ってくれた人がいるなら話題にしてくれると嬉しいです。巻末にはツイッターを用いた読者プレゼントキャンペーンの告知もあるので是非応募してみてください。よろしくお願いいたします。




ＨＪ文庫編集部　あしがら
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